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　　　プロローグ




　中学の教室。当時、俺おれは学ランを着ていて、女子はセーラー服。

　その日はちょうど、今みたいに夏の日差しが照っていて、教室の窓が開いていた。

　四限目の体育の授じゆ業ぎようが終わり、着替えを済ませた生徒たちが続々と教室に戻もどってくる。給食当番の生徒は慌あわただしく動いているが、その他はのん気なものだ。多くは隣となりのクラスの連中なんかも交えて、雑ざつ談だんに興きようじている。

「苅かり羽ばくん」

　窓まど際ぎわで風に当たっていたら、名を呼ばれた。

「話があるんだけど」

　声の主ぬしはよく知っている。

　毒ぶす島じまさん──。

　優ゆう等とう生せい然ぜんとした真まっ直すぐな心根を表すような、黒くて長い髪かみ。やや伸ばし過ぎにも見える前髪は目を隠かくしがちで、その表情は読み取れないことが多い。

　話があると言われ、俺の心がピクンと跳はねる。やけに改まった彼女の口調は、思春期の男子が夢む想そうする告白シチュエーションの導入となるのに十分だった。

　だが、俺が期待していたのは彼女からの言葉ではない。

　毒島さんとよく行動を共にしていた鈴すず木きさん──当時の彼女は、毒島さん同様に黒い髪をたなびかせ、甘い香りを纏まといながらクラス中に笑顔を振ふりまいていた。カーディガンの袖そでに隠れた手を口元に持っていき、俺との会話でクスクスと顔を綻ほころばせる。その若じやつ干かんあざとくも清せい楚そな一コマが、俺の脳内を快感物質で侵おかしていき──。

　いつしか俺は鈴木さんばかりを目で追うようになっていた。

　だからこの時も、毒島さんが俺を呼んだのは、鈴木さんが直じかに俺を呼びだすのを恥はずかしがったがための代役としての行こう為いだと──そんな都つ合ごうの良い解かい釈しやくを信じていた。

「あたしね、苅羽くんに言わなきゃいけないことがあるの」

　そんな俺の期待も虚むなしく、毒島さんは鈴木さんの「す」の字も出さず、一人その場で話を進めようとしてきた。

　大きく深呼吸する毒島さん。息を吐はき終わると、小さな声で「よしっ」とか言ってるのが聞こえた。

　ちょっと待て。

　これはあれか？　毒島さんから胸の内を打ち明けられちゃう的なやつか？

　胸の高鳴りが消えていくのが分かった。

　さっきも言ったとおり、俺の好意は鈴木さんに向かっている。普段だって、朝来てまず話し掛ける相手と言えば、毒島さんではなく鈴木さんだ。

　もちろんその過程で、鈴すず木きさんと一いつ緒しよにいる毒ぶす島じまさんと絡からまざるを得なくなることもある。俺おれは毒島さんと特別気が合う訳わけではなかったが、嫌きらっていた訳でもない。時々、生き真ま面じ目めさが鼻につくことも無いではなかったが、心底嫌えるほど彼女の何かを知ってはいなかった。

　つまり、俺にとって毒島さんは路ろ傍ぼうの石にも等しい存在だった。

「大事な話だから、真面目に話すね」

　毒島さんは、ことさら大きな声でそう言った。教室の若じやつ干かん名めいがこちらに視線を置く。

　そして、彼女はさらにボリュームを上げた。

「苅かり羽ばくんがね、あたしに恋愛感情あるのは嬉うれしいけど──」

　──なに言ってんだこいつ。

　全く身に覚えがない。俺はこの女に好意を示したことも無ければ、そんな勘かん違ちがいをする素そ振ぶりを見せたことも無い。

　俺が目を白黒させている間に、さっきよりもずっと多くの生徒がこちらを見ていた。忙せわしなく動き回っていた給食当番たちも、全員が手を止め足を止め────教室に聞こえるのは、風の音だけになっていた。

「あたし、苅羽くんのこと好きになれないから……ごめんね」

　何で俺がフラれた？

　好きでもない相手に。告白してないのに。フラれた。

「ちょ──いや、誤ご解かいだ。俺はそもそも毒島さんのことは別に好きでも何でも──」

　未いまだ静せい寂じやくに包まれていた教室の中で、いち早く俺は動いた。

　脳が警けい告こくしたのだ。黙だまっていたらまずい、この状じよう況きようは言った者勝ちだ──。

　何な故ぜ毒島さんがこんなことを言い出したのかは分からない。でも、とにかくここは先手を取って行かなければ──、

「──何それ」

　毒島さんの呟つぶやくような、それでいて芯しんの通った声が俺の言葉を遮さえぎった。

　そして、教室のどこからか、女子の声が響ひびく。

「フラれたからって──負け惜おしみじゃん」




　──そう。

　まさに言った者勝ちだったのだ。

　その日から三ヶ月間、俺のあだ名は、負け惜しみ野や郎ろうになった。
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　真ま坂さか高校の屋上に通じる階段。

　昼休み開始のチャイムを聞いた俺おれは、購こう買ばいでパンを買ったその足で、一段一段を上のぼっていく。

　立ち入り禁止の屋上。数か月前までは扉とびらに鍵かぎが掛かっていたが、現在、鍵は壊こわれており、気付かれていないのか、はたまた見て見ぬ振ふりをされているのか、自由に出入りできる状態で放置されている。

　扉に手を掛け、ドアノブを回す。

「苅かり羽ばくん……生きてたの？」

　完全に扉を開けきる前に、隙すき間まから聞こえてきた声。それはとても聞き覚えがある女生徒のもので、しかも苅羽くんというのは俺の名前である。

「ハッ……！　その痣あざ……苅羽くんはもう、人じゃなくなってしまったんだね……」

　マジで。

　知らぬ間に人外にされてしまっていた俺は、扉を開けた隙間から、声の主ぬしの様よう子すを覗のぞき込んだ。

　そこにいたのは、俺と同じ真坂高校の制服を身に着けた、クラスメイトの来くる栖す麻ま央お。黒い髪かみを後ろでポニーテールに結ゆっており、見え隠かくれするうなじが夏の日差しを受けていた。また、半はん袖そでのブラウスの袖を通した手には、一本の細長い棒ぼうが握られている。

「聖なる血で清めし我わが槍やりにて、今、異い形ぎようを打ち滅ほろぼさんとす。聖せい槍そうトライデントの力、冥めい土どの土産みやげに受け取るが良い」

　彼女が持っていた一本槍は、かの有名なトライデント──またの名を、陸上競技用ヤリ男子練習用（品番Ｔ４５８２）だ。いつ陸上部の部室に忍しのび込んだのだろうか。

「死から甦よみがえりし異形の者よ、世の摂せつ理りから外れし貴き公こうの御み魂たま、我が槍が鎮しずめよう……いざ参る──」

　来栖が駆かけ出した先──フェンスに立てかけられていたのは、死から甦りし異形の苅羽くんアンデツド──またの名を、多分あれは交通安全教室で車両衝しよう突とつ実験に使うダミー人形みたいに見えるけど、どこでそんなものを調達してきたのか。

「待て待て待て待て」

　ドアを開け放ち、大声で彼女を制する。

「誰だれ!?」

　足を止めた来栖がこちらを向く。

「苅羽くん──？　なんてこと……どっちが本物なの？」

「考える素そ振ぶりを見せるなよ。本物こつちの方が断然血けつ色しよく良いだろ」

「なるほど……いや、でもこれは罠わなかもしれない。ここはトライデントの聖なる力を信じ、その矛ほこ先さきの指し示すまま、我が身を委ゆだねよう」

　来栖は目を瞑つぶり、ヤリの切っ先を俺に向けると、そのまま一直線に走り込んできた。

「危ねえ！」

　俺おれの眼がん球きゆうめがけてヤリが伸びる。慌あわてて来くる栖すの腕を取り押さえるが、彼女は未いまだに目を開けない。

「教えてトライデント……私が貫つらぬくべき敵はどっち？」

「何で突つき刺そうとしてから聞くんだよ。答え確定させてから来いよ」

　俺は来栖の手からヤリを取る。同時に、彼女は返せと言わんばかりに目を開け、俺の持つヤリにじたばたと手を伸ばした。

「お前、このヤリどっから持ってきた？」

「拾った」

　息をするように噓うそを吐つく。

「こんなもん道みち端ばたに落ちてる訳わけねーだろ。パクったのか」

「陸上部の部室に落ちてたから拾った」

　日本語を駆く使しし始めたぞこいつ。

「……あまり聞きたくはないが、そっちの人形はどうした」

「拾った」

「だから──」

「ホントホント！　ほんとだってば！　警けい察さつ署しよの近くのゴミ捨すて場で、きちんと『大型ごみ』っていうステッカー貼はられてたのを拾ってきたんだよ！」

「女子高生がゴミを漁あさるなよ……」

「何で？　まだ使えるのに勿もつ体たい無いよ。ねー、苅かり羽ばくん」

「その関節が変な方向に曲がった人形に『苅羽くん』って呼び掛けるのやめろ。……ったく、いきなり屋上に呼び出してきたと思ったら、お前、こんなの見せたかったのかよ」

「見せたかった訳じゃなくて、加わってほしかったんだよ。魔ま王おうに殺されてアンデッドモンスターとして甦よみがえり、敵になったかと思われていた苅羽くん。しかし、本物の苅羽くんは危機を逃れており、パワーアップを経へて勇者のピンチに駆かけつける──的な。じゃあ、最初からもう一回やろっか」

「やらねーよ。ってかお前、今全然ピンチじゃなかったじゃん。アンデッド苅羽くん串くし刺ざしにする気満々だったじゃん」

「いや、この苅羽くん不死身だから。トラックに轢ひかれても何度でも甦るから」

　まあそういう用途だからな。いつぞや竹刀しないでぶっ叩たたかれていた魔王役の人体模も型けいと比べれば、まだ本来の用法に近い使い方が為なされている。

「ふう……動いたら汗あせかいちゃった。やっぱり夏は暑いね」

　ぺたんと腰こしを下ろして、来栖は額ひたいを手でこすった。

「苅羽くん、氷属性の魔ま法ほう無い？」

「ねーよ」

「じゃあアイス」

「それも無い」

「風属性の魔ま法ほうは？」

「だからねーよ」

「じゃあうちわ」

「さっきから順番がおかしいんだよ。最初のファンタジックな質問要いらねーだろ」

「そっか、そう言えば苅かり羽ばくんは魔法も聖せい剣けんも使えない残念で斬ざん新しんなキャラ設定だったもんね」

　それは残念でも斬新でもなく普通と言うはずなのだが、来くる栖すに指し摘てきしたところで話がこじれるだけなので黙だまっておく。

　それに、彼女の言うことはあながち間ま違ちがいでもない。

　来栖は異世界の勇者の血を引いており、魔ま力りよくが宿った聖剣を使える人間なのだ。さらに言えば、つい二ヶ月前までこちらの世界にいた異世界人、ニムとメルという人間も聖剣や魔法を使える存在だった。

　さらに信じられないことには、このクラスにもう一人、来栖以外に聖剣を使える生徒がいる。しかもそいつは勇者でなく魔ま王おうの血を引いているというのだから笑うしかない。

　ちょっと前まで、そんな特異少女たち四人と行動を共にしていた俺おれだが──、さっき来栖の言ったとおり、何な故ぜか俺だけ聖剣も魔法も使えない。本来普通であるはずのそんな一般的性質が、彼女たちの中にあってはマイノリティとなってしまう。何とも切せつない話である。

「──って、待て来栖、お前、なに掛けてんだ？」

　彼女の顔に、数秒前には無かった赤あか縁ぶちのメガネが掛けられている。

「これは魔王のメガネ。未来を見通すことができる魔ま具ぐの一種」

「すげー見覚えのあるメガネだけども、どこで手に入れた？」

「教室で、魔王の玉ぎよく座ざから拾った──うえぇ、度がキツイ！　アンデッド苅羽くんが二体になってる！」

　魔王の玉座──翻ほん訳やくすればそれは、魔王の血を引くクラスメイト、和かず佐さ単ひとえの自席。

「ちょっと来栖さん！　わたしのメガネどこやったの!?」

　予想的中。

　たった今、屋上のドアを開けてやって来たのは、長い茶ちや髪ぱつとお団だん子ごがトレードマークの和佐さん。だが、いつも掛けているメガネが今日は無い。

「わ！　異い形ぎようのクリーチャー!?」

　メガネを掛けた来栖が叫さけぶ。未来どころか３メートル前すらまともに見えていない。

「誰だれがクリーチャーよ！」

　和佐さんが声を荒げながら胸ぐらを摑つかむ。来栖ではなく俺の。

「違う違う、こっちは苅かり羽ば。来くる栖すはあっち」

「え？」

　和かず佐ささんが目を細め、顔を急接近させてきた。ジーッと見つめられる数秒間、シャンプーの香りに鼻をくすぐられる。

　初めて至し近きん距きよ離りで見た和佐さんの顔。メガネを外したその表情は新しん鮮せんで、何な故ぜだか俺おれの顔が熱くなる。

　そんな俺の反応に遅れること数秒、彼女の顔も一気に紅こう潮ちようし──、

「──何で苅羽なのよ！」

　摑つかまれていた胸をドンと突つき放された。

「いるならいるって言いなさいよ！　こっちはよく見えてないんだから！」

「一番最初に言っただろーが！　昭和のコントみてーなことやってんじゃねー！」

　うるさいバカ、と怒ど鳴なる和佐さんは、顔を赤らめたまま、今度こそ来栖のもとへと向かう。

「なに勝手にわたしのメガネ持ち出してんの!?　返しなさいよ！」

「まーまー、パーティ内ではアイテム共有でしょ？　この薬草が誰だれのとか、あの解げ毒どく薬やくが誰のとか決まってないじゃん」

「いつわたしがパーティ組んだのよ。来栖さんと共有したいものなんて何一つ無いから」

「そんな怒んないでよ。もう返すから……はい、メイド・イン・チャイナのメガネ」

「余計な情報付加しなくていいから。安物で悪かったわね」

　メガネが和佐さんの顔へと戻もどり、見慣れた表情がそこに現れた。

　さて、来栖が勇者の血を引いた人間なら、対するこの和佐さんは、異世界の魔ま王おうの血を引いた人間だ。

　明るく発色した茶ちや髪ぱつが背中まで伸び、頭の横には結ゆったお団だん子ごが一つ。赤あか縁ぶちのメガネの奥では、大きな瞳ひとみが来栖を捉とらえている。

「ったく、この暑いのに何で屋上に呼び出されたかと思えば、また下らないことして……。何であんたとメガネの奪うばい合いしなくちゃいけないのよ」

「違うの。和佐さんには、苅羽くんに窮きゆう地ちを救われた勇者一同の前に立ちはだかる魔王的なポジションをやってほしかったんだよ。それじゃ、もう一回最初から──」

　だからやらねーよ──と、俺は改めて釘くぎを刺す。

「ってか、何で苅羽はヤリ持ってんの？　でもって、あっちに立ってるキモイ人形は何？」

「あれはアンデッド苅羽くん」

「ちょっと黙だまってろ来栖」

　この俺と来栖のやり取りを聞いただけで、和佐さんは幾いく分ぶん事情を察したらしく、呆あきれたように溜ため息いきを吐ついていた。

「ホントに無む駄だなエネルギー使ったわ……走ってきたのがバカみたい。しかも暑あっついし……超プール入りたい」

　胸元のブラウスをパタパタ扇あおぐ和かず佐ささん。暑いのは同意だが、残念ながらうちの高校の授じゆ業ぎようにプールのカリキュラムは無い。

「そう言えば、苅かり羽ばは今年、プールとか海とか行く予定無いの？」

「ねーな。そもそもここ数年、水着を着た覚えが無い」

　遊ぶ相手と言えば男友達ばかり。海パン同士の付き合いで海に行っても見苦しいだけだ。

「あ、良いね、海！　行きたい！　リヴァイアサン見たい！」

　俺おれと和佐さんの会話に割り込んで、夢見る少女が物ぶつ騒そうなことを言い出した。

「海の魔ま獣じゆうリヴァイアサンの鱗うろこはあらゆる武器を跳はね返すんだよ？　物理攻こう撃げき効かないんだよ？　すっごくワクワクするよね？」

　実に海上保ほ安あん庁ちよう泣かせの獣けものだ。どうしてワクワクするのかは知らない。

「多分現代の海にはそういうのいねーと思うけどな」

「何で？　絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆなの？　昔むかし乱らん獲かくされたの？」

「そもそも存在しねーよ。国際社会もそこまで生物に多た様よう性せい求めてねーから」

「分かんないよ。異世界から飛ばされてきてるかもしれないじゃん」

　確かに今年の春先にはそんなこともあったが。

「何でわざわざ海まで行って魔獣退たい治じしなくちゃいけねーんだよ」

「それ以外に何しに海行くのさ？　マッピング？」

　このファンタジスタ、常識というディフェンスがまるで通用しない。

「海……ね。今年まだ行ってないし、わたしも行きたいかも」

「えっ」

　和佐さんの言葉に対し、来栖が顔を曇くもらせた。

「えっ、て何よ」

「だって、和佐さんが来るとなれば当然、例の鈴すず木きオールスターズも来るってことでしょ？」

「どこの草野球チームよそれ」

　来栖の言う鈴木オールスターズというのは、恐おそらく我わが真ま坂さか高校二学年における女子リア充じゆうグループのことだ。Ａ組の鈴木さんを筆頭に群むれを成し、俺たちと同じＢ組の和佐さんも基本はそこに属している。

　ちなみにその鈴木さんというのは、中学時代に俺が好意を寄せていた人である。もっとも、昔の清せい楚そ系けいの雰ふん囲い気きはどこへやら、今ではすっかりギャルになり、俺の好意も風化している。

　とまあ、そんな初恋話はさておいて──。

　本来ならば、クラスにあまり馴な染じめていないスクールカースト下位の来栖と、見るからにカースト上位の和佐さんが接点を持つことはまず無いのだが、二ヶ月前のとある出来事により、俺を含ふくめた三人はちょくちょく行動を共にするようになった。

　その出来事というのが異世界への転送。聖せい剣けんやら魔ま法ほうやらが実在する世界に飛び込んだ俺おれたちだったが、そこで和かず佐ささんが伝説の魔ま王おうとやらに意識を乗っ取られさあ大変──みたいな流れだった気がする。死にかけたので正直あまり思い出したくない。

　ちょうどゴールデンウィーク中の出来事だったのでまだ何とかなったが、数日振ぶりに家に戻もどった時は家族への言い訳わけが大変だった。

　俺は元がん来らい素そ行こうが良く、無断で何日も家を空あけるようなことは無かったため、母親から追つい及きゆうされることされること。おまけに、死にかけついでに手の平を魔ま剣けんで切っていたため、「未知みつちやんがヤンキーになっちゃった！」と泣かれた。日ひ頃ごろから「強い子に育ってほしい」とか言ってたのだから、ある意味本ほん望もうなんじゃないのかと思ったり思わなかったり。

「──別に誘さそうつもり無いし。それに多分、誘っても鈴ス木ズは来ないと思うけど」

　来くる栖すと会話を続けていた和佐さんが、スマホをカチャカチャいじくりながら言った。今流は行やりのスマホゲーム。モンスターを捕つかまえて育てるゲームで、最近来栖もよく遊んでいるやつだ。

「スズって、確か泳げなかったんじゃないかな。うちの学校、プール授じゆ業ぎよう無いから目立たないけど」

「あれ？　和佐さんも泳げなくなかった？」と来栖。

「泳げるし！　前にわたしが泳いでたとこ見てたでしょ!?」

　そう言えば二ヶ月前、異世界の池で泳いでいたっけ。

「でもあれ、犬いぬ搔かきだったよな？」

「だ、だから何!?　立派な泳ぎでしょ!?　バカにしてんの!?　犬差別してんの!?　江戸時代なら打ち首レベルよ!?」

　顔真っ赤にして俺を睨にらむ和佐さん。生しよう類るいへの憐あわれみが何一つ俺に向けられていないのは何な故ぜなのか。

「じゃあ、いつ行こっか、海」

　来栖が何の気なしに話を進めるが、正直俺は動どう揺ようしていた。

　具体性の無いまま終わる話だと思い込んでいたからだ。

　夏の海に同級生と──などという超リア充じゆう向けイベントの決行日の指定を来栖から持ち出してくるなんて、誰だれが予想できただろう。

「行くなら行くで、わたしは別に構わないけど？」

　和佐さんが意向を伺うかがうように、俺と来栖、二人と目を合わせる。

「俺も別に……。あ、行くなら水着買わねーとな。来栖って、もう持ってんの？」

　俺の言葉に、来栖が首を傾かしげる。

「何で海行くのに水着買う必要があるの？」

「俺とお前って同じ文ぶん化か圏けんの人間だよね？」

　どうしてこんなに共通認識が得られないのだろう。

「お前、海に何しに行くの？」

「モンスターを」

「あい分かった。剣道着で来るの禁止、竹刀しない持ってくるのも禁止、面・胴どう・小こ手ての類たぐいも禁止」

「苅かり羽ばくんに全ぜん裸らを強要されてるっ……！」

「違ちげーよ！　水着で来いっつってんだよ！」

「苅羽くんに水着を強要されてるっ……！」

「言い方！　間ま違ちがってないけど言い方！　やめろ！」

　ナチュラルに変へん態たいに仕立て上げられようとしている俺おれは、頭を抱かかえながら和かず佐ささんを見た。

「和佐さん……悪いんだけどさ、放ほう課か後ごにでも来くる栖すと一いつ緒しよに水着選んでくれよ……。こいつマジで甲かつ冑ちゆうとか着かねないよ……」

「え、まあ、いいけど………………」

　やけに長い沈ちん黙もく。和佐さんは神しん妙みような表情を浮かべ、来栖の山なりの胸をジッと見つめては、自身の平へい坦たんな胸元にちょこちょこと視線を移している。

　──胸囲の格差社会。

「苅羽、何か言った？」

「滅めつ相そうも無い」

　言葉に込められた殺意に、魔ま王おうの片へん鱗りんを見た。







　土曜日、電車に揺ゆられること一時間半。

　快晴の砂浜には、人、人、人──。

　その一角に座り、つい先ほど手に入れたスイカを食べる俺たち三人。

「まさか和佐さんにあんな才能があるとはな……」

　俺は右を向き、ピンク地のビキニに身を包んだ和佐さんを見る。

　ビキニの上下ともに大きなフリルがデザインされており、胸の部分は肩かた紐ひもの無いタイプ。さっき聞いたところ、今流は行やりのバンドゥビキニとか言うものらしい。

「どんなもんかと思ったけど、スイカ割りなんて簡かん単たんなもんね。まあ、そうじゃない人もいたみたいだけど」

　和佐さんは得意気げにこちらを向いたかと思うと、俺越ごしに左手にいた来栖へと言葉を投げ掛けた。

「目め隠かくししてたから状態異常だったもん。暗くら闇やみ状態では物理攻こう撃げきの命中率が極きよく端たんに下がるもん。当たらなくても当然だもん」

　来栖がいじけたような声を出す。彼女はジト目で和佐さんを睨にらみつつ、右みぎ頰ほおを膨ふくらませていた。今日も黒い髪かみを後ろで結んでおり、ポニーテールになっている。

　そして、嫌いやでも目に入る水着姿。和かず佐ささんと一いつ緒しよに選んだらしい、白地に黒のドット柄がらのビキニ。下はスカートタイプになっており、腰元には小さくリボンがあしらわれていた。来くる栖す曰いわく、色合いのコンセプトは「光と闇やみ」らしい。ちなみに白は膨ぼう張ちよう色しよくであるため、ただでさえその胸で膨張しているものが余計に膨張して見えるようなそうでないような。

「来栖さんも、そういじけないでよ。いーじゃないの。こうしてわたしが成せい功こうを収めた訳わけだし。このわたしがね」

　さっきから何の話をしているかと言えば、海水浴場で行われていたスイカ割り大会のことだ。目め隠かくしした状態でギャラリーからの方向指示を聞き分け、見事スイカを割ることができたら景品ゲットとなる、というもの。

　──浜辺の一角に大きく陣じん取どられたブース。そこでは、とある企業がイベントを企画していた。

　モンスターキャッチ──今流は行やりのスマートフォンのアプリゲームで、モンスターを捕つかまえて育てたり戦わせたり、あるいは人と交こう換かんしたりする内容のもので、言ってみればほぼポケ○ン的なアレだ。

　ただし、課金すればするほど能力が上がり、レアモンスターも手に入り易やすくなるので、断然大人向けのゲームに仕上がっている。

　そんな人気ゲームの運営元となっている会社が本日、広告を兼かねて、件くだんのスイカ割りイベントを催もよおしていた。

　その参加賞として、今俺たちが食べているスイカが貰もらえ、スイカ割りを成功させた場合、景品として、非売品のキーホルダーが渡される。さらにそのキーホルダーには、キャンペーン専用モンスターが手に入るシリアルコードが付いてきていた。

　和佐さんは事前にその情報を鈴すず木きさんから仕入れていたらしく、海に行きたいと言ったのも半分はこれが関係していたのだろう。

　さて、肝かん心じんのスイカ割りの内容と言えば、和佐さんと来栖で大きな差が付いていた。

「勇者のエクスカリバーさばきを見せてあげるよ」と意気込んでいた来栖だが、振ふり下ろした棒ぼうはスイカにかすりもせず失敗。その後、続いて出て来た和佐さんが、来栖とは対照的な動きを見せ、スイカを真っ二つにしたというのが顚てん末まつだ。

　二人のうち景品を手に入れたのは無む論ろん和佐さんの方で、来栖は始し終じゆう顔をしかめている。

「あんた全然人の声聞かないし、そりゃ空から振ぶりするわよ」と和佐さんが笑う。

「違うもん、逆にうるさ過ぎて集中できなかっただけだもん。剣の達人には目も耳も必要ない──集中力を研とぎ澄すませて、心の目で対象を把は握あくするんだよ」

　この言い訳わけからも分かるとおり、二人の性格がとことん出た結果なのだと思う。

　日ひ頃ごろから我わが道を行く来栖。対して、リア充じゆうグループの中で耳を澄すまし、周囲の人間関係に気を遣つかう和佐さん。不特定多数の人間と協力して何かを成すのは、当然和佐さんの方が得意だろう。

「和かず佐ささんは魔ま王おうだから破は壊かいするのが得意なんでしょ。スイカも割れたって言うより、ひしゃげたって感じだったじゃん」

「うっさいわね！　剣道部のくせに地面しか叩たたいてない人に言われたくないわよ！」

「あれは武器が悪いよ武器が。だって、ただの木の棒ぼうだよ？　もしあれが聖せい剣けんだったら、私が一番上う手まくスイカ割ってたよ。苅かり羽ばくんもそう思うでしょ？」

　多分スイカ消し飛んでたと思う。破壊が得意なのはお前も似たり寄ったりだよ。

「ねえ苅羽くん、どうして何も言わないの？　私に水着を強要した時はあんなに嬉き々きとして喋しやべってたのに」

「喜んでねーよ！　若じやつ干かん引いてたわ！」

　俺おれは溜ため息いきを吐つき、頭を押さえる。会話どころか記き憶おくまで嚙かみ合わない。

「またまたー。私は覚えてるよ、あの時教室で鼻息荒くしながら『水着で来い、うぇへへへ』って言ったのは間ま違ちがいなく──」




「──苅羽くん、でしょ？」




「違ちげーよ！　お前の記憶どうなってんだよ！　脳に腫しゆ瘍ようでもできてんのか！」

　──って、今の声？

　俺の言葉を受けた来くる栖すはきょとんとした顔をしていて。

　よくよく考えてみると、さっきの声は俺の右からでも左からでもなく。

　そして、後ろを振ふり向いてみれば──。




「あ、ご、ごめんなさい……でも、その……苅羽くん、だよね？」




　──誰だれ？

　齢としは俺と同じくらいだが、決して知り合いなどではない。

　黒くて長い髪かみは背中まで伸び、前髪は右みぎ眉まゆの辺りで左右に分けられ、ピン留どめされている。そこから覗のぞく目は大きくて、上品に整った小さな唇くちびるとは対照的。

　少なくとも俺は、こんなに外見が整った友人は知らない。

「あ、もしかして、覚えてない……かな？」

　彼女はスッと距きよ離りを詰つめてきた。

　座っている俺と目線の高さを揃そろえようと、屈かがんで膝ひざに手をついた彼女。その結果、胸元にぶら下がる二つのスイカが俺の目の前に来た。薄うす手でのキャミソールを着ているものの、透すけた素材の向こうに見える黒のビキニが妙みように艶なまめかしい。加えて、来栖を超こえるスイカップの破壊力により、俺おれは思わず顔を逸そらす。
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　顔を逸らした先で和かず佐ささんと目が合ったが、無言のまま「……チッ」と舌打ちされた。

　プレッシャーに耐たえ切れず、今度は来くる栖すの方へ顔を向けるが──、

「苅かり羽ばくん、こっちから呼んでないのに私たちの周りに人が来るなんてことあり得るの？　それとも単にランダムな動きで来ちゃっただけなの？　この人は何なの？　ＮＰＣなの？」

　こっちもこっちで対応が面めん倒どう臭くさそうだった。

　やむを得ず立ち上がり、突然現れた女の子と目を合わせる。

「えっと……悪いんだけど、どこかで会ったっけ？」

「あ、やっぱり覚えてなかったんだね。交際のお断りとか色々あったから、あたしはよく覚えてるんだけどな。もちろん、今だから笑って話せることだけどね」

　軽く握った片手を口に当てて、クスクスと笑う彼女。

「交際の？」「お断り？」

　来栖と和佐さんの怪け訝げんな声が重なる。

　そして、二人が復ふく唱しようしたその言葉を聞いて、俺の背中に悪お寒かんが走った。頭の中に、屈くつ辱じよくと汚お泥でいにまみれた言葉が溢あふれ出る。




『あたしね、苅羽くんに言わなきゃいけないことがあるの』

『大事な話だから、真ま面じ目めに話すね』

『苅かり羽ばくんがね、あたしに恋愛感情あるのは嬉うれしいけど──』

『あたし、苅羽くんのこと好きになれないから……ごめんね』




　脳を締しめ付けるような頭痛に襲おそわれた。頭を押さえてしゃがみ込む。

「苅羽くん大だい丈じよう夫ぶ？　どうしたの？」

　頭を押さえていた手が、温かいものに優やさしく包み込まれる。頭を引いて視線を上げると、黒いビキニの彼女の両手が、俺の右手を握りしめていた。

　脇わきを歩いていく人たちの影により、彼女の顔が一いつ瞬しゆん暗くなる。おぼろげになるその表情が、逆に、記き憶おくの中の「その人」の存在を強く想そう起きさせた。

　いつも前まえ髪がみで目を隠かくしていた彼女は──、

「毒ぶす島じま……さん？」

「あ、思い出した？　良かったあ……！」

　握りしめられていた手に、さらに圧力を感じる。彼女の方へと引かれた俺の手は、いつしかその胸元へと到達していた。

「ちゃんと思い出してくれるなんて、さすが苅羽くんだね。話し掛けて失敗だったかなって不安になってたから、すっごく嬉しい……」

　あれぇ？

　毒島さんって、こんな人だったっけ？

　こんなにも心しん拍ぱく数すうの上じよう昇しようを加速させるようなスキルを持っていただろうか。これはメスの顔ですわ。

「あたしもさっきのスイカ割り大会出てたから、その時に苅羽くんたちがいるの見つけてきたんだけど……えっと、その人たちは？」

　毒島さんが顔を左右に向けて、来くる栖すと和かず佐ささんを確認した。

　来栖は突とつ如じよ現れた第三者への警けい戒かいの面おも持もちで、和佐さんは身体的コンプレックスから成るフラストレーションを眉み間けんのシワに出力した表情で、それぞれスイカをかじっている。

「ああ……高校の友達だけど……」

「彼女さんとかでは？」

　来栖と和佐さん、スイカにかじりついたまま動きが止まる。俺の思考も止まる。

「いえ、そういう訳わけではないです」

　俺、何な故ぜか超敬語。

「そう……良かった」

　良かった？　何が良かった毒島さん？

　彼女の頰ほおが微かすかに朱しゆに染そまった瞬しゆん間かん──。

　俺おれの左右の地面から、ドスッと、食べかけのスイカが落ちた音が聞こえた。







「何なの何なの何なのあの女は！」

「あれは毒ぶす島じまさんといって──」

「そういうこと聞いてんじゃない！」

　俺の前を歩く和かず佐ささんが声を張り上げる。決してこちらを振ふり向かず、大おお股またで砂浜を進んでいた。

「あの蜂はち蜜みちとミルクを喉のどに塗ぬりつけたような声といい、バカみたいに育った胸といい──男子の欲望にそのまま輪りん郭かく付けたような女がっ！」

「そこまで言うか……」

　──さっき、唐とう突とつに毒島さんが現れたその後。スイカを落とした和佐さんは、顔をひきつらせながら「飲み物買ってくる」と言って、足早に場を去ってしまった。

　追い掛けようか、それともこの場にとどまって毒島さんを制しておくべきか悩なやんでいたら、当の毒島さんから「行ってあげて苅かり羽ばくん」と促うながされた。申し訳わけなさそうな顔で「何か……ごめんなさい」と呟つぶやく彼女は、俺の心の底に眠る清せい楚そ系けいへの憧あこがれを大きく揺ゆさぶった。

　そして、間もなく和佐さんの背中に追い付いた俺だったが──。

「男ってホントバカ！　変へん態たい！　Ｅカップ大好き星人！」

　すげえ星があったもんだ。俺の想像力を遥はるかに凌りよう駕がする。治安がヤバそう。

「苅羽も鼻の下伸ばしちゃって、あー趣しゆ味み悪わるっ！　長なが袖そでの上に半はん袖そで着るくらい趣味悪っ！」

「それは着こなす人次し第だいだろ」

「うるさいバーカ！　Ｅカップ星人！」

「何で俺がＥカップみたいになってんだよ。『大好き』が抜けてんだろ──いや俺は大好きじゃないけども。人並みに好きなだけだけども」

　不毛な言い争いに溜ため息いきが漏もれる。

「和佐さん、一いつ旦たん落ち着こう、な？」

　努つとめて優やさしい口調で呼び止めると、彼女は立ち止まり、こちらに振り向いた。

「確か話には聞いてただろ？　鈴すず木きさんからさ」

「何を」

「俺は中学の頃ころ、鈴木さんが好きで──でも、その好意が自分に向けられてると勘かん違ちがいした毒島さんが、告白されてもいないのに俺をフってきて。結果、クラスの中で俺は、毒島さんに片思いしている男だという認識が根付いて──」

「でもその真相は、カリバの好意に気付いていたスズが、そうなるようにあの女を仕向けた、っていう話でしょ。自分でフったり何だりするのが嫌いやだったから」

「何だよ、ちゃんと分かってんじゃねーか。つまり俺おれは毒ぶす島じまさんのことは好きでも気に入ってる訳わけでもなく──」

「でも何か嬉うれしそうな顔してたし！」

「してねーって」

　そもそも、それで俺が喜んでたからといって、和かず佐ささんが不ふ機き嫌げんになる理由も無い。

「……何よその顔。言っとくけどね、別にわたしは苅かり羽ばがどんな子を…………す、す……好きだろうと構わないけどね、でもね、あのね、その、あの、な、何見てんのよ！」

「今まで顔見て話してただろーが！　理り不ふ尽じん過ぎんだろ！」

　なに顔赤くしてんだよ。言って恥はずかしくなるセリフなら言わなきゃいーのに。

「とにかく！　わたしはあの女みたいな、自分で自分の魅み力りよくを自覚しつつ、でもそんな感じは表には出しません的に振ふる舞いつつも、巧たくみなシチュエーションで男の煩ぼん悩のうを貪むさぼろうとする清せい楚そ系けいビッチが大だい嫌きらいで、それに無む警けい戒かいに乗っていくさっきの苅羽みたいな姿勢もムカムカすんの!?　分かる!?」

　さっき「俺が誰だれを好きだろうと構わない」みたいなこと言ってなかったっけ。

「清楚系ビッチって……。でも毒島さん、確かに中学の頃ころから印象変わってたな……」

「変わってたって何が？　胸？　豊ほう胸きよう手術でもしてたの？　やっぱり！」

　この人はＥカップに一いち族ぞく郎ろう党とう皆みな殺ごろしにでもされたのだろうか。

「じゃなくって、前まえ髪がみの感じとか、あと微び妙みように化け粧しようもしてたな……。昔むかしはそういうことに無む頓とん着ちやくで、垢あか抜ぬけない感じが強かったっつーか」

　つまりは高校デビュー？　って、それ、俺の身み近ぢかにもいたよな。目の前の人とか。

「……何？」

　目が怖こわい。目が。

「言っとくけど、わたしだってやろうと思えばあれくらいできるのよ？　いくらだって清せい楚そなフェロモンを醸かもし出せるわよ？」

「いや出さなくていいけど……」

　そもそも和佐さん、見た目よりも中身がずいぶんカタイからね。ビッチ系清楚だからね。

「ねえ苅羽」

　再度歩き始めて、自身の茶色い前まえ髪がみをいじりながら、和佐さんが口をひらく。

「髪、黒い方が好きなの？」

　さてな。







　四人分のジュースを買って戻もどって来たら、元いた場所に二人の姿は無かった。

「ねえ、あの二人どこいったの？」

「俺おれが聞きてーよ。来くる栖すのやつ、コミュ障しよう発症して帰ったんじゃねーだろうな」

「いくら来栖さんでもそこまで自分勝手では────うん、自分勝手だった」

「だよなあ……」

　辺りをキョロキョロ見回していると、数十メートル離はなれた水みず際ぎわに、見覚えのある水着姿が二つ見えた。片方はちょこまか動き、もう片方はその動きを見つめたままジッと止まっている。

　和かず佐ささんと一いつ緒しよに近付いていくと、やはりあの二人で間ま違ちがいないようだった。来栖が砂浜に何かを置くような動きを見せ、脇わきで毒ぶす島じまさんがその様よう子すを眺めている。

「ちょっと、こんな所で何やって──うわキッショ！」

　来栖に話し掛けた和佐さんが、目の前の光景を見て腰こしを抜かした。

「どうした和佐さ──うおっ、グロ！」

　来栖が手に持っていたのは腕の太さほどのナマコ。黒光りするそれは、表皮を粘ねん液えきで覆おおわれ、体表のところどころに小さな突とつ起きが出ている。

「あ、苅かり羽ばくん、今ね、リヴァイアサン召しよう喚かんしてたの」

　そう言って来栖が指差す先は、何十匹ものナマコを置いて作られた、直ちよつ径けい一メートルほどの魔ま法ほう陣じん。黒い棘きよく皮ひ動物により二重三重に描えがかれた円の内側には、等とう間かん隔かくに置かれたヒトデが彩いろどりを添そえており、非常に毒どく々どくしい仕上がりになっている。

「うっえええ……何だよこれ」

「魔法陣」

「俺の知ってる魔法陣と違う。こんな生物の多た様よう性せい見せつけてくる儀ぎ式しき知らない」

　そんな俺のドン引きなどお構いなしに、来栖は笑顔ではしゃぐ。

「ねえ苅羽くん、どうかなこの魔法陣？　リヴァイアサン出てくるかな？」

「密漁者は喜んで集まってきそうだよな。ナマコ高いし」

「あ、じゃあ密漁者を生贄いけにえに捧ささげればちょうどいいね」

「何だその漁業被ひ害がい対たい策さく。悪あく魔まの水すい獣じゆうのくせに漁民に優やさしいな」

　ところで──。

「今まで毒島さんとは何してたんだ？」

「ん？　ナマコとかヒトデとか取りに行くの手伝ってもらってた」

「そんなことさせてたのかよ……」

　毒島さんを見ると、にっこり笑った彼女と目が合った。

「いーの、意外と楽しかったし。それに、色々お話もできたしね」

「話？　何の？」

「麻ま央おちゃんが勇者の血を引いてて？　そっちの……ごめんなさい、お名前何でしたっけ？」

　毒島さんが和佐さんに視線を向ける。だが、和佐さんは答えない。あからさまなシカトだった。

「（おい和かず佐ささん）」

　小声で注意するが、彼女は腕を組んだまま何も答えない。

「あ、いいの。ごめんなさい」

　雰ふん囲い気きを察したらしく、毒ぶす島じまさんは苦笑いしつつも、身を一歩引いて場を流した。

「──それで、えーと、麻ま央おちゃんが勇者の血を引いてて、そっちのメガネ団だん子ごの人が魔ま王おうの血を引いてるっていう話を聞いて──」

「誰だれがメガネ団子よ！」

「あ、ごめんなさい、ちょっとどう呼んだらいいか分からなかったので……」

「『メガネの人』か『お団子の人』で良いでしょ！　何で二つくっつけたのよ！」

「情報量は多い方が良いと思って……」

「バカにしてんの!?」

　毒島さんと距きよ離りを詰つめようとした和佐さん。まあまあまあ──と、俺おれは身を挺ていして彼女を制した。多分毒島さんも悪気があった訳わけではない。と信じたい。

「あ、そうそう、他にも、麻央ちゃんたちや苅かり羽ばくんみんなで、こっちの世界に来た魔ま獣じゆうを倒したり、異世界に行って甦よみがえった魔王を倒したりっていう話も聞いたかな。苅羽くん、面おも白しろいことしてるんだね」

　毒島さんの笑顔が痛い。

「来くる栖すお前……そんなこと話したの？」

「毒島さん興きよう味みあるって言うから」

　まさかと思い、改めて毒島さんを見るが、彼女は相変わらず笑顔を一いつ片ぺんも崩くずさない。

「面白い話だったよ？」

「そりゃどうも……。来栖に付き合ってくれてサンキューな……」

「あれ？　いきなり元気無くなってない？」

「毒島さんのその対応で心が抉えぐられるんだよ。無理して面白いとか言ってくれなくていーから」

「あたしは別に無理してないよ？　だって、あたしが見たこと無いって言うだけで、実際には麻央ちゃんが言うようなことも有り得るかもしれないでしょ？」

　耳を疑った。そんな解かい釈しやくをする女子高生がこの世に存在するのか。

「苅羽くん、この人めっちゃ良い人だよ。異世界に行く素そ質しつあるよ」

　地味に来栖が懐なついている。ここまでの理解者は珍めずらしいから無理もないか。

「あとね、毒島さんね、モンキチのシリアルコードもくれたの」

　来栖がテンション高めに声を上げた。ナマコを持った手を振ふり回している。

「モンキチって──モンスターキャッチか？」

「そーそー。毒島さんもさっきのスイカ割りでシリアルコード貰もらってたんだけど、それ私に譲ゆずってくれたの！」

「あたしもモンキチやってるけど、そこまで入れ込んでる訳わけじゃないから……。欲しい人にあげた方が良いかなって思って」

　毒ぶす島じまさんが控ひかえめな笑顔を見せる。なんだこの奥ゆかしい生き物。少なくともこの数ヶ月間、俺おれが一いつ緒しよにいた女子とは全く違う人種だ。

「それでね麻ま央おちゃん、あとでモンキチのフレンド申しん請せい送っていいかな？　ＩＤ教えてもらえたら嬉うれしいんだけど」

　見み慣なれない光景。

　来くる栖すの交友関係が広がる瞬しゆん間かん。ウミガメの産さん卵らんシーンより貴き重ちようかもしれない。

「あと、一応そっちの和かず佐ささ──メガネ団だん子ごさんもＩＤ教えてもらえれば……」

「今言い直す必要無かったでしょ!?　ケンカ売ってんの!?」

「ごごごめんなさい！　緊きん張ちようしてつい……」

「噓うそよ！　今の絶対わざとよ！　あんたもう帰りなさいよ！」

「ひっ」と怯おびえる毒島さん。バツ悪そうな顔で何度も頭を下げる。

「すいませんすいません！　じゃあ、あたしそろそろ帰るね……邪じや魔ましちゃって本当にごめんなさい」

　こちらが引き止める間もなく、毒島さんは足早に離はなれていった。

「あそこまで言うことも無いと思うぞ……。毒島さんだってわざとじゃないだろうし」

「わざとよ！　絶対わざと！　初対面の所業じゃないでしょ!?　悪意の塊かたまり！　悪あく魔まよ！　あいつこそが魔王よ！」

「まーまー和佐さん。あんまり人のこと悪く言っちゃダメだよ。あの人シリアルコードくれたし、私の冒ぼう険けん譚たんちゃんと聞いてくれたし、めちゃ良い人」

　ちなみにファンタジーっぽさが薄うすまるから市役所関連の話は省はぶいたよ──と補足する来栖。ニム・メルコンビはいなかったことにされたらしい。

「そりゃ来栖さんは良いわよ。何でこっちにだけ悪意が向けられてんの？　納なつ得とくいかないんだけど。わたし何かした？」

　あれは悪意というより天然という感じではないだろうか。逆に和佐さんは、何な故ぜにそこまで毒島さんを敵視するのか。

「あーゆー女は絶対、腹に何か一いち物もつ抱かかえてるのよ。絶対そうよ」

　そんな和佐さんの言いがかりには誰だれも触ふれず、今度は来栖の声が場を仕切る。

「よーし、じゃあそろそろリヴァイアサンを呼び出そーか」

「それまだ続いてたのかよ」

「もちろん。最後は、術者の魔ま力りよくを魔ま法ほう陣じんに移して召しよう喚かんが完成するんだよ」

　来栖は自みずからのポニーテールを結ぶリボンに手を掛け、シュルシュルとそれを解ほどいた。

　そう言えばこのリボンは、二ヶ月前、来栖と市立公園で会った時にも彼女が身に着けていたものだ。「このリボンどうかな？」と聞かれたので「似合ってる」と返したら「このリボンは状態異常耐たい性せいが云うん々ぬん」みたいな話をされて、あの時、本格的にこいつヤバイと思った。

「じゃあ、今からこのリボンを触しよく媒ばいとして、この魔ま法ほう陣じんに魔ま力りよくを──って、あああああ！」

　突とつ如じよ吹き抜けた強い潮しお風かぜ。来くる栖すが掲かかげていたリボンが海へと吹き飛ばされる。

「リボン！　私のリボン！　全状態異常を防ぐレアアイテム！」

　来栖がリボンを追いかけて駆かけ出すが──、

「おぶぇ！」

　緩ゆるい砂すな浜はまに足を取られて顔面から倒れた。聖せい剣けんを持っていないと本当に運動神経が悪い。勇者のＤＮＡも当てにならない。

「あれって、そんな大事な物なの？」

　どんどん風に流されていくリボンを眺めながら、和かず佐ささんが呟つぶやいた。

「…………大事」

　来栖が砂に顔を埋うずめたまま喋しやべる。

「また買い直せば？」

「……あれじゃないと嫌いやだ」

　断固たる決意。

「あれじゃないと……いやだあああああ！」

　自分を奮ふるい立たせるかの如ごとく叫さけんだ彼女。勢いよく跳はね上がり、そのまま海へと飛び込んでいく。

　鈍にぶい動きながらも、必死に波を搔かき分ける来栖。うっすらと海面に見える薄うす紫むらさき色のリボンに向かい、徐じよ々じよに近付いていくが──。

　突とつ如じよ、来栖の動きが止まる。

　浜からまだ３０メートルも離はなれていない地点で立ち上がり、何な故ぜだか胸の前で腕を組む。まるで胸を隠かくしているかのような──。

「──げ」

　波打ち際ぎわ──俺の足元に流れ着いたのは、ドット柄がらのブラ。

「か、苅かり羽ばくん……」

　情けない顔で、来栖が俺おれに助けを求めていた。

「あのバカ……」

　何やってるんだ。とんでもない幸運──いや不運だ。ホントに。あーあ、ツイてないなあ。

「よし、行くか」

　ブラを手に取り、俺も海へ足を踏ふみ入れようとするが──、

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

「え、なに、和かず佐ささん」

「どうしてあんたが行くの？　わたしが行くわよ」

　俺おれからブラを奪うばい取ろうとする彼女。不運来たれり。

「待て待て、ここは俺が行く。俺が届ける。絶対」

「普通に考えてわたしでしょ。同性が行くでしょ。ねえ、何で今日に限ってそんなに意志が固いの？」

　失しつ敬けいな。俺はいつだって鉄の意志だ。譲ゆずれない、このミッションは譲れない。

「俺が行く、俺が行くべき、あ、そーだ、そもそも和かず佐ささんの犬いぬ搔かきじゃ、波の流れに逆らえないし──」

　言いかけて、和佐さんの目が歪ゆがんでいることに気付く。般はん若にやがいた。

「さっさと行け！　バカリバ！　もう戻もどってくんな！」

「はいはいはい、行きます行きます」

　慌あわてて海に飛び込む。

　和佐さん超怖こえー。本当のこと言ったらマジギレしちゃったよ。

　危なかった。胸が小さいから水に浮きにくそうだ──というところまで言わなくて本当に良かった。

　そんなちょっとした安あん堵どを胸に抱いだきつつ、全速力で泳いだ俺は、すぐに来くる栖すのもとに到着。さっきよりも肌はだ色いろの面積が少なくなった来栖を直視した瞬しゆん間かん、脳内でアドレナリンとドーパミンが弾はじけた。興こう奮ふんと幸福が大脳を襲おそう。

「苅羽くん！　早く！」

「──あ、悪い悪い」

　彼女に促うながされるまま、俺は手元のブラを渡そうとするが──、

「早く！　早くリボンを助けて！」

「え、リボン？」

「私のことはいいから！　早くリボンを！」

　そう言って、来栖は未いまだ漂うリボンを指差そうと──、

「待て待て待て！　バカ！　見えちゃうだろ！」

　慌あわてて彼女の腕を胸元に固定する。

「苅羽くん！　早く！　リボンがどこかに行っちゃう！」

「そんなこと言ってる場合か！　もっと自分というものをだな──！」

　こいつ、さっき俺に助けを求めたのは、自分の水着じゃなくてリボンについてだったのか。

「──今気にすべきはリボンじゃねえ！　胸だろ！」

「胸なんてどうにでもなるでしょ！」

「ならねえよ！」

　一回でいいからどうにかしてみてえよ！

「ちくしょう！」

　もはや自分でもよく分からない激情を右手のブラに込めて、乱暴に来くる栖すへと渡す。




　もっと──

　見ていたかった──！




　後ろ髪がみ引かれる想いを振ふり切り、俺おれはリボン目指して泳ぎ出す。

　薄うす紫むらさき色のそれは、いつの間にか、ずいぶん遠くへ行ってしまっていた。

「だから早くって言ったのに！」

　来栖の恨うらみ言ごとが聞こえてくる。

　うるせー。

　元はと言えば、お前の胸に付いてるその柔やわらかそうなやつがいけねーんだ。いつまでも見ていたくなっちゃうだろうが。どうにかしてみたくなっちゃうだろうが。

　いつの間にか煩ぼん悩のうに頭を満たされてしまった俺。

　この後、リボンを見つけるまで、一時間ほど海の中を探たん索さくするハメになった。







　──三日後。

　本日午後の最終授じゆ業ぎよう──情報。

　情報の授業というものは、自由時間という言葉に置き換かえても差し支つかえない。

　今の時代、高校生のほとんどがスマホを持っており、ウェブ検けん索さくの方法はもちろん、ツイッターだ何だというコミュニケーションツールにも慣なれ親しんでいる。

　ワープロソフトだ表計算ソフトだなんてものも、最悪、文字入力さえできれば課題で落第するということも無い。というより、他人のデータをコピーしてちょこちょこっとデータをいじくれば、何食わぬ顔で課題を提出することもできる。

　みんなそれを分かっているから、コンピュータ室での情報の授業は空気が緩ゆるい。そして今は、教師も所用で教室から出ているため、空気の弛し緩かんはなおのことだ。

　今日からの課題は、秋に実じつ施しされる修学旅行に向けて、自分の行きたい所の情報を集め、パワーポイントにまとめて資料を作りなさい、というものだった。

　──修学旅行。

　そう言えばそんなイベントもあるのだ。

　旅先でのクラスメートとの集団生活。食う、寝る、歩く──常に他人と行動を共にし、帰ろうと思っても許されず、協きよう調ちよう性せいの無い人間にとっては不幸しか呼ばない旅たび路じ。

　隣となりに座る来栖を見て、俺おれは思わず大きく息を吐はいた。

　俺おれが心配すべきことでもないかもしれないが、その時が来たら、一体こいつはどうするつもりなのだろう。果たして彼女に、三泊も四泊もする他者との集団生活が可か能のうなのだろうか。

「お前、行きたい所なんてあんのか？」

「もちろん。今さら調べるまでもなく、旅行行程や見所ポイントは常つね日ひ頃ごろから練ねりに練ってるんだよ」

　つまり旅行が趣しゆ味みということか。意外な側面もあるものだ。興きよう味みに任せて、俺は来くる栖すのパソコンを覗のぞき込む。

「この行き先の魔ま王おう城じようって何だ？　ディズニー関係のアトラクションか？」

「魔王城はこの前苅かり羽ばくんも一いつ緒しよに行ったじゃん。魔ま剣けんと勾まが玉たまと鏡が揃そろえば、多分また行けるはず」

「ちょっと待て、この課題は『修学旅行で行きたい場所』だぞ？」

「修学旅行だからこそ、みんなに異世界の素す晴ばらしさを伝えなくちゃ。異文化を修めて学び取らなくちゃ。是ぜ非ひ苅羽くんも一いつ緒しよに行こう」

「俺やめといた方が良いと思うな。ほら、デング熱とかあるかもしんねーじゃん？」

「凄すごい凄い。一生忘れられない思い出になるね」

「凄くねーよ。一生何も思い出せない体になるかもしんねーだろ」

　──って、重要なのはそこじゃなくて。

「お前な、これ提出するんだぞ？　再提出になるに決まってんだろ」

「何で？　実際に異世界はあるのに？」

「あっても認知されてねーんだよ。ほら、前に聖せい剣けん見つけた時もトラブルにならないように隠かくせって言っただろ。今回も一緒。この世界に無いものは無いものとして振ふる舞わなきゃなんねーんだよ」

「そんなの……分かってるけど」

「あのな、俺はさ、こういうことが原因でお前が職員室に呼び出されたり、三者面談したりするようなところは見たくねーんだよ」

　むー、と来栖が親指の爪つめをかじる。

「それって、私を心配してくれてるってこと？」

「半分は俺のエゴだよ。そういうことで目立ちたくない。お前も十分知ってるだろうけど、みんなそこまで心広くねーだろ、色んな意味でさ」

　来栖の顔が一いつ瞬しゆん真ま面じ目めになる。だが、大きく溜ため息いきを吐ついた次の瞬しゆん間かんには、いつもの緊きん張ちよう感かんの無い表情が戻もどっていた。

「だってさ、最近つまんないんだもん」

「つまんないって、何が」

「異世界があるって分かったのに、この二ヶ月間何にも音おと沙さ汰たが無いんだよ？　聖剣も見つからない、異世界にも行けない。また前みたいな学校生活だけ、ずーっと続いてる」

「結けつ構こうなことじゃねーか」

「どこが？　何が？　どういう意味で『結構』なんて言ってるの？」

　来くる栖すの声のトーンが低くなる。

「あ？　なにちょっと怒ってんだよ？　良いじゃねーか、もう異世界には一度行ったんだし」

「何その言い方！　苅かり羽ばくんの無責任！　私のこと受け入れるって言ったくせに！　一回行ったら私のことなんてポイ捨て!?　一回行けば満足するだろ的な怠たい慢まん！　私は全然満たされてないのに！　もっともっといっぱい行きたいのに！　行って幸せになりたいのに！」

「お前だって行きたい行きたいって簡かん単たんに言うけど、前みたいに行かせるのだってめちゃめちゃ大変だったじゃねーか！　挙あげ句く、『苅羽くんも一いつ緒しよに行こう』とか、そんな都つ合ごうよく何度も行けやしねーよ！　俺おれの体がもたねーよ！」




「あんたたち！」




　室内に響ひびき渡った声。

　前の席の和かず佐ささんが、顔面真っ赤にして立ち上がっていた。

「なななな、何て話をしてんのよ！」

　──ん？

　────あっ。








　かずさ：バカじゃないの!?　バカじゃないの!?　バカでしょ!?　バカなんでしょ!?　バカバカバカバカっ！

　かりば：だから悪かったって言ってるだろ。まさか俺だってそんな意味に伝わる会話になってるなんて思わなかったんだよ。

　くるす：ねえ、だからさっきの会話の何がいけなかったのさ？

　かずさ：自分の胸に聞いてみなさいよ！　持たざる者の悲しみなんて一生分からないその大きな胸に聞きなさいよ！

　くるす：今のもどういう意味？

　かりば：今のは比ひ喩ゆだな。持たざる者って言うのがつまり

　かずさ：解説しなくていいから！　あんたら全然反省してないでしょ!?






　前の席からキーボードの打だ鍵けん音おんが消える。と同時に、和佐さんが振ふり向き、こちらを睨にらんでいた。

　──五分前に室内で反はん響きようした和かず佐ささんのツッコミ。

　顔を紅こう潮ちようさせて立ち上がり、「卑ひ猥わい」だの「不ふ純じゆん」だのと俺おれたちに言ってきたは良いものの、すぐにそれは誤ご解かいだと分かり──。

　振ふり上げた拳こぶしを下ろす場所が無くなってしまった和佐さん。先ほどからチャットを用い、俺たちに非ひ難なんを浴びせまくっていた。

「（いつもはすぐに収まるのに、今日は意外としつけーな）」

　声を潜ひそめて来くる栖すに話し掛ける。

「（あれだよ、ネット上だと人格変わっちゃう人なんだよ。実はねちっこいんだよ、きっと）」

　なるほど、ネット弁べん慶けいか。確かに和佐さんは日ひ頃ごろから色々ストレス抱かかえてそうだからな。頷うなずけないこともない。

「あーあ、何かやる気無くなっちゃった。苅かり羽ばくん、モンキチやろ、モンキチ」

　来栖は俺のマウスを動かし、インターネットブラウザを立ち上げた。

「それってスマホ専用ゲームじゃなかったか？」

「ブラウザの設定いじればパソコンからでもできるんだよ」

　普段魔ま法ほう陣じんとかアナログなことやってる割に、意外と詳くわしい。

「良い機会だから苅羽くんもアカウント作ろう？　モンスター同士を戦わせたり、他にもモンスターとかアイテムの交こう換かんをしたりして、色んな人と知り合えるよ。リアルでは顔を合わせないコミュニケーションだから難なん易い度ど低いよ。楽勝だよ」

「何でゲームの魅み力りよくを後ろ向きに伝えちゃうんだよ。プレゼン下へ手たくそか」

「もし対人関係でトラブルがあっても、アプリを終了すればそれで終わりだから便利だよ。後あと腐くされが全然無いの」

「それきっと後腐れが無いって思ってんのお前だけだよ。臭くさいものにフタしてるだけだから」

「それは置いといて──苅羽くん、プレイヤー名どうする？　エクスカリバーでいい？」

「嫌いやだよ。土足で俺のトラウマ踏ふみつけるなよ。鬼おにかお前は」

　来栖は俺のキーボードに手を伸ばすと、いくつかブラウザの設定をいじくった後、モンキチのアカウント登録画面を表示させた。

「はい、好きなプレイヤー名入れていいよ」

「入れていいよって、お前もう入力してんじゃねーか。苅羽未み知ちとか本名晒さらすのやめろや」

「さっきから人の意見を否ひ定ていしてばっかり……友達失くすよ？」

　俺より圧あつ倒とう的てきに友人不足の奴やつに言われたくない。

「結局どんなのが良いのさ？　エクスカリバーという有力候こう補ほを失った今、本命不在の大混戦だよ。世界がカオスに包まれるよ」

「世界に及およぼせるほど影えい響きよう力りよく持ってねーよ俺は」

「そうだね」

「即そく答とう肯こう定ていやめて。それはそれで傷付いちゃうだろ」

「注文多いなあ……。じゃあ名前はこっちで決めちゃうからね」

　画面上には「Ｅカップ大好き星人」の文字。そして押されるＥｎｔｅｒキー。

「待てよ、何でお前がその二つ名知ってんだよ」

「和かず佐ささんから聞いたんだよ。これなら『苅かり羽ばくんだ』って一発で分かるから都つ合ごう良いよね」

　都合良いの？　俺おれの友人として来くる栖すさんはそれで良いんですか？

「よし、これでアカウント登録は終わりだね。あと……フレンド登録しよっか」

「フレンド？」

「そう。フレンド登録すれば、その人とモンスターやアイテムを交こう換かんしたりできるようになるんだよ。あと、フレンド多ければ、バトルの時、モンスターの強さにちょっと補ほ正せい掛かるよ」

　なるほど。ってことはお前バトル弱そうだな。

「じゃ、私のプレイヤー名で検けん索さく掛けてからフレンド申しん請せいしてみて」

「お前のプレイヤー名って？」

「他にすべきことがあるの」

「あ？」

「他にすべきことがあるの、っていう名前なの」

「何だそりゃ？」

「知らない。そもそもモンキチ始めたのって、お姉ちゃんに勧すすめられたからなんだよね。それで、気付いたらお姉ちゃんが私のスマホで勝手に登録してた」

「よく分からんが……」

　とりあえず検索してみると、一人しか引っ掛からなかった。そりゃそうだ。こんな訳わけの分からない名前にする奴やつ、そうそういない。

　あとはこいつにフレンド申請すればいい、と。

　俺はカーソルを動かし、フレンド申請ボタンをクリックする。




『他にすべきことがあるのにフレンド申請をしますか？』




　うわこれ凄すごく嫌いやな気持ちになる。確かに今授じゆ業ぎよう中だよね。

「苅羽くん、フレンド申請した？　まだ？　早く早く！」

　俺の横で、来栖が自分のスマホを見ながら待機している。

「何か色々ためらわれる」

「何で!?　イジメ!?」

　冗じよう談だんだ、と言いつつ来栖にフレンド申請を送ると、速攻で承しよう認にんされた。

「えへへ～、やった～、これで私と苅羽くん、友達だあ」

　顔をほころばせる来くる栖す。いや待て、逆に今まで俺おれたち何だったんだよ。友達だと思ってたの俺だけかよ。衝しよう撃げきのイジメ。

「あ、そうだ、確かこれ、和かず佐ささんもやってるんだろ？　俺もフレンド申しん請せいしとくか」

「え、別に無理して申請する必要はないんじゃないかなー」

　来栖がやや慌あわてた素そ振ぶりでスマホを握り直す。

「何だよ無理して、って。来栖に申請して和佐さんに申請しないのも不自然だろ」

「でも……その、レア感が薄うすれるというか……」

「レア感？　なに俺、焼かれちゃってんの？」

　火の通し過ぎで肉にく汁じゆう失われてんの？

「別にヤいてなんかないよっ！」

　来栖が勢いよく首を横に振る。感情の起き伏ふくが激しいな。焼肉に恥はずかしい思い出でもあるのだろうか。

「──で、和佐さんのアカウント名は？」

「わさたん」

「なんだその牛タンのわさび漬づけみたいな名前。一いつ杯ぱい飲み屋か」

「私に聞かれても……」

　来栖も困ったような顔をしているが、よくよく考えたら本名を音読みしただけだな。和佐単ひとえで、わさたん。

　フレンド申請を送ると、アプリの通知でも来たのか、斜ななめ前の席にいる和佐さんが即そく座ざにスマホを取り出した。

　わくわくした笑みを浮かべつつ、液えき晶しよう画面をいじくる彼女。留守番していたところに母親が帰ってきたかのような愛くるしい表情。そして、チラッと見えるモンキチの画面。

　その直後、和佐さんはその申請元の正体に気付いたらしく、素す早ばやくこちらに振ふり向いた。まあアカウント名が「Ｅカップ大好き星人」だからな。さすがに分かるか。

　和佐さんはさっきまでと違い、眉み間けんにシワを寄せ、ジト目で俺を睨にらむ。今までの様よう子すを観察されていたことまで勘かん付づいたのか、顔が赤い。

　そんな彼女の悔かい恨こんと恥ち辱じよくの入り交じった表情で眼がん福ぷくにあずかっていた矢先、俺のパソコン画面に、一件の通知が入った。

「どうかした？　苅かり羽ばくん？」

　俺の様子に気付いたのか、来栖が声を掛けてきた。

「毒ぶす島じまさんからフレンド申請来た……」

「はあ!?　あの女から!?」

　声を出したのは来栖ではなく和佐さん。イスから立ち上がり、こちらに体を向けている。

「何であんなのからフレンド申請来るのよ!?」

「俺おれが聞きてーよ。さっきアカウント作ったばっかだぞ」

「あ、それは今私が知らせたんだよ」

　来くる栖すがスマホをいじりながら答えた。

「和かず佐ささんとフレンド登録するなら、毒ぶす島じまさんともしないと何となく不公平でしょ？　毒島さんには、Ｅカップ大好き星人という苅かり羽ばくんの登録名を送信済みだよ」

「「何てことを」」

　俺と和佐さんの声が重なった。

「苅羽、絶対に登録しちゃダメよ」

　和佐さんは机越ごしに俺の真ん前まで来ると、パソコンに覆おおい被かぶさるようにして俺との距きよ離りを詰つめてきた。

「いやいや、何で和佐さんがそこまで言うんだよ」

「あいつ腹立つのよ！　口ひらけば人のことバカにして！　この前わたしのこと何て言ってきたか覚えてないの!?」

「あー、何だっけ……」

　俺が額ひたいに手を当てていると、来栖の方が先に口をひらいた。

「思い出した！　ド腐くされクソ団だん子ご！」

「違ちっがう！　メガネ団子！　どうやったらそこまで悪意に満ちるのよ!?　わざとやってんの!?」

「ちょっと間ま違ちがえただけじゃん……そんなに怒らないでよ、私と和佐さんの仲でしょ？」

「そーよ、腐ふ敗はいした団子呼ばわりされる仲よ。だから怒ってんのよ」

「あはは……まあまあ……」

　さすがの来栖も苦笑いしか出てこない。確かにさっきの誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは良くなかったと思うよ。まさか俺もド腐れの後にクソまで付くとは思わなかったもん。もはや団子と呼べるかどうかすら怪あやしいよね。汚お物ぶつだよね。

「でも毒島さん良い人だよ。私分かるもん。私の冒ぼう険けん譚たんをずっと笑顔で聞いてくれたもん。ファンタジー好きの人に悪い人はいないよ」

「来栖さんがファンタジー好きっていう時点で、その命題は偽ぎよ。言った本人が反例になっちゃってるじゃないの」

　和佐さんはメガネを掛け直し、改めて宣せん言げんする。

「来栖さんの言うことの真しん偽ぎはともかくとして、わたしはあの女、イヤよ、嫌きらい」

「でも悪い人じゃないんだってば」と来栖。

「んな訳わけないでしょ。あんなの悪意が服着て歩いてるようなもんよ。あれは天然に見せかけた悪意よ。腹の中で何考えてるか分かったもんじゃないわ」

　吐はき捨てるように言う。和佐さん、よっぽど毒島さんとウマが合わないと見える。

　けど俺おれには、そんなの関係ない。「申しん請せいを許可する」にアイコンを合わせて、クリック。

「あー！　なに登録してんのよ！」

　俺のパソコン画面を覗のぞき込んでいた和かず佐ささんが叫さけぶ。

　そんな彼女のことなど露つゆ知らず、俺のパソコンの画面上には新たな通知が出現していた。『ナナさんからプレゼントが届きました』というメッセージ。クリックしてみると、『新しい魔ま法ほうの書〝ファイア〟を手に入れました』とある。

「何だこれ？」

「あ、これはね、モンスターに新しく魔法を覚えさせるアイテムだよ。課金しないと手に入らないやつ」

　来くる栖すが説明してくれるが、さっきゲームを始めたばかりの俺には、その魅み力りよくも使い方もよく分からない。

「これ結局どうすりゃいーんだ？」

「初期の手持ちモンスターに覚えさせればいいと思うよ。それあるだけでかなりバトル楽になるから」

　来栖に言われたとおり、魔法の書を使おうとすると、姑しゆうとめのような口調で和佐さんが口を挟はさんできた。

「は？　バカじゃないの？　そんなもん削さく除じよよ、削除。あの女から施しを受けるなんて、考えただけでも嘔おう吐と感かんで胸一いつ杯ぱいよ。吐はきそう」

「どうしようと俺の勝手だろ……。そんなムキになるなよ」

「イヤ。わたしは自分の知り合いがあの女に借りを作るという事実すら受け入れたくない」

　和佐さんがパソコンをビシバシと叩たたく。

「壊こわれる、パソコン壊れるから」

　落ち着け、と声を掛けつつ、俺は魔法の書をクリックし──。

「だから使わないでってええええええ！」

　和佐さんの声が教室に響ひびき渡った。さっきよりも破は壊かい力りよくが増した平手がパソコンを襲おそう。

「──あれ？」

　パソコンがフリーズした。アイテムの実行中のまま、画像が固定され、マウスを動かしてもクリックしても、うんともすんとも言わない。




　──ブツッ




　画面が暗転した。電源コードは抜けていない。強制終了もしていない。俺の心しん臓ぞうがドクンと強く脈打った。

「どうしたのよ、急に真顔になって」

　和かず佐ささんが再び画面を覗のぞき込む。瞬しゆん間かん、彼女の顔から血の気けが引いた。

「あー、和佐さん壊こわした」

　小学生のようなあっけらかんとした口調で、来くる栖すがお団だん子ご少女を指差す。

「違っ────違いますー、壊してませんー、何言ってるんですかー」

　和佐さんが後ずさりし、青ざめながらも虚きよ勢せいを張る。これあれだ、小学生とかがマジになると急に丁てい寧ねい語になるパターンのやつだ。

「これは言い逃れできないと思うぞ」

「は？　苅かり羽ばまで何言ってんの？　日本の家電ナメてんの？　１００キロの加圧試験をパスするノートパソコンだってあるのよ？　叩たたいたくらいで壊こわれる訳わけないし。それに昭和のテレビなんて、むしろ叩けば直るくらいの親切設計じゃないの」

　声が震ふるえている。若じやつ干かん涙なみだ目めに見えるのは気のせいだろうか。




　──ボッ




　発火した。

　目の前のパソコンが。

　ディスプレイと本体、同時に炎に包まれた。

「は？」

　──え、何で？　どうして火ぃ出てんの？

「あー！　和佐さんが燃もやした！」

　来栖がさっきと変わらぬ姿勢で言う。周囲の生徒たちも異変に気付き始め、室内が喧けん騒そうを帯びた。

「わたしが燃やした訳わけじゃないし！　叩いたけど燃やしてはいない！」

「いけないんだー！　パソコンは可か燃ねんゴミじゃないのに！」

「──言ってる場合か！」

　二人のエコロジカルな会話に割り込みつつ、俺おれは壁かべ際ぎわにあったカーテンを引っ張る。レールから外れたカーテンを、パソコンにバッサバッサと叩きつけると、やがて火は収まった。

「どうすんだこれ……」

　呟つぶやきつつ、和佐さんを見る。

「いや、だからわたしのせいじゃないって言ってんでしょ。叩いたら火が出ましたって、どう考えてもおかしいじゃないの。火打ち石じゃないんだから」

「まさか魔ま法ほうで……」

　謎なぞはすべて解とけた的なドヤ顔を見せる来栖。

「使えないわよ、んなもん！」

「魔ま王おうのくせに……」

「るっさいわね……。ってか、万が一叩たたいたのが原因だとしても、それだって苅かり羽ばがわたしの言うとおりにしてれば防げることだったんじゃないの？」

　何か言い出したぞメガネ団だん子ご。

「わたしはフレンド申しん請せいを承しよう認にんするなって言ったし、アイテムも使うなって言った。でも苅羽は守らなかった。その結果、衝しよう撃げきによってパソコンが壊れた。悪いのは誰だれ？　──苅羽でしょ？」

「自分に都つ合ごうの良い恣し意い的てきな文章作るんじゃねーよ。警けい察さつの調書かよ」

「そーだよ、さすがに今回は和かず佐ささんが悪いよ」

　来くる栖すと意見が一いつ致ちする。一ヶ月に一回あるかどうかでとても新しん鮮せん。

「いや、でも、その、もしかしたら、苅羽の隠かくされた魔ま力りよくが発はつ揮きされていて、それで火が付いた可か能のう性せいだって無きにしも非あらず、よね？」

　いよいよ来栖並みに頭おかしいこと言い始めた。

「あ、確かに」

　来栖ふざけんなよてめえ。

「そうでしょ？　とても幻げん想そう的てきで豊かな解かい釈しやくでしょ？」

「ついに苅羽くんにも固有アビリティが実じつ装そうされるんだ……感かん慨がい深いよ」

　いや待て。来栖はともかくとして、和佐さんは絶対悪意あるだろ。この強引な責任転てん嫁かに屈してはいけない。屈してなるものか。




「うーっす、お前ら課題できたかー」




　そして、ちょうどコンピュータ室に戻もどって来た教師。

「すげえ焦こげ臭くせえな、今日、調理実習なんてやって──」

　黒い煙けむり越ごしに、教師と目が合った。

「「先生──」」

　来栖と和佐さんの声が揃そろう。

「「苅羽くんがパソコン壊しましたー」」

　えっ。







　──放課後。

　教師からパソコンの件によるお叱しかりを受けていた俺おれ。いつもより一時間遅れて校門を出ようとすると、ある生徒に呼び止められた。

「……あ、苅羽くん、お疲れ様です」

　うちの制服とは違う、見慣れないセーラー服。手て提さげカバンを両手で持った彼女は、小さく俺おれにお辞じ儀ぎをした。

　声が出ない。

　何で──毒ぶす島じまさんが？

「えっと──どうした？　こんなところで……」

「会いたくって──」

　やや俯うつむきがちに、声を潜ひそめる彼女。

「──会って、話したかったの」

　潤うるんだ瞳ひとみが上うわ目め遣づかいで俺を見てきた。

　おいおいおい。

　何だこれは……何だこれは。

　心しん拍ぱく数すうの増加を感じるとともに、冷ひや汗あせとも脂あぶら汗あせとも違う、熱を帯びた汗が額ひたいに滲にじむ。

「先週はせっかく会ったのに、あまり話せなかったから……。早いうちにもう一度会いたいなって思ってたの」

　毒島さんが一歩近づいてきた。夏の日差しで気化した香りが、風に乗って俺の鼻び腔こうに運ばれる。

　すげえ……。

　毒島さん、すげえ良い匂においする……！

「あたし、苅羽くんの電話番号知らなかったから、さっき麻ま央おちゃんに聞いたの。『苅かり羽ばくん一いつ緒しよ？』って。そしたらまだ学校にいるって言うから…………来ちゃった」

　言い終わりに見せた笑顔。慎つつましさの中に愛あい嬌きようがあり、思わずこちらが赤面してしまう。って言うか最後の「来ちゃった」がヤバイ。鼓こ膜まくを舐なめられたような甘あまい声には、妙みような背はい徳とく感かんまで湧わき起こってくる。

「中学の時のこと……謝あやまらなきゃなって思ったの」

　中学──と聞いて、脳のう裏りに黒い記き憶おくが浮かび上がる。

　額に張り付いた汗が、途と端たんに熱を失った。のぼせていた頭が一気に冷えていく。

「中学の時のことと言うと……？」

「覚えてない？　──わけ、無いよね。……あたしが、苅羽くんのことをフッた──って言えばいいのかな？　その時の……こと」

　やはりか。やっぱりか。

　思い出すのさえ辛つらいから、できるだけ考えないようにしていたが、相手から切り出されては真正面から向き合わざるを得ない。

　俺は大きく深呼吸して、毒島さんを見つめた。

「あの時あたしは、苅羽くんから何も言われないまま、勝手にフッたみたいなことをしたけど、あれね、本当は──」

「いい、知ってる」

　俺おれは広げた手の平を彼女に向ける。

「鈴すず木きさんから直接ではないけど、人づてには聞いてるから。みなまで言わなくとも……まあ、なんだ、不幸な事故というか何と言うか……だから、大だい丈じよう夫ぶ。その話は終わりにしよう。もう時効だ」

　単に話を早く終わらせたかったからなのか、それとも、毒ぶす島じまさんの態度を見ていたらもうどうでもよくなってしまったからなのか──自分でも理由は分からないが、気付けば俺は、そんな聞き分けの良いことを言っていた。

「……いいの？」

　毒島さんがこちらの顔色を窺うかがうように、小動物にも似たオーラを放ってくる。

「良いも何も、わざわざ毒島さんがその話を持ち出してくるなんて思ってなかったし、その気持ちだけで俺は十分だよ」

　噓うそではなかった。

　心の内が満たされた訳わけではなかったが、ここ数年のしこりは取れたような気がする。中学を卒業した時にはもう関わることも無いだろうと思っていたが、そこはかとなく嬉うれしい誤ご算さんだ。

　しかし──。

　彼女はわざわざこのためだけに来たのか？

　中学時代に彼女がしたことは、確かにここ数年にわたって俺の潜せん在ざい意識を苦しめていた。彼女にも、自分がそれだけのことをしたという自覚があったのかもしれない。

　それにしたって、つい数日前、二年振ぶりに会っただけだぞ？　今日だって特に約やく束そくしてた訳わけでもない。謝あやまりたかったからといって、自分が通っている訳でもない高校まで、こんな急に足を──。

「優やさしいんだね、苅かり羽ばくん……」

　毒島さんは足音も立てずに、俺の真ん前まで距きよ離りを詰つめた。

　俺たちの他に、誰だれもいない校門。グラウンドの方角からは、野球部の掛け声がぼんやりと聞こえる。

　会話をするだけにしては近過ぎる、彼女との距離。そこから、彼女は上体を前に倒し、俺の胸元にポンッと額ひたいを付けた。

　心しん臓ぞうが跳はね上がる。胸に響ひびく盛大な心音。毒島さんにもそれが聞こえてしまわないかと焦あせり、それがさらに心臓を強く鳴らす。幸せな悪あく循じゆん環かんが俺を襲おそっていた。

「──よし、っと」

　何秒間、そうしていたのだろう。

　俺の思考力がゼロになってからしばらくして、毒島さんはそんな小さな掛け声とともに、俺から頭を離はなした。

　緊きん張ちようから解放された安あん堵ど。一方で、どこか後ろ髪がみ引かれるような思いに胸をかき乱されつつも、俺おれは表情を変えないよう努める。

「苅かり羽ばくん、校舎案内してもらっていい？」

「──校舎？」

「謝あやまろう謝ろうって緊張してたんだけど……緊張から解放されたら……その……したくなっちゃった」

　今まで見たことないほど顔を赤らめた彼女。途中からどんどん声が小さくなり、最後の方は野球部の掛け声にかき消されそうになっていた。

「したく──？」

　俺が首を傾かしげて数秒──毒ぶす島じまさんは泣きそうな顔で、消え入りそうな声を吐と息いき交じりに発していた。

「…………おしっこ」

　俺の中で、何かが目め覚ざめたような気がした。
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　──女子トイレの前で待つこと数分。

　まだ若じやつ干かん顔の火ほ照てりを残して出てきた毒ぶす島じまさんは、今度はまた別の場所への案内を指定してきた。

「わー、本当に燃もえちゃったんだね」

　目を丸くしながら、部へ屋やの一角にある焦こげた机を眺める彼女。

　連れてきたのはそう、コンピュータ室。

「麻ま央おちゃんに連絡取った時に聞いたの。今日苅かり羽ばくんがパソコン燃やしちゃったって」

　そう言いながら、相変わらず毒島さんは、やけに興きよう味み深そうに机を見ている。

　そんなに焦げ跡あとが珍めずらしいのだろうか。確かにそうそう目にするものでもないが、それを見たいと言う女子高生もずいぶん変わっている。

「──ん？　いやいや毒島さん、俺おれがパソコン燃やした訳わけじゃない。その情報すげー歪ゆがめられてるから」

　改めて事の顚てん末まつを説明すると、毒島さんは口元を手で押さえて、良いとこ出のお嬢じようさんのように、それはそれは上品に笑った。

「慕したわれてるんだね、苅羽くんは」

「単に良いように使われてるだけだろ。今日のは嵌はめられたって言うのが一番近い」

「頼たよられてるってことでしょ？　でも気持ち分かるな。苅羽くんと一いつ緒しよにいると、何か安心しちゃう」

「え？」

「──って、あたし何言ってるんだろ……！　ごめんね、何か変なこと言っちゃった、忘れて忘れて！」

　パタパタと手で顔を扇あおぎながら、顔の熱を冷ます毒島さん。目が合うと、照れを隠かくすように顔を笑みで覆おおった。

　──これは何だ。

　どういうことだ。

　何で毒島さんがこんな反応を示してくるんだ。

　ことあれば恥はずかしそうに小さく頭を下げる彼女。揺ゆれる髪かみの毛からは、女の子特有のフェロモンが漂ってきて、その度たびに俺の心しん臓ぞうがぶっ壊こわされそうになる。今日だけで一週間分の鼓こ動どうを刻んだ気がする。




　──モテ期か。




　モテ期なのか。

　二年に進級してから、頭の中お花畑の勇者かぶれとか、ヒステリックなメガネ団だん子ごとか、確かに女の子と一いつ緒しよにいる機会は増えたと思うが──、これが俗ぞくにいうモテ期かっ！

　しかもこの毒ぶす島じまさんに至っては、異世界と全く関係の無い、正しよう真しん正しよう銘めいの一いつ般ぱん人じんだ。そして何を隠かくそう、清せい楚そな香りを漂わせるその言葉遣づかいと言い、佇たたずまいと言い──。

　これは……来てるっ……！　流れが……！　青春という名の……清流っ…………！　これをモノにすれば……高校生活は……圧あつ倒とう的てき悦えつ楽らくっ…………！

「あ、そうだ、肝かん心じんなこと言うの忘れてた」

　パンッと毒島さんが手を叩たたく。

「苅かり羽ばくん、星見るの好き？」

「星？」

「もうすぐ夏休みでしょ？　今月末に天体観かん測そく的てきなものをやろうと思ってるんだけど、その、良かったら苅羽くんもどうかなって、いうのを、言いに来たんでしたっ」

　切れ切れに言葉を紡つむぐ毒島さん。カバンを持つ手が右う往おう左さ往おうして落ち着かない。

「えーと、俺おれ、星座とか全然分かんないんだけど、それでも……？」

「全然大だい丈じよう夫ぶ！　あたし教えるから！　と言うより、苅羽くんと一いつ緒しよなら、星座分からなくても楽しいから！」

「え」

「ああああああ、もう、だから今のは違くて、いや、違くはないんだけど、えと、その、あの、それで、き、来ますか？」

　毒島さんがオーバーヒートしている。汗あせが音を立てて蒸じよう発はつしていくかのようだ。

「あ、もちろん行くけど……あれ？　これって来くる栖すとか和かず佐ささんも……ってこと？」

　──に決まってるよな。男と二人きりで夜に会いましょうとか、いくらモテ期入ってるにしても危ない。ＣＥＲＯが余よ裕ゆうでＤまで行くレベル。苅羽くんライオンになっちゃう。

「あ、そ、それは、その、お任せしますというか何と言うか……」

「え」

「ああああ、ふ、深い意味は無いの！　大丈夫！　大丈夫だから！　そ、そろそろあたし、帰るね!?　今日はわざわざありがとう、ございました！」

「あ、ちょっと待っ──」

　俺の呼び掛けも虚むなしく、毒島さんは背中を見せると、振ふり向きもせずに早々に走り去っていった。

「お任せしますって……」




　──さて。




　あの二人を誘さそうべきか、誘わざるべきか。

　苅かり羽ば未み知ち、一学期最大の分ぶん岐き点てんです。







[image: Ⅱ．天体観測した結果]







　ケース１　来くる栖す麻ま央おの場合




「来栖、星に興きよう味みあるか？」

「星？」

「そうそう。夏の大三角形とか」

「何それ、強そう」

「ちょっと何言ってるか分かんねーけど、多分そこまで強くねーよ」

「そうなの？　弱いものに興味は無いなあ……」

「そうかそうか。ところで今月末の金曜って、どっか出掛けたりする？」

「月末の金曜日……って言えば、例のモンキチのキャンペーン特別モンスターの配信がある日だね」

「それって、この前シリアルコードがどうのって言ってたやつか？」

「そーそー。期間内にシリアルコード入力した人に、その日の深夜二十四時ちょうどに配信されるの。だからその日は、モンスター配信されたらすぐに誰だれかとバトルして、レアモンスターの強さを見せつけるんだ」

「なるほど。忙いそがしそうだな」

「別に忙しくはないよ？　何かあった？」

「ちょっと夏の大三角形を見に」

「ふーん。私はいーや」

「オッケー。超オッケー。くわー、残念だなー、わっはっは」

「何で笑ってんの……？」







　ケース２　和かず佐さ単ひとえの場合




「和佐さん、星に興味あるか？」

「星？　星座ってこと？」

「そう、それ」

「ちょっと待って、今アプリ見るから……苅かり羽ば、あんた何座？　──双ふた子ご座？　双子座は今日の運うん勢せい六位だって。中ちゆう途と半はん端ぱねー。ちなみに相あい性しようが良いのは天てん秤びん座だって。あ、そう言えばわたし、てんび──」

「ところでさ月末の金曜日って、鈴すず木きさんと出掛けたりする？」

「……人の話は最後まで聞きなさいよ」

「ああ、悪い……えっと、何だっけ？」

「もういいわよ……で、何？　金曜日？　別に何も予定無いけど？　何かあった？」

「いや、ちょっと星の動きを調べようと思っただけ」

「星の動き？　苅かり羽ばって選択科目は地学取ってたんだっけ？　わたし履り修しゆうしてるの生物だから、そっちの話はよく分かんないわよ？」

「なるほど、そうだよな。いやー残念だ、そーかそーか、いや残念、へっへ」

「なに笑ってんのよ……気き色しよく悪いわね……」







　──ということで。

　俺おれは無事、二人への説明責任を果たし──。

　夏休みに入って数日が経たった金曜二十三時三十分現在、毒ぶす島じまさんと市立公園の一角を歩いていた。アスファルトで舗ほ装そうされた道の左右には、腰こしくらいの高さの草木が植えられている。

「この公園って丘の上にあるし、あっちの林の方は外灯も無いから、星の光がよく見えるの」

　白いワンピースをヒラヒラさせて、毒島さんが説明する。

　耳に声は入ってくるものの、その内容が脳に届かない。相変わらずドクドク脈打つ心しん臓ぞうの鼓こ動どうを感じながら、動どう揺ようを顔に出さないよう、素そっ気けなく「へえ」とか「うん」などと言うほかない状じよう況きようだ。

「みずがめ座流星群ぐん。ちょうど午前０時くらいが見み頃ごろです」

　両手の指先を合わせて０を作る毒島さん。月明かりに照らされる笑顔は昼に見るそれよりずっと艶つやがある。

　天体観かん測そくというくらいだから、大きな望ぼう遠えん鏡きようでも持ってくるのかと思いきや、彼女が手にしてきたのは、野鳥観察に使うような双そう眼がん鏡きよう一つだった。

「肉にく眼がんで十分に見えるだろうし、いざとなれば、二人で一いつ緒しよに使えばいいと思って」

　そう言って、彼女は右側の接せつ眼がんレンズに自身の左目を当てた。

「苅羽くんはこっちね」

　レンズに目を当てたまま、彼女が顔を近づけてくる。右目に左側の接眼レンズをあてがわれた俺──そして、ほぼゼロ距きよ離りにある毒島さんの顔。ヤバイこれ脳みそ溶とかされる。

　頭の中がグルグル回る。視界にはピンク色の靄もやが掛かり、幻げん聴ちようなのか、後方では風も無いのに草木がやけにざわめいていた。

「そう言えば、来くる栖すさんたちは誘さそった？」

　思い出したような彼女の言葉。

　同じクラスの女子生徒の名前を耳にした瞬しゆん間かん、俺はさながら脊せき髄ずい反はん射しやの如ごとく、双眼鏡から顔を離はなしていた。

「へ？　来栖？」

　右耳から左耳へ抜けていた彼女の言葉が、初めて脳に留とどまる。

「うん。それとも、誘さそわなかった？」

　毒ぶす島じまさんは双そう眼がん鏡きようから顔を離はなし、改めて俺おれと目を合わせる。

「いやいやいや、誘った誘った。星には興きよう味み無いって言ってた」

「そうなんだ。メガ──和かず佐ささんは？」

「メガ和佐さんは、星座占うらないにしか興味が無かった」

「ふうん……」

　毒島さんは神しん妙みような顔で頷うなずくと、チラチラと後方を振ふり返った。

「どうかした？」

「ううん。何でもないよ」

　毒島さんは「あっちあっち」と、俺の服の袖そでを摑つかみ、舗ほ装そう路ろから逸それた林を指差した。

「ん？　そっちは……？」

「…………ベストスポット、だから……」

　顔を下に向けて、小さな声を発する彼女。

「…………ね？　行こ？」

　蜂はち蜜みつと練れん乳にゆうでコーティングしたような声。改めてこちらに向き直した彼女の目は、微かすかな涙なみだにより艶つやめいていた。




　もうこれ、星見てる場合じゃねーな。




　もっと別のもの観かん測そくしないと。

　双眼鏡より顕けん微び鏡きようだよ。

　髪かみの毛とか、唇くちびるとか、うなじとか、二の腕とか、柔やわらかい二つのスイカとか──。

　つぶさに……！　つぶさに見ないと……！

「──苅かり羽ばくん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫です！　準備万ばん端たんです！」

「風か邪ぜ？　汗あせかいてるよ？」

「夏だから！」

「……？　そう？」

　茂しげみに入っていく毒島さん。その後ろをついていく俺。真っ暗な闇やみの中に、穢けがれの無い真っ白なワンピースが揺ゆれている。

　周囲が木々で満たされていく。当たり前だが誰だれもいない。

　ざわざわと、胸の中に黒いものが渦うず巻まいていく。

　そんな俺の心境を表すかのように、周囲の草木もざわざわと鳴る。

　きっと数十分後には、もっとざわざわしてるのではないでしょうか。

　多分、二人ともかなり動くから。

　草とか木とか擦こすれて超ざわざわすると思います。

　そう、流れ星です。

　二人は、流れ星になるのです。

「苅かり羽ばくん」

「うおわあああああ！」

　急に名前を呼ばれて、心しん臓ぞう飛び出そうになる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、苅羽くん？」

「う、うん、だだ大丈夫です。えっと……よろしくお願いします」

「え？　よろしくって？」

　首を傾かしげる毒ぶす島じまさん。

　いかんいかん、先走り過ぎたかもしれない。このセリフはまだ十五分くらい早かった。

「──着いたよ、ここがベストスポット」

　毒島さんが伸ばした腕の先──そこには、直ちよつ径けい数十メートルの円状にひらかれた芝しば生ふがあった。今まで歩いてきた道と違い、そこだけ木々が全く無い。月明かりが青い芝を照らし、幻げん想そう的てきな趣おもむきさえある。

「どう？　良い場所でしょ？」

「なるほど、ここが二人のベッドになるんですね」

「ああ、寝転がって星を見たら気持ち良いよね、きっと」

「え、あ、はい、気持ち良くできるように頑がん張ばります」

「苅羽くん？」

「失礼、まだ五分早かったかな」

「……？　まあいいけど……」

　そう言って、彼女は芝生の中心地へと足を運ぶ。

　どうしよう。こっちは心の準備がまだ不完全なのに。

　しかし、今日という日を乗り越こえれば──。

　俺おれのエクスカリバーが、本物のエクスカリバーになるのだ。

　そうか、言ってみればこれは武器強化イベントなんだな。勇者の眠れる力が解放されるんだ。これはムービー必ひつ須すですわ。

「苅羽くん、これ、何かな？　長くて大おっきい……」

　うわー、いきなりそんなこと言っちゃう？　先手を打たれてしまった俺は、動どう揺ようで毒島さんのことを直視できない。

「いや、まだ大っきくなってないです」

「え、これ、もっと大きくなるの？」

「ええ、まあ……ご期待に沿そう大きさになるかどうかはちょっと明言できかねますが」

「結けつ構こう深く刺さってる感じだね……」

「刺さって──え？」

　ちょっとちょっと、何言っちゃってんだ毒ぶす島じまさん。

　改めて彼女に目を移す俺おれ。

　するとそこには、見覚えある光景が広がっていた。

「苅かり羽ばくん、これ、剣……？」

　彼女の足元──地面に突つき刺さっているそれは、柄つかと鍔つば、そして銀色の刃はから成る両もろ刃はの剣つるぎ。

　……マジかよ。

　ここまで来て、俺はこんな物に邪じや魔まされなくちゃいけないのか。

　またしてもこんな聖せい剣けんに。

　青春を阻はばまれなければならないのか。




　──否いな！




　俺は諦あきらめない。

　この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃してなるものか。

　この圧あつ倒とう的てき──

「──悦えつ楽らくを！」

「苅羽くん？」

「毒島さん、これは……あれだ、多分モニュメントじゃないかな。前からあったよ確か。そんなことより天体観かん測そくしましょう」

「先週も来たけど、こんなの無かったよ？」

「取り外しできるんだよきっと。先週まで修理してたんじゃないかな。そんなことよりまず天体観測だよ。まずは。まずは！」

「でもこれ絶対刃は物ものでしょう？　公園の管理人さんに教えないと」

「待って、待って、もう管理人さんだって寝てるって。夜だもん。俺たちも寝よう、ね？」

「寝る？」

「ああああ、間ま違ちがい間違い。観測だ、観測」

「あ、剣で思い出したけど、この前、麻ま央おちゃんが聖剣の名前色々教えてくれたよ。ラグナロクでしょ、エクスカリバーでしょ」

「こっちのエクスカリバーより、俺のエクスカリバーの方が──」

「苅羽くん？」

「何でもないです」

　落ち着け、落ち着け俺おれ。

　深呼吸だ、深呼吸。

　どうしてこんなに動どう揺ようすることがある。

　いつもとは違うんだ。俺のペースでやれば良い。

　ここにトラブルメーカーはいない。ヒステリックな魔ま王おうの末まつ裔えいも、場を搔かき乱すだけの女子高生勇者も──。




「わあああああっ！　聖せい剣けんだああああっ！」




　待て。

　何な故ぜその声が聞こえる。

　何故その軽快な足音が聞こえる。

　何故リボンで結ゆったポニーテールをぴょこぴょこ揺ゆらしている。

　何故俺のすぐ横で、剣をぶっこ抜いている。

「おい」

「あ、苅かり羽ばくん。見てこれ、聖剣。えへっ」

[image: ]

「えへっ、じゃねーわ！　何でお前がここにいんだよ来くる栖す！」

　そんな驚きよう愕がくの直後──、




「わたしたちが星見に来ちゃ悪い訳わけ？」




　眉み間けんにシワを寄せ、引きつった笑顔で姿を見せたのは和かず佐ささん。俺おれたちが来た道と同じ方向から、ドスッ、ドスッと重い足音を響ひびかせる。

「え……何で……二人が？」

　声が裏返る。

「べっつに～。星見に来ただけよ、星を。そしたら何か見覚えある人がいるなーって思って～…………ずいぶん楽しそうだったわね？」

「鈴すず木きさんがね、和佐さんに教えてくれたんだって。毒ぶす島じまさんと苅かり羽ばくんが出掛けるって」

「来くる栖すさん、そういうの言わなくていいから！」

　和佐さんが、キッと来栖を睨にらみ付ける。

　──ちょっと待て、ずっと見られてたのか？

　確かに、やけにざわざわしてるなとは思った。風も無いのにやけに葉っぱが擦こすれる音とかしてたし。

「いつから見てた？」

「苅羽くんが公園の入り口でミンティア食べて、口こう臭しゆうを確認しながら毒島さん待ってた辺り」

「全部か！　全部見てたのか！　ってかお前ら張ってたんじゃねーか！」

「偶ぐう然ぜんよ、偶然。わたしも来栖さんと星見に来ただけよ。ってか何？　二人のベッドって。俺のエクスカリバーって。ねえ、ねえ？」

「苅羽くんエクスカリバー持ってるの？　凄すごい！　私の聖せい剣けんと勝負しよう！」

「いや、俺の切り取られちゃうから」

「切り取られればいーのよ、そんなもん──ってゆーか、あんたも何なのよ一体」

　和佐さんの目が、毒島さんを捉とらえる。

「あ、お久しぶりです、メガ和佐さん」

「誰だれもメガ進化解禁されてないわよ」

　腰こしに手を当て、溜ため息いきを吐つく和佐さん。

「毒島さん──って言ったっけ？　あのねえ、こんな夜中に男女二人きりで、こんな誰もいないところに来るとかどういうつもり？」

「どういう──というのは？」

「そうやって天然ぶるのやめなさいよ。普通分かるに決まってるでしょ。わたしたちが来たから良かったようなものの、あのまま二人きりだったらこの男、絶対変なことしてたわよ」

「ああ、そういう……。でも苅かり羽ばくんに限ってそんなこと……しないよね？」

「しません」

「はあ？　なに自信満々に答えてんのよ？　誰だれのエクスカリバーが何だって？　え？」

　和かず佐ささんに胸ぐら摑つかまれる。痛くしないでくださいお願いします。

「あ！」

　来くる栖すがスマホ片手に声を上げる。

「いつの間にか、もう十二時だよ！」

「おー、そうだそうだ。十二時くらいからみずがめ座流星群ぐんの見み頃ごろらしいぞ。ほら、和佐さんも星見に来たんだろ？　見よーぜ、な？」

「その鼻の下伸びた顔、ぶっ叩たたいたら良い星飛ぶかしらね？」

　俺おれ、今日生きて帰れるかな……。

「──あ、やっぱり！　レアモンスター配信されてるよ！」

　星空に響ひびく来くる栖すの声。彼女は星座にも俺の安あん否ぴにも何の興きよう味みも示さず、先ほど手に入れた聖せい剣けんも放り投げ、ひたすら手元のアプリ画面に目を向けている。そう言えば例のモンキチのキャンペーン、深夜０時にモンスター配信だったか。

「うわ！　何このモンスター！　ユニコーンだって！　新モンスターだよ！　なになに……えー、『別名を一いつ角かく獣じゆうと言い、非常に凶きよう暴ぼうな性格。ただし若い処しよ女じよには滅めつ法ぽう弱く、処女の膝ひざに頭をのせて眠ってしまう』だって」

「ほぼ苅羽じゃないの」

「言われると思ったけども！　いい加減許してくれよ！」

「えっと……苅羽くんはその……処女が好きなの？」

「毒ぶす島じまさんまで何言ってんの!?」

　その時、指でスマホをタップしていた来栖の顔が曇くもる。

「──あれ？　フリーズしちゃった。苅羽くん、どうしよう？」

「胸ぐら摑まれてるこの俺に助けを求めるのお前は？」

　来栖は答えもせず、あれー、と首を傾かしげている。

「ダウンロードは終わったのに……。能力詳しよう細さい画面に行こうとしたら止まっちゃったよ」

「来栖さん、そういうのは何でも再起動すれば直るわよ。一回電源を落としてもう一度入れ直す──人間の煩ぼん悩のうもそれで消えたりするのかしらね？」

　和佐さん、何で俺を見ながらそんなこと言うの？　今から気を失うまでみぞおちをボコボコにされちゃうの？

「あれ──無くなってるよ……？　え、うそ!?」

　アプリを再起動させた来栖だが、その表情が芳かんばしくない。「どうしたのよ？」と和佐さんが来栖の前まで移動し、ようやく俺は解放された。

「貰もらったモンスターがいないんだよ！　消えてるんだよ！　私が苦労して手に入れたレアモンスターがいないの！」

　もとはと言えばシリアルコードを手に入れたのは毒ぶす島じまさんであり、来くる栖すは言うほど苦労はしていない。

　そんな来栖を見て、和かず佐ささんが「はあ？」と眉まゆを動かした。

「そんな訳わけ無いでしょ。通知履り歴れきは残ってる？」

「履歴は残ってるけど、モンスターのデータが残ってないんだよ……」

「ちょっと待って…………わたしもモンスター配信されてるけど、別に消えたりしてないわよ？」

　自みずからもスマホを取り出した和佐さんは、なお訝いぶかしげな表情を崩くずさない。

「ちょっとスマホ貸して。来栖さんのことだから、モンスターの数が多過ぎて上う手まく探せてないだけでしょ」

「貸すのはいいけど……変なことしないでよ？」

「変なこと？」

「毒島さんに辛しん辣らつなメッセージを送ったり、毒島さんとのフレンド登録を解かい除じよしたり、毒島さんの携けい帯たい電話番号を掲けい示じ板ばんに晒さらしたり──」

「しないわよ！　わたしを何だと思ってんの!?」

「アンチ毒島勢ぜい」

「何よ、勢って。他人に徒と党とう組ませるほど毒島さんに影えい響きよう力りよく無いわよ」

「お前ら、すぐ横に本人いるからな」

　毒島さんは困ったように苦笑い。その横では、和佐さんが来栖からスマホを受け取っている。

「おい、よくよく考えたら、今そんなスマホいじくってる場合じゃないだろ。聖せい剣けん──ゴホン、もとい、この得え体たいの知れない刃は物ものをどうにかしないと」

「得体は知れてるよ、聖剣だよ」

　来栖さんよ、すぐ横に一いつ般ぱん市民がいるんだよ。話合わせてくれよ。

「ってか、苅かり羽ばがそれ言う？　モニュメントなんでしょ、モニュメント」

　棘とげで覆おおわれた和佐さんの言葉が痛い。

　そんな彼女は、難むずかしい顔で来栖のスマホをいじくっていた。

「あれ……本当にユニコーンのデータ無いわね。……えー？　そんなことってある？　削さく除じよも何もしてないんだったら、一体どこに行ったっていうのよ？」

　そう言って、彼女が天を仰あおいだ瞬しゆん間かん──、




　──閃せん光こう。




　雷にも似た青白い光が何なん筋すじも、来くる栖すのスマホから飛び出した。それは俺おれたちの前方10メートルほどの位置で集合すると、眩まばゆく輝かがやきながら、一いつ瞬しゆんにしてある形に姿を変えていた。

「おい、あれって……」

　目を擦こすり、唾つばを飲み込む。

「ユニコーン？」

　来栖が呟つぶやいた。




　──噓うそだろ？




　太く長い首から滑なめらかな曲線で尾おまで達するフォルム。胴どう体たいも四本の脚あしも、真っ白に艶つやめく毛で覆おおわれている。鬣たてがみは銀色に輝き、そして、額ひたいの真ん中に一本の黒い角つのがそびえ立っていた。

　見上げなければ全容を確かめられない、２メートル強はあろうかという体高。だが、殺意を纏まとった黒い角は、さらにその高さを底上げしている。

　ブルルルル──と、低く轟とどろく馬の息。１０メートルは離はなれているが、確かにその音はこちらに伝わってきた。

　体の周囲ではパリパリと小さな稲いな光びかりが発せられており、黒かった角が、いつの間にか青く発光している。そして──、




　──目が合った。




　その瞬しゆん間かん、一いつ角かく獣じゆうがこちらめがけて走り出す。

「マジかよ！」

　俺おれの言葉の直後、三人の女子が散り散りに逃げ出した。

　突然の展開に思考が寸すん断だんされた俺もワンテンポ遅れて動く。

　だが、出遅れた分、狙ねらい易やすかったのか、あの一角獣はすでに俺だけを狙っているようで、他の奴やつには目もくれない。

「苅羽くん！」

　来栖の声。俺が狙われていることに気が付いたらしく、彼女は足を止めていた。

　対して、俺は走り続ける。ユニコーンから逃れるために、一いつ心しん不ふ乱らんに足を動かしていた。

「何で俺だけ──！」

　思わず嘆なげきが口をつく。

　直後──すぐ背後で魔ま獣じゆうの嘶いななきが響ひびいた。




　──え？

　さっき１０メートルあった距きよ離りが、一いつ瞬しゆんでゼロになろうとしていた。

　あ、俺おれ、死──。




「そうは行かないよ！」




　──来くる栖すだった。

　迫せまりくる魔ま獣じゆうのプレッシャーにより、もつれる俺の脚あし。地面に勢いよく転がった時には、聖せい剣けんと魔獣の角つのがぶつかり合う音が響ひびいていた。

　うつ伏ぶせに倒れた体を捻ひねり、仰あお向むけへと切り替える。頭を上げた先には、来栖の後ろ姿があった。リボンで結ゆわれたポニーテールが左右に揺ゆれていたが、かなり結び目が緩ゆるくなっている。

　両手には、さっき手に入れたばかりの聖剣──銀色の刃はに、黒い鍔つばと柄つか。シンプルではあるが、それは確かに聖剣なのだろうと思えた。

　聖剣を手にすると、その人間の運動能力は飛ひ躍やく的てきに向上する。さっき魔獣から離はなれたにもかかわらず、一いつ瞬しゆんでここまで戻もどって来た彼女の素す早ばやさは、まさしく聖剣によるものだ。

　角と聖剣の音が鳴ってから数秒──未いまだ来栖とユニコーンによる鍔つば迫ぜり合いが続いていたが──。

　膠こう着ちやく状態を嫌きらったのか、魔獣は一瞬のうちに自みずから後ろへ飛び退のいた。

　角に入った一ひと筋すじのヒビ。その周辺から、角の欠片かけらが剝はく離りする。

　だが、傷付いたのは相手だけではない。聖剣の刃からも、細かな破片が散っている。

　魔獣の角と聖剣──二つが強くぶつかった衝しよう撃げきにより、来栖のリボンが解ほどけ、結んでいた髪かみの毛が一気に広がった。

「あっ────」

　来栖はリボンが落ちたことに気付き、視線を周囲の地面に移す。

「おい来栖──何して────!?」

　いつの間にか彼女はしゃがみ、地面に落ちたリボンを拾おうとしていた。

　──そんな場合じゃ…………！

　来栖が魔獣から目を離していた二秒足らず。

　角に傷を負った一角獣は、跳はねるような動きで来栖を狙ねらっていた。振ふり上げた前まえ脚あしが、全体重を乗せて来栖を襲おそおうとしている。

「え──？」

　来栖はユニコーンの動きに気付いたが、体勢はしゃがんだままで、回かい避ひ準備がとれていない。

　迫る魔獣の前脚──。

「クソッ！」

　俺は慌あわてて来栖のもとへ飛び込む。彼女を突つき飛ばしつつ、自分も慣かん性せいのまま転がった。

　その直後に響ひびく、地じ震しんのような轟ごう音おん。あらん限りの質量を持った魔ま獣じゆうの踏ふみつけは、想像していたよりもずっと、破は壊かいと殺意に満ちたものだった。

「お前……！　何してんだよ……！」

　上体を起こしつつ、近くで倒れていた来くる栖すの左手を摑つかむ。彼女の手に握られていたのは、先ほど彼女が拾っていた薄うす紫むらさき色のリボン。海に行った際、来栖が風で飛ばしてしまったものだ。

　あの時も来栖は、このリボンに対し、いつになく執しゆう着ちやくを見せていた。だから、よほど大事なものなのだろうということは分かる。けれど──、

「こんなの拾ってる場合かよ……！」

「だって……！」

　抗こう議ぎの意思を見せる彼女。だが、そんなやり取りをしている暇ひまも、今は無い。

　頭上で響いた魔獣の鳴き声。

　すでに攻こう撃げき体勢に移っていた四つ足の獣けものは、またしてもその前脚を振ふり上げていた。

　来栖が慌てて聖剣を握る。だが、どう考えても──、




　間に合わない──。




　絶望が視界を覆おおったその時──、

　握っていた来栖の左手から、熱を感じた。

　直後、俺おれたちの目の前に出現した──薄うすい光の壁かべ。

　まるで俺たちを守るかのように、光は俺たちと魔獣とを隔へだてていた。

「何だ……これ？」

　振り下ろされるユニコーンの前脚──だがそれは、俺たちを守る半球状の壁に阻はばまれる。反発する磁じ石しやくのように、その前脚は勢いよく上方へ弾はじかれていた。

　予想だにせぬ展開。

　俺自身そうだったのだから、目の前の魔獣もそうだったのだろう。

　ユニコーンは嘶いななきながら、バランスを崩くずした巨きよ軀くの体勢を整えようとしており、こちらにまで意識が回っていない。




　──千せん載ざい一いち遇ぐう。




　来栖は素す早ばやく起き上がると、聖剣を両手で握りしめた。硬かたい角つのとの攻防で刃はが欠けつつあった剣だが、彼女の顔には、一いつ切さいの不安は無い。

　かくして来栖は、ユニコーンの首元めがけて聖剣を振り抜いた。

　──魔獣の断だん末まつ魔ま。

　ユニコーンは無数の淡あわい光の粒つぶとなって霧む散さんした。後には何も残らない。それまでの喧けん騒そうが噓うそのように、公園には静せい寂じやくが戻もどっていた。

　来くる栖すの手には、ボロボロに刃はこぼれした聖せい剣けんと、リボンが握りしめられている。

　肩で息をしていた彼女は、俺おれに振ふり向き安あん堵どの笑顔を見せると、無言のまま芝しば生ふに倒れ込んだのだった。







　それから五分も経たたずに──。

　意外と早く、来栖は目を覚さました。

　寝起きの顔。さっき戦っていたのが噓うそだと思えるくらい穏おだやかな寝ぼけ眼まなこを、ゆっくり開けたり閉じたりしている。

「何ともないか？」

　気けだるそうに上体を起こした彼女。それを見下ろしながら、俺は尋たずねた。

「聖剣……刃こぼれ……」

　そう言って、来栖は目を擦こすりながら、地面の聖剣を見る。

「いや、聖剣はいいから……。ケガしてないかって聞いてんだよ」

「日本語ややこしい……」

　留学生みたいなことを呟つぶやいているが、その分、余よ裕ゆうがあるということだろうか。

　とりあえず、誰だれにも被ひ害がいが無くて良かった。幸い、和かず佐ささんもこれと言った被害は無く、毒ぶす島じまさんも──。

「…………」

　来栖が倒れてから今まで、地べたに座ったままずっと顔を俯うつむけていた毒島さん。表情は窺うかがい知れず、さっきから一言も発さない。

　いつぞや来栖の異世界話に付き合ったとはいえ、まさか本当に魔ま獣じゆうや聖剣なんてものがあるとは夢にも思っていなかっただろう。

「何なのこれ……。ねえ、何がどうなってるの……？」

　来栖の隣で、顔を下に向けたまま呟く毒島さん。その声は震ふるえていた。

「さっきのは何？　どうしてあんなのがいるの？　ここは安全なの？　他にもまだ同じようなのがいたり──」

　矢や継つぎ早に声を上げたかと思うと、彼女は急に立ち上がり、この場を去ろうとした。

「毒島さん！」

　慌あわてて彼女の手首を握って制止しようとするが、強い力で抵てい抗こうされた。

「離はなして！　こんな所いつまでもいられない！　またあんなのが出てきたらどうするの!?」

「だからって──今は一人になる方が危険だろ！」

　男女の腕力差で、半なかば強引に彼女の腕を押さえ込む。

「大だい丈じよう夫ぶ、来くる栖すや和かず佐ささんがいれば、とりあえず急場は凌しのげる」

「何それ……どういう意味？」

　毒ぶす島じまさんが怪け訝げんな顔を見せる。声は震ふるえていたが、涙なみだは流していないようだ。

「えーっと……」

　来栖も和佐さんも、俺おれと違って、何の力も持たない人間ではない。二人は魔ま力りよくを持った特別な存在だ。

　──そう言えば良いだけなのだが、思わず言いよどんでしまう。

　一いつ般ぱん人じんにこれを打ち明けていいものかどうか迷ったが、考えてみれば、それは全く無意味な躊ちゆう躇ちよだ。

　さっきまで来栖が思い切り聖せい剣けんで戦っていたんだし、それを目まの当たりにしていた毒島さんに、一体何を隠かくそうというのか。

　俺は彼女の腕を離はなし、簡かん単たんに事の次し第だいを説明した。

　毒島さんは首を傾かしげながらも、何とか話について来ようという姿勢を見せている。

「──海で麻ま央おちゃんが話してたのが、本当だったってこと？」

「そういうこと。だから、とりあえずは落ち着いてほしい」

「でも、また魔ま獣じゆうが出てきたら？　さっきは一頭だけだったけど、一度にたくさん出てくる可か能のう性せいだってあるでしょう？　ここは危ないし、早く帰った方が──」

「私、この場所が危ない訳わけじゃないと思うけど」

　会話に入って来たのは来栖。地面に腰こしを下ろしたまま口を動かす。

「さっき、ユニコーンはスマホから出てきたように見えたよ？　モンキチで私に送られてきたモンスターもユニコーンだったし、関連性はあると思う」

「まあ、わたしの方は何ともなかったけどね」と和佐さんが補足する。確かに和佐さんのスマホから、何かが出現するようなことは無かった。

「それって、アプリを通して、来栖が誰だれかに狙ねらわれてるってことか？」

　思いついた可能性。言った直後、これは口にすべきじゃなかったなと後こう悔かいした。

「じゃあ、来栖さんの近くにいたら危ないってことなの？」

　毒島さんがまたしても、この場から去りたそうな顔をする。

「悪い、前ぜん言げん撤てつ回かいだ。そもそも、アプリ上のユニコーンが問題だったなら、来栖を意図して狙うことはできない。あれはイベントの景品だったシリアルコードを入力して手に入るものだろ？　誰がどのコードを手に入れるかは全くのランダムだったはずだ」

　来栖のシリアルコードは、毒島さんを経由して手に入れたものだし、今回あれが来栖の手に渡ったのは偶ぐう然ぜんに過ぎない。一歩間ま違ちがえれば、毒島さんのスマホからあの魔獣が出ていたのだ。

「じゃあ、特定の人じゃなくって、みんなが危険だってこと？」

「そう言えると思う。今後、また同じように魔ま獣じゆうが出てくる可か能のう性せいがあるのかどうかは分からないけど」

　毒ぶす島じまさんの問いに答えるが、彼女の不安は増すばかりのようだ。分かり易やすく表情が揺ゆれる。

「だから、単独行動は避さけた方が良い。こっちには聖せい剣けんもあるんだし、魔獣が出てきても対てい抗こうはできる」

　毒島さんの顔が曇くもる。その表情どおり、不満が吐はき出された。

「でも、その剣だって壊こわれかけてるでしょう？」

「それはまあ……これ以上壊さないように使うしかないけど、壊れたらその時はその時だ」

「そうは言うけど──それって、もっと大事に扱あつかわないといけないものなんじゃないの？　他に聖剣がある訳わけでもなさそうだし、そもそも市役所からの借かり物なんでしょう？」

「そうは言っても──」

　言いかけて、毒島さんの言葉に違い和わ感かんを覚える。

「──知ってるのか？」

「何を？」

　俺おれの問いに、毒島さんが首を傾かしげた。

「──聖剣が、市役所から借りるものだって」

　俺の言葉の直後、毒島さんは素す早ばやく二度瞬まばたきをした。

「……確か、海で麻ま央おちゃんから聞いたと思う」

「──言ったのか？」

　俺は来くる栖すに目を向けた──が、果たして来栖がそんなことまで言うだろうか。

　フィクションのファンタジー観に染そまっているあいつは、以前から異世界について地味だの何だのと愚ぐ痴ちを漏もらしていた。聖剣が市役所からの貸し出し制だ──などということまで、好んで説明するとは思えない。

　──案あんの定じよう、来栖は首を横に振ふった。俺は直後に和かず佐ささんを見たが、やはり彼女も同様の動きだ。

「毒島さん……？」

　呼び掛けた彼女の頰ほおに、一ひと筋すじの汗あせが流れる。一いつ瞬しゆん、顔が強こわ張ばったようにも見えた。

「どうして異世界の事情を知って──？」

「──それ、今どうでもいいことじゃないかな？　よく覚えてないけど、確かに聞いたんだから……それでいいでしょう？」

　やや語気が荒くなる。

「──あたし、やっぱり帰るから」

　頑がんとして言い放った毒島さん。素す早ばやく踵きびすを返すが──、

「待てって！」

　負けじと俺おれも腕を摑つかむ。

　さっきから危険だと言ってるだろうが。それに、俺の質問にだってまともに答えていない。

「いや！　離はなして！」

　体を捻ひねりながら、腕を引いた彼女。

　勢いに負けて俺は腕を離はなす。直後、彼女のポケットからスマホが零こぼれ落ちた。液えき晶しよう画面が地面にぶつかり、跳はねる。

　地べたで静止したスマホだったが、伏ふせられた画面から、光が漏もれ出したのが見えた。

　スリープ状態が解かい除じよされたのだろうと思っていたが、漏れる光がやけに明るい。

「──あ？」

　明るいどころか──。

　青い光の粒つぶがスマホから散り散りに飛び出し、宙に舞っていた。

「ちょ──ヤバ──！」

　慌あわててスマホを拾い上げ、光舞い散るスマホの画面をタップする毒ぶす島じまさん。

「中断！　キャンセルだってば！　今要いらないから！」

　そんな彼女に構わず、光の粒はどんどん飛び出していく。

　やがてそれらは、地面の一角に集まって、ある形を形成していた。

「──犬？」

　にしては大きい。仮に犬だとすれば、かなりの大型犬だ。人間の子供くらいなら、乗ってもびくともしないだろう。

「おい、何なんだよこれ？」

　光が輝かがやきを失い、その全容が明らかになる。

　犬のように見えるが、やけに牙きばが鋭するどく大きい。短く黒い毛に覆おおわれた体──その周囲には、青白い炎のようなオーラが揺ゆれている。

「麻ま央おちゃん！　聖せい剣けん！　聖剣持って！　倒して！　早く！」

　毒島さんが悲ひ鳴めい混じりに声を上げた。

「は!?　毒島さん何言ってんだよ!?　あれ何なんだよ!?　どうして毒島さんのスマホから──」

「苅かり羽ばくんのバカ！　苅羽くんのせいでスマホ落ちちゃったから──！」

　彼女の表情に含ふくまれていたのは、恐きよう怖ふや驚おどろきというより、焦あせりに近い感情。

　場の状じよう況きようを理解しようとした俺だったが、突とつ如じよ出現した獣けものの雄お叫たけびが響ひびき、思考を寸すん断だんされた。そのうえ──、

「──マジ!?」

　俺と毒島さん目がけて、四足の獣が牙をむいて飛び込んで来ていた。

「セーフ！」

　響ひびき渡った来くる栖すの声。それと同時に、獣けものの唸うなりも消えた。

　来栖はいつの間にか剣を手にし、一いつ瞬しゆんのうちに獣を切り裂さいていたのだった。地面に横たわったそれは、やがて、さっきと同じように青い光の粒つぶとなって、宙に消えていった。

　──場に静せい寂じやくが戻る。

　だが、俺おれの頭は大混乱だ。脳のう細さい胞ぼう一つ一つが一いつ心しん不ふ乱らんに喚わめき立てていた。

　毒ぶす島じまさんに関していえば、さっきの聖せい剣けん貸たい与よのことといい、今のスマホのことといい──。っていうか、たった今消えていった獣はきっと──、

「魔ま獣じゆうだよな？　魔獣がスマホから出てきて──、しかも毒島さんはそれを予あらかじめ分かっていたみたいな──、中断？　キャンセル？　俺のせい？　──一体何だってんだ？」

　俺だけでなく、和かず佐ささんや来栖も同じ思いだっただろう。どちらも俺よろしく眉まゆをひそめ、状じよう況きよう理解に苦しんでいた。

「ちょっと予定外だったけど……しょうがないね」

　軽い溜ため息いきを吐つく毒島さん。この四人の中で、圧あつ倒とう的てきに落ち着いた表情をしていた。

「苅かり羽ばくんの頭の中にあるであろうたくさんの疑問に、たった一言で答えると──、あたしが異世界人だから──ってことになるのかな？」

　──異世界人？

「は？　え？　何で？」

「何でってことはないでしょう？　苅羽くんは──いや、苅羽くんだけじゃなくて、麻央ちゃんも和佐さんも、異世界とは仲良しなんだからさ」

　事もなげに言う彼女。

「いや、だって──え？　毒島さん、中学の頃ころから普通にいたじゃん。俺と一いつ緒しよに学校通ってたじゃん」

「異世界人がこっちの世界で学校通っちゃいけませんってルールが、この日本にある？」

「いや、そういう話じゃなくて……」

「でも筋すじは通るでしょう？　聖剣は市役所から借りるものだって知ってたのは、あたしがもともと異世界で育ったから。今、魔獣がスマホから出てきたのも、あたしが異世界の技術を持ってるから」

　毒島さんは真顔だった。だから俺は、開いた口が塞ふさがらない。和佐さんも同様だ。そして来栖の口も開いてはいたが、口こう角かくは上がり、目は輝かがやき、何な故ぜか拳こぶしを力強く握っている。

「苅羽くん、ここは毒島さんのお話を黙だまって聞くべきだと思います」

「何で敬語なんだよ。嬉うれしそうにしてんじゃねーぞ」




　──毒島ナナ。




　異世界での本名をナナ・ブス。

　異世界のグラン国──その一角に設けられた、とある学園。初等教育から高等教育までの一いつ貫かん校こうに、彼女は通っていたそうだ。

　何のことは無い。俺おれたちがこちらの世界で過ごすのと同様、読み書きを習い、数学や歴史を学び──という学生生活。

　ただ、彼女が俺たちと決定的に違うのは、その頭脳なのだろう。いくつも飛び級し、すでに専門職並みの論文を何本も書き──常に研究の最さい先せん端たんを走っていたという彼女が、五年前に異世界で出した論文、それが──




「──魔ま力りよくのデータ化と、その転送の可か能のう性せいについて」




　毒ぶす島じまさんが微ほほ笑えみながら言葉を紡つむぐ。

「ただ、まだこれは実験段階なの。実際に魔力をデータ化することはできているのだけど、ネットワークに乗せるとなると、色々と面めん倒どうが多くて」

「面倒？」

「危険だから──って、色んな人に言われたの。データ化した魔獣をネットワークに乗せて、もし事故があったらどうする──って。一いつ般ぱん市し民みんの端たん末まつから、いきなり魔ま獣じゆうが飛び出して来たら大変だぞ、ってこと」

「なるほど、確かにな」

「でも、それで研究がストップしてたら勿もつ体たい無いでしょう？　すっごく役に立つ技術なんだよ？　たとえば、魔獣の肉体はほぼ魔力でできてるから、データ化して圧あつ縮しゆくすれば全然場所を取らない。ネットワークさえあれば、転送用の魔ま法ほう陣じんなんか無くても、誰だれでも自由に魔獣の受け渡しができる。それに、これは魔力をデータ化する技術だから、何も魔獣に限ったことじゃなくって、魔法の類たぐいも受け渡しできるんだよ？」

　やけに早口になる毒島さん。夢中になったら一直線の研究バカの顔が垣かい間ま見えた気がする。

「どうにかして実験を進めたい──だからあたしは、研究所の協力を仰あおぎつつ、十三歳さいになる年に──単身、こっちの世界に乗り込んだ」

「だから──ってのはどういう意味だ？」

「ここなら、誰も研究の邪魔をしない。誰もストップって言わない。そもそも魔獣の存在を知らない。つまり、研究がはかどる！　凄すごいよね!?」

「凄くねーよ！　何考えてんだてめえ！」

　えっ──と、毒島さんが真顔で首を傾かしげた。

「何言ってんだろうみたいな顔してんじゃねーよ！　こっちの世界を破は滅めつさせる気か！」

「人聞きの悪い……。あたしは研究に細心の注意を払ってるもの。破滅なんてとんでもない」

「さっき破は滅めつしかけてただろうが！　ユニコーンに殺されかけてただろうが！」

「あれは……痛み。そう、技術の進歩に伴う痛みなの」

「詩的に言えば感動する思ったら大おお間ま違ちがいだぞ。……そもそも、来くる栖すにモンキチのシリアルコード渡したのは毒ぶす島じまさんだよな？　もしかして今日のこと全部仕組んで──」

「それは誤ご解かい。モンキチにハックしてるし、シリアルコードを独自に作ったし、それを麻ま央おちゃんに狙ねらって渡したけど、今日のことは偶ぐう然ぜん。事故なの」

　彼女はプルプルと首を横に振ふった。言い訳わけする姿勢の割に、前半の吐と露ろの内容がアグレッシブ過ぎる。

「魔ま獣じゆうを実際のアプリに組み込んだのは、今回が初めて。間違いがあったらいけないから、魔獣のデータを送る相手は、きちんと魔獣に対たい処しよできる人に渡そうと思ってた。それで、今回は麻央ちゃんにユニコーンを託たくしたの」

「選ばれし者……」

「わざわざ格かつ好こう良く表現しなくていいぞ来栖」

　こいつ余よ裕ゆうあるな。

「でも、魔獣に対処するには、麻央ちゃんが聖せい剣けんを持ってないといけない。でも、聖剣なんてどこにも無かった。だから、もしも麻央ちゃんがシリアルコードを入力しても、あたしの許可があるまではダウンロードできないようにしてた──つもりだったんだけど」

「つもり？」

「プログラム組み間違えてたみたい」

　細心の注意はどこに行ったのか。

「つまり今日は、ここにたまたま聖剣があって？　たまたま来栖がここに来たから助かっただけであって？　──一歩間違ってたら本当に誰だれか死んでたってことじゃねーのか？」

「でも誰も死んでない。実験は進んだ。これは凄すごいことよね」

　何言ってんだこの研究バカ一代。

「ねえねえ、さっき、毒島さんのスマホから出てきたあの魔獣は何だったの？」と来栖。

「あれもデータ化した魔獣。護ご身しん用ように、いつもスマホに入れてるの」

「待て、護身用なのにこっちを襲おそってきたぞ」

「まあ、普通に捕つかまえた野生の魔獣だから」

　それは護身用とは言わない。

「ユニコーンが倒せなかったらどうしようと思って、念のためにスタンバッてたんだけど──もう、苅かり羽ばくんが無理やり引っ張るから……」

「俺おれのせいじゃないだろ。そもそも、何のしつけもしてない魔獣出したって、ユニコーンと一いつ緒しよに俺たち襲ってくるだけかもしれねーだろうが」

「…………そういうもの？」

　バカなのか毒ぶす島じまさんは。

　自分の研究しか見えてなくて、実際の魔ま獣じゆうの生態とかがないがしろにされているような気がする。

「でも、やっぱり麻ま央おちゃんは凄すごいよね。異世界でも、あそこまで魔獣に立ち向かえる人はなかなかいないよ？」

「聞いた苅かり羽ばくん？　やっぱり苅羽くんもこういうこと言ってかないとダメだよ。これがコミュニケーションだよ」

　来くる栖すにコミュニケーションを指導されるとは、屈くつ辱じよくの限りである。

「麻央ちゃん、ヴァイトニルと戦った時も強かったものね」

「──ん？」

　毒島さんの言葉に、違い和わ感かんを覚えた。

「何で知ってんだよ」

「何を？」

「ヴァイトニルのこと。あの時、毒島さん──」

「見てたから」

「は？」

「見てたから」

　二度続けて同じトーンで言われる。彼女は困ったように笑っていた。

「見てたって──何で!?　いつから!?　どこまで!?　どうやって見てた!?」

「あ、見てたっていうのは別にその日だけじゃなくって、さらにその前から。麻央ちゃんがシュトラール拾ったくらいから、ちょくちょく」

「そんな前から？」

　ってかそれ、俺おれが来栖と一いつ緒しよにいるようになってからほぼ全部なんだが。

「あのね、あたしもあっちの世界と連絡取ったり、魔獣のデータが入った記き憶おく媒ばい体たいとか受け渡ししなくちゃいけないから、何度かあの公園には行ってたんだよ。あそこ、転送魔ま法ほうにすっごく都つ合ごう良い場所でしょ？」

「──ってことは、ニムさんやメルがこっちに来る以前から、毒島さんの研究グループは、あそこで異世界転送をやっていたと？」

「そうなの。でね、ある日、あたしがいつものようにあそこに行ったら聖せい剣けんが刺さってて──でも、あたしは聖剣を持ち上げられないから、とりあえず、何か変化は無いかって見に行くようにはしてたの」

　そんなある日、突とつ如じよ聖剣は消えており──、

「時々、空に魔ま力りよくの火花が上がったりするのが見えて──。それとなく真ま坂さか高校周辺を気にしてたら、麻央ちゃんの存在に行きついて──」

　ある夜、この公園で、非常に大きな魔ま力りよくが発生した。

「気になって行ってみたら、みんなが大きな魔ま獣じゆうと戦ってて──」

「いたのかよ！　助けろよ！」

「無理に決まってるでしょう。あたし、武器も魔ま法ほうも使えないし」

　そんな毒ぶす島じまさんの言葉の直後、それまで黙だまっていた和かず佐ささんが疑問を投げ掛けた。

「──それこそ、データ化すればいいんじゃないの？　魔獣をデータに変えるとか、よくよく考えたら敵無しなんじゃない？」

「そうも上う手まくはいかないの。魔獣が弱った状態──つまり、体たい組そ織しきにおける魔力の結合が緩ゆるんだ状態じゃないと、データ化して機器に取り込むことはできない」

「……分かるように言ってもらえる？」

「魔獣っていうのは、その体も何もかも、ほとんどが魔力で構成されている。だから、心しん臓ぞうが止まって息絶えると、魔力が分散してすぐに実体が無くなってしまうの」

　以前ヴァイトニルを倒した時も、さっきユニコーンを倒した時もそうだった。体が動かなくなってから、すぐに光の粉こなみたいになって消えていった。

「毛皮や肉を求める猟りよう師したちは、きちんと実体が残るよう、瀕ひん死し状態のうちに魔力を固定化させて、その上で息の根を止める。そういう面めん倒どうなことをしなくちゃならないくらい、魔獣の体は流動的で不安定な物なの」

　だから──と、毒島さんは続ける。

「魔獣をデータ化する際は、瀕死になったところを狙ねらう。逆に、健けん常じような魔獣をデータ化しようとしても、まず無理かな」

「分かる分かる、モンキチもポケ○ンも、ヒットポイント削けずって捕つかまえるからね」

　鼻歌混じりに頷うなずく来くる栖す。なるほど、そういう理解の仕方もあるか。

「そんな訳わけで、あたしはあの時、『あの大きな魔獣、データ化できたら最高だなあ』って指咥くわえながら、みんなのことを見てた。黙だまっててごめんなさい」

　ペコリと頭を下げられる。こういう仕草は、やけにしおらしくて、思わず全て許してしまいそうになる。

「でも、そこまで俺おれたちのことも知ってたんなら、毒島さんも自分のこと、俺たちに話しておいてくれれば良かったんじゃねーか？　相談してくれたなら、まだ──」

「相談したら協力してくれた？　魔獣をネットに流すのでダウンロードしてください──って。もし本当に出現しちゃったら倒してください──って」

「する訳ね──」「もちろん！」

　来栖と声が重なったが、負けた。というか、あえて搔かき消された感がある。

「何でもっと早く言ってくれなかったの？　私、何でもやったのに！」

　来栖が毒島さんの両手を握って、上下にぶんぶん振ふっていた。

　最近、異世界だとかファンタジーだとかと疎そ遠えんになっていたため、ひどく嬉うれしそうだ。

「どうするの、苅かり羽ば……」

　和かず佐ささんが、しかめっ面つらで聞いてきた。

「あの人、放っておいたら何するか分かんないわよ？」

　そのとおりだった。

　悪気は無いのかもしれないが、研究のことしか頭に無いせいで、常に危険と隣となり合わせな感がある。

　来くる栖すと相あい性しようは良いみたいだし、あいつをダシに使って、しばらく監かん視ししていた方が良さそうだ。

「──ん？　そう言えば俺おれ、前にモンキチで、毒ぶす島じまさんから魔ま法ほうの書ってアイテム貰もらったよな？　あの後、パソコンから火が出たのって──」

「ごめんね、あれ、実験用のアイテム間ま違ちがって送っちゃったの」

「だから細心の注意はどうした!?」

「でも、本当に悪いと思ったから、ちゃんと謝あやまりに行ったでしょう？　あの時の『ごめんなさい』は、それも含ふくめての『ごめんなさい』だったんだよ？」

　小さく舌を出して、いたずらに笑う彼女。微かすかに肩を揺ゆらして黒い長ちよう髪はつを震ふるわせるその姿は、月明かりに照らされて──。思わず、目を引かれてしまった。

「（見とれてる場合じゃないでしょーが！）」

　耳元で囁ささやきつつ、脇わき腹ばらへ肘ひじ打うちを入れてくる和佐さん。肝かん臓ぞうが死ぬ。




　──何だか、また面めん倒どうな人が現れてしまった。
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　ユニコーン騒そう動どうの翌よく日じつ。

　午前十一時、自宅、二階。

　熱い日差しが窓から差し込む自分の部へ屋やの中で、出掛ける準備を進める。まあ、準備と言っても、財さい布ふとケータイをポケットに入れるくらいのものだ。

　準備と言うほどでもない準備を済ませた俺おれは、クーラーの風に当たりながら、ベッドに寝転ぶ。

　正直、面めん倒どう臭くさいが、行かない訳わけにもいかない。

　──一人で歩いているうちに、気分も軽くなるだろう。目的地が近付けば、案外前向きになれるかもしれない。

　半なかば自分に言い聞かせ、俺は立ち上がる。

　──行くか。

　そうして部屋を出ようとしたとき、窓の外からくぐもった声がするのに気付く。

　──何だ？

　踵きびすを返して窓を開けると、玄げん関かん前に、見覚えのある電波な女がいた。




「苅かり羽ばくーん！　あそぼー！」




　来くる栖すが片手を上げて叫さけんでいる。

「何やってんだお前は！　田舎いなかの小学生か！」

「迎むかえに来たよー！　早く魔ま獣じゆう倒しに行こー！」

「うるせえやめろ！　魔獣の存在を近きん隣りんに周知するな！」

　ダッシュで階段を駆かけ下り、玄関で靴くつを履はく。

「ねえ、みっちゃん……」

　扉とびらの横には母の姿。玄関横にある窓のブラインドを指でこじ開け、外にいる来栖の様よう子すを観察していた。

「誰だれあの子……」

　こちらに振ふり向く母。期待の表情がそこにある。

「えっと……クラスメイト」

「クラスメイト？　彼女じゃなくて？」

「ハハ」

　無意識に乾かわいた笑いが出た。来栖ルートに入ったらバッドエンドしか見えませんよお母さん。

「あらやだ、結けつ構こう可愛かわいいじゃない」

　結構なんてもんじゃない。見た目に関してだけ言えばかなり可愛い。額がく縁ぶちに入れて飾かざっておきたいくらいだ。一生出てこなければ完かん璧ぺき。

「これから二人で何しに行くの？　魔ま獣じゆう退たい治じ？」

「サラッと言うなよ。適応能力高いな」

「普通の高校生だと思っていた息子が実は異能力者だったと思うと、感かん慨がい深くて」

「そんな設定は無い」

「そうなの？　せっかく『未み知ち』なんていうミステリアスな名前を付けてあげたのに……」

「そのせいで小学校の頃ころＵユＭーＡマってあだ名付けられてたけどな」

「よっ！　人気者！」

「逆、逆。地球外生命体として一週間くらい忌き避ひされてたんだよ。俺おれがタッチするだけでみんなゾンビになる設定なんだぜ。すげーだろ」

「そんなことより──」

「そんなことって……」

　限りなく透とう明めいに近い俺の人権。

「あの子、逃がしちゃダメよ。お母さん、早く孫の顔見たいんだから。みっちゃんに似てて可愛かわいいんだろうなあ」

「似るかなあ……」

　来くる栖すのＤＮＡが強過ぎて、俺の遺い伝でん子しが駆く逐ちくされるんじゃないだろうか。

「あら、何よ真ま面じ目めに考えちゃって。実はまんざらでもないんじゃないの」

「うるせー。黙だまってろ」

「どうしたの苅かり羽ばくん？　反抗期？」

「なに普通にドア開けてんだよお前は！　取り込み中だよ！　空気読めよ！」

「ごめんください」でも「お邪じや魔まします」でもなく、「反抗期？」と言いながら家に入って来たのは来栖こいつくらいのものである。

「苅羽くん、早く行こう？　もう毒ぶす島じまさん着いてるかもしれないよ？」

「何食わぬ顔で話進めてんじゃねーよ。お前、どうして俺の家知ってんだ」

「この辺りはほぼマッピング終わってるから」

「あのな、人の家に来たらまずチャイムを鳴らせ。牧ぼつ歌か的てきな声こわ色いろで魔獣とか言うな」

「押す類たぐいのスイッチはよくトラップになってるし、無む暗やみに押すのはちょっと……」

　そんな物ぶつ騒そうな世界、俺は知らない。

　そして、戸と惑まどう俺の横では、隙すきあらば来栖に声を掛けようとしている母親がいた。

　──絶対嫌いやだ。

　彼女が来栖への呼び掛けを試みようとしたその瞬しゆん間かん、俺は来栖の手を引いて、逃げるように家を後にしたのだった。







　来くる栖すと歩くこと二十分弱──俺おれたちはとあるファミレスに辿たどり着いた。

「いらっしゃいま────せ!?」
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　出で迎むかえたのは、店の制服を着たメガネの店員。引きつった笑顔を浮かべつつ、裏返った声で「何名様ですか？」と聞いてきた。

「……和かず佐ささん？　何してんだ？」

「こっちが聞きたいわよ！　あんたたち、何でいんのよ!?」

　慌あわてふためく和佐さん。どうやらバイトをしているらしいということは理解できたが、よもやこんな近所の店で働いているとは思わなかった。

「昨日みんなで話しただろ？　一度毒ぶす島じまさんを交えて、落ち着いて話をしようって」

　和佐さんは用事があるので無理と言っていたが──どうやらこれがその用事らしい。

「で、でも、ここに集まるなんて決まってなかったでしょ!?　誰だれがこんな所選んで──」

　その時、俺たちの背後で入店のベルが鳴った。

「あ、メガネ団だん子ごさん、制服似合ってますね」

　──毒島さん。

　今日この場所を指定したのも、彼女だった。

「毒島さん……あんた、知ってたの？」

「もちろん。せっかくみんなでお昼食べようっていう話になったのに、一人だけ仲間外はずれだと可哀かわい相そうでしょう？　なので、ここにしましたよ」

　顔を歪ゆがませる和かず佐ささんとは対照的に、満面の笑みを見せる毒ぶす島じまさん。

「ほらほらメガネ団だん子ごさん、席まで連れていってくださいな。三名、禁きん煙えん席せきです」

　この人、素すでやっているのだろうか。それとも狙ねらってイジッっているのか。どちらにしろ毒島さん、恐おそろしい人である。

　さて、和佐さんの歯ぎしりを聞きながら、テーブル席に案内された俺おれたち三人。各おの々おの、和佐さんに注文を告げていくが──、

「闇やみの果実より滴したたりし生き血を一つ」

　来くる栖すが何か言い始めた。

「グレープジュースならドリンクバーにあるから、そっちの方がお得よ」

　和佐さん、何で今の分かったの？　この数ヶ月間のうちに、何だかんだで来栖に染そめられちゃってたの？

「あと、灼しやく熱ねつの海に放たれし大地の恵みも」

「ポテトがお一つ……と」

「それから、闇に覆おおわれし焦しよう熱ねつの血肉を」

「包み焼きハンバーグはセット？　パンとライスがあるけど」

「わが身における天地の中心を輝かがやかせたまえ」

「うちの店、コシヒカリ使ってないわよ」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです」

　最後だけ素すになっちゃったよ。そこは貫つらぬけよ。

　そんな俺の心の声など露つゆ知らず、注文を聞き終えた和佐さんは厨ちゆう房ぼうへと消えていった。

「来栖、日本語で喋しやべれよ」

「日本語だよ。方言だよ。強しいて言うなら異世界弁だよ」

　地方と異世界を同どう一いつ視ししてきた。言語文化を雑ざつに評ひよう価かしやがる。

「二人って、本当に仲良いよね」

　隣となり合う俺と来栖──その向かいで、毒島さんが笑っていた。

「今日はどうしてあたしを誘さそってくれたの？　改めて何か話でも？」

「そりゃ、昨日あんな形で『異世界人だ』なんて言われりゃ、色々気になることも出てくるだろ」

「気になること？」

「どう考えたって、毒島さんの研究は危険なんだよ。昨日だって、一歩間ま違ちがえてたら誰だれか死んでたかもしれないんだぞ」

「だから、あれは間ま違ちがい。不ふ慮りよの事故だったの。やろうと思ってあんな風にした訳わけじゃないもの」

「間ま違ちがいで人が死ぬかもしれないなんて怖こわ過ぎだろ。『間違っちゃった』で許されるなら警けい察さつ要いらねえっつーの」

「科学の進歩は常に失敗から。『間違っちゃった』がきっかけで、新たな技術が生まれるんだからね？」

「間違え方が問題なんだよ。『間違って人を殺す馬出しちゃいました』じゃ、シャレになんねえだろ」

「でもどうにかなったじゃない」

「運が良かっただけだ。あのままあいつが街に出てたらどうするつもりだったんだよ」

「回かい覧らん板ばんで『殺されないように気をつけて下さい』って周知すれば──」

「心掛けでどうにかできる話じゃねーから」

　全ての家に回る頃ころには、恐おそらく街に誰だれもいなくなっている。血ち塗ぬられた回覧板。

「一応、苅かり羽ばくんの言うことも分かるよ？　ちょっと心配し過ぎな気もするけど……」

「し過ぎなんてことは無いだろ。今回みたいに危険な件に関しては特にだ。分かってんのかよ？」

「分かってる。だからあたしだって、昨日からは実験の取り組みをストップしてるもの。新しくネットワークに魔ま獣じゆうのデータを追加することも、既き存ぞんのデータを転送することもしてない」

　毒ぶす島じまさんに備わるギリギリの良心。やはり純じゆん粋すいな悪人という訳わけではなく、モラルが偏かたよった研究者という感じだ。

「本当だろうな……？」

「本当だってば。何なら、あたしの家で色々詳くわしく教えてあげてもいいんだよ？　──苅羽くんがその気になれば、いつでもアパートに二人きりで──」




「ポテトお待たせしました！」




　やたらデカい和かず佐ささんの声。乱暴にフライドポテトがテーブルに届けられた。

「店員さん、もう少し丁てい寧ねいにお仕事できませんか？」

　毒島さんが笑顔を崩くずさずクレームを付ける。

「猥わい談だんは他のお客様のご迷めい惑わくになりますので、お控ひかえください」

　ゴミを見るような和佐さんの視線が、毒島さんに突つき付けられる。あと、ちょくちょく俺おれにも。でも俺悪くないんじゃないですかね。

「猥談で思い出したけど、毒島さん、飛ひ竜りゆうワイバーンってデータ化してたりしない？」

　相変わらず空気を読まない来くる栖す。

「ねえ毒島さん、今ここで一いつ匹ぴき出せたりしないの？」

「来栖、今はそういう話じゃなくてさ」

　ツッコんでみるものの、来くる栖すは止まらず、自分の聞きたいことを次から次へと聞いていく。

　それに毒どく気けを抜かれたのか、和かず佐ささんと毒ぶす島じまさんの凍こおった時間が動き出した。和佐さんは踵きびすを返し、毒島さんは来栖の話に耳を傾かたむける。

　その後、料理が運ばれてきても、来栖の質問は終わらなかった。料理を一口飲み込んでは喋しやべり出し、また一口飲み込んでは喋り出し──という具合だ。

　まあ、それでもいい。

　重要なことは、毒島さんをできる限り一人にさせないこと──今日、俺おれが彼女を食事に誘さそったのも、時間を共有することそれ自体が目的だった。

　昨日の話を聞く限りでは、毒島さんも悪気は無いのだろうが、それにしてもやることがドギツイ。

　間ま違ちがって俺に火事の素もとを送り付けてきたり、間違って来栖のスマホからユニコーン出るようにしたりと、ケアレスミスが多い。

　それに、研究で頭がいっぱいのせいか、はたまた異世界文化の土ど壌じようなのか、善ぜん悪あくの判断に疎うとい。自分のしていることがどれだけ危険なものか、一歩間違えればどれだけの被ひ害がいが出るのかなど、お前本当に考えてんのかと言いたくなるくらいザルだ。しかも、それを指し摘てきしてもケロッとしている。

　そんな彼女に必要なのは、まず監かん視しの目。

　彼女が何をしているのか、何をしようとしているのかを事前にしっかりと把は握あくしておくこと。何とかして、昨日のような事態を未然に防がなければならないのだ。

　来栖の聖せい剣けんにしたって、刃はがボロボロで、あとどれだけ使えるかも分からない。ニムさんやメルがいればまた話は変わってくるのかもしれないが、あの二人には期待できないだろう。

　聖剣シュトラールの一件にすでにカタがついている現在、彼女たちがこっちの世界に来る理由など、どこにも無い。

　今回ばかりは、俺たちが何とかするしかないのだ。

　幸い、来栖とはウマが合うみたいで、毒島さんの態度も好意的だ。

　夏休みということで、通学に左右されずに時間が取れるため、監視するにも都つ合ごうが良い。

　日ひ毎ごとにどこかへ遊びに誘さそい、研究とやらに取り組む時間を減らしつつ、その内容についても徐じよ々じよに聞き出していければ御おんの字だ。

「──あ、そうそう、今日のお礼と言ったら何だけど、明日、二人は暇ひま？」

　来栖との話を一段落させた毒島さんに尋たずねられる。

「うちの近くの桔き梗きよう野の神社でお祭りがあるんだけど、一いつ緒しよに行かない？　せっかくの機会だし、ね？」

「お祭り？　年に一度の村の神事で、ひょんなことから封ふう印いんされていた魔ま獣じゆうが目を覚さましてしまう的なアレ？」

　一いつ般ぱん論ろんの如ごとく来くる栖すが言うが、どこのどういうアレなのか全く分からない。

「でも今持ってるボロボロの聖せい剣けんで、どこまで通用するだろう……？　人混みもウザ──危険だし、行くのはやめた方が良いかもしれない」

　魔ま獣じゆうの封ふう印いんが解とかれることを懸け念ねんしているらしい来栖。単に面めん倒どう臭くさいから行きたくないだけのような気がしないでもない。

「あれ、麻ま央おちゃんあんまり乗り気じゃない？　苅かり羽ばくんは？」

「俺は別に構わないけども」

「じゃあ、苅羽くんだけでもどう？　一いつ緒しよに行く人がいなくて困ってたの。──あ、でもそしたら二人っきりになっちゃうね？」

「え？」




　──ガッシャン、と。




　食器の割れる音がした。

　席から数メートル離はなれた通路で、和かず佐ささんが割れたコップを処理している。空あいたテーブルから食器を片付ける際に落としたようだ。

「うわ、大だい丈じよう夫ぶ、和佐さん？」

　三十代ほどの男の店員が声を掛けていた。対して、いつの間にか虚うつろな面おも持もちとなっていた和佐さんが答える。

「はい……ちょっと風か邪ぜひいたみたいで頭が痛くて……あの、店長、明日の夜のシフト、休んでいいですか？」

「え、明日人足りないんだよなあ……。今日もう帰っていいから、明日までに治なおしてよ」

「……いや、何ていうかこれ、ひき始めの風邪っぽいので、明日になったらなおひどくなりそうな感じ──」

「あ、ひき始めの風邪に効く薬持ってるよ。今持って来てあげ──」

「あれ、何か今日は働けそうです。ただ、今ちょうど風邪の菌きんが入って来た感じなので、明日辺り発症するかもしれません。ってか多分そうです」

「やむを得ないな……明日はマスクを付けてシフトに入ってもらうよ」

「そうじゃなくて。マスクを付けても衛えい生せい的てきにまずいじゃないですか。休ませた方が良くないですか？」

「熱出ないなら働けるんじゃない？」

「出ます。出します」

「出します？」

「わたし、今から出しゆつ勤きん簿ぼに書いてきます。明日病欠って書いてきます」

「待って、待って」

　事務所に引っこむ和かず佐ささん。店長が引き止めようとするが、まだガラスが片付いていないので、彼はその場を離はなれることができない。

「苅かり羽ばくん」

「どうした、毒ぶす島じまさん」

「多分、二人きりじゃないかもね」

「え？」







　翌よく日じつ、日が沈しずみ始めた時分。

　桔き梗きよう野の神社周辺には、橙だいだい色に光る提灯ちようちんが至る所に吊つるされ、出店が立ち並んでいた。

　行き交う人の波に紛まぎれ、俺おれたち四人も祭り独特の雰ふん囲い気きに身を包まれている。

「結けつ構こう浴衣ゆかたの人いるのね……浮くかと思ったけど、心配無かったみたい」

　桃もも色の浴衣を着付けてきた和佐さんが、周囲を見回しながら感心していた。

「わたし的に、来くる栖すさんまで浴衣で来たのは意外だったけど……」

　和佐さんが来栖に目を向ける。

　来栖はごく薄うすい紫むらさき色を基調とした花はな模も様ようの浴衣ゆかた。帯がきついのか、単に着慣れていないだけか、さっきから着き心ごこ地ち悪そうに体を揺ゆすっていた。髪かみの毛は後ろで結ゆっており、見慣れた薄紫色のリボンが目に入る。

　あと、何な故ぜかまたしてもキーボードケースを持っていたが、もはや誰だれも何も言わない。

「そもそもお前、来るの嫌いやがってなかったか？」

「よくよく考えると、お祭りは霊れい的てきなものが集まってきそうだから、アンデッド系のモン」

「ＯＫ。分かった」

　ブレない来栖。俺おれともども呆あきれ顔の和佐さんが話を続ける。

「来たのはともかく、浴衣持ってたことに驚きなんだけど」

「これお母さんの。お祭りに行くって言ったら、強引に着せられた」

「強引に？」

「うちのお母さん変だから。友達と行くって言ったら急に泣き出して、男の子もいるって言ったら、タンスから浴衣漁あさり出したの」

　お母さんも今までずいぶん心配したのであろう。心中察するに余りある。

「そう言えば、和佐さんも風か邪ぜだったのでは……？」

　そう言ったのは毒ぶす島じまさん。藍あい色の浴衣に身を包み、いたずらな笑みを浮かべている。

「そう、風邪よ、風邪。でも、バイトに休みの連絡は入れてるから何も問題ないわよ」

　淡たん々たんと喋しやべる和佐さんに、俺も毒島さんもツッコミは入れない。

[image: ]

「あ、あれは……」

　来くる栖すが何かを見つけたらしく、急に歩みを速めた。他三人のことなどお構いなしに、どんどん先へ進んでいく。おい、団体行動、団体行動。

「苅かり羽ばくん、これ──」

「何だ？」

「かの名作ＲＰＧ『ヴィジオネア・エンデ』の最新作だよ……！」

　来栖の真ん前にあるのはくじ引きの出店。そして、店の中央奥にデカデカと飾かざられている景品。それは一本のゲームソフトとゲーム機本体のセット。脇わきには「１００番の景品！」という文字。

　シリーズ十本を超こえる人気ＲＰＧのヴィジオネア・エンデ──通称ヴィジエン。来栖をファンタジーの世界へと引きずり込む元げん凶きようとなった、ある意味忌いまわしのゲームシリーズである。

　くじには、何も書かれていないハズレのほか、１～１００番の番号が書かれているらしく、その数字に応じた景品が貰もらえるらしい。

　くじ一回３００円。ついこの前出たばかりのヴィジエン最新作は６９８０円、プラス、ゲーム機が３万円。１００回以上くじを引いても、当たれば確かに元は取れる計算だが──。

「やめとけ。絶対店で買った方が安い」

　こんなの、本当に当たりが入っているかも怪あやしいもんだ。

「でも──」

「他に欲しい景品も無いんだろ？　だったら──」

「大だい丈じよう夫ぶ、私、運のパラメータ高いから」

　運の良い奴やつが、こう何度も魔ま獣じゆうに襲おそわれるような生活を送るだろうかと思ったが、こいつにとってはそれが一種の幸せなのかもしれないとも思う。そう考えれば、珍めずらしく彼女の発言に論理的な正しさがあると言えよう。もしかしたら、本当に１００番を引き当て──、




「はいハズレ。これ残念賞ね」




　店のおっちゃんの声が響ひびく。分かってた、分かってたよ。

　来くる栖すの手には、消しゴム大の、何だかよく分からない毒々しいフィギュア付きキーホルダーが渡されている。タグには「空想魔獣食品サンプル[image: なんばー]１２──ケルベロスの酢す漬づけ──」とあった。何か見たことある気がしないでもない。

「おかしいよ！　何で!?　インチキ！　イカサマ！　不正！」

「おいバカやめろ」

　納なつ得とくできなかったらしく、やおら来栖が叫さけび出した。トンデモクレーマー現る。

「そうそう当たるもんじゃねーから。一回でとか、まず無理だから」

「それは苅かり羽ばくんのパラメータから見た場合でしょ」

「違う。確かく率りつ。期待値。数学」

「意味分からないこと言って煙けむに巻こうとしないでよ！　もっと分かるように言って！　苅羽くんのバカ！」

「なに逆ギレしてんだお前は。それに意味分からなかったらヤバいぞこれ。来年には受験だって──」

「今、夏休みだよ!?　どうしてそんな話するの!?　不ふ謹きん慎しん！　それに、みんながみんな受験に向かって頑がん張ばってる訳わけじゃないもん……うぅっ！」

　来栖が膝ひざから崩くずれ落ち、吐はき気けを抑おさえるかのように、口に手を当てた。

「来栖、就しゆう職しよく希望だっけ？」

「働く訳ないじゃん！　なに言ってんの!?」

　ニート志向だった。

　なるほど、現実を見つめるには、夏休みという時間は優やさし過ぎたのだろう。

「──欲しいの？」

　毒ぶす島じまさんが、来栖を見下ろしつつ尋たずねる。

「え？」

「あれ、欲しいの？」

　毒ぶす島じまさんは店の奥のヴィジエンを指差す。対して、来くる栖すは黙だまって頷うなずいた。

「３００円ね」と、毒島さんはおっちゃんに小こ銭ぜにを渡すと、さっさとくじ箱に手を突つっ込む。

　ガサガサと箱の中で音がして、やがて取り出される一枚のくじ。毒島さんが店のおっちゃんにそれを渡すと──、




「──え!?」




　くじをひらいたおっちゃんの顔が歪ゆがむ。

　と同時に、毒島さんがおっちゃんの手から素す早ばやくくじを取った。

「やったね」

　彼女が俺おれたちに見せたくじには、「１００」の数字がプリントされている。

　毒島さんのどこかいたずらな笑みが、提灯ちようちんの明かりに照らされていた。







　毒島さんの手に提さげられた大きな袋ふくろ。先ほど手に入れたゲーム機とソフトが入ったそれは、彼女が歩く度たびにゆらゆらと揺ゆれる。

「まさか本当に当たるとは……」

　俺たちの誰だれもが驚おどろいていた。

　たった一回で狙ねらいどおりの景品を当ててきた毒島さん。当の彼女は、涼すずしげな顔で鼻歌を歌っている。

「私の見せ場だったはずなんだけど……おかしいなあ」

　未いまだ自みずからの運を信じ続ける来栖が首を傾かしげていたが、取り立てて不満がある訳わけではなさそうだ。思わぬ形で毒島さんが景品を当てたため、どう喜べばいいのかよく分からなくなっているように見える。

「店の人、めちゃめちゃ嫌いやそうな顔してたな。こんな早い時間に目玉が無くなりゃ当然と言えば当然だけど」

「もしかしたら、本当に無かったのかもね」と毒島さん。

「無かったって？　何が？」

「１００番のくじが」

　毒島さんが、先ほど引いたくじをつまみ、ひらひらと見せる。

　相変わらず「１００」の数字が見えるが、その瞬しゆん間かん、彼女の指先が青白く光った。

「あれ？」

　それは一いつ瞬しゆんのことで、何が起きたのか理解するまでにやや時間を要した。

　──彼女が持っていたくじから数字が消え、ただのハズレくじに成り下がっていたのだ。

「これ、どういう──？」

「手品……というか、魔ま法ほうかな」

　毒ぶす島じまさんが上うわ目め遣づかいで笑う。

「魔法？　え、でも毒島さん、魔法なんて使えないって、この前──」

「魔法とも言えないような魔法だもの。炎をバーンと出したり、結界を張ったりするような派手なものじゃない。ただ、自分の周囲にあるものの文字や記号を書き換かえることができるっていうだけの魔法。あたしができるのは、それだけだから」

　奥ゆかしく──というよりは、どこか自じ嘲ちよう気味に述べた彼女。

「──ってことは、毒島さんもメルみたいな……魔法使いエルフエンの血が入ってるってこと？」

　来くる栖すが思い出したように言う。

　魔法はその血けつ統とうの人間──エルフェンという人種しか使えない。今まで俺おれが出会った中で、エルフェンはメルだけだった。

「そうなのか？　じゃあ何で魔ま獣じゆうのデータ化なんて、科学者みたいなことやってるんだよ？」

「あ、苅かり羽ばくんひどいなあ」

　毒島さんが、俺の眼がん前ぜんに人差し指を突つき立てた。

「今のは人種差別だよ？『エルフェンは魔法を使う仕事だけしてろ。科学者なんてやるな』なんていうのは、現代の異世界においては由ゆ々ゆしき思想だからね？　女は家庭に入れ、くらいの傲ごう慢まんなものの見方だよ？」

　茶ちや化かす様よう子すを残しつつも、その実、彼女の口調には真ま面じ目めさが見え隠かくれしていた。

「まあ、こんな地味な魔法でも、こっちの世界で住民票偽ぎ造ぞうしたりするにはもってこいだったけど──まあそれだけだよね。こういう魔法しか使えなくて、しかも魔ま力りよくも大して無いから、あたしは研究職なんてことをやってるの」

「何か意外。魔法使える人って、みんなメルみたいにドカドカ魔法使ってるのかと思った」

　来栖は声のトーンを落としていた。毎度のことながら、異世界への期待がまた一つ外れてしまったようだ。

「そういう人は恵まれてるんだよ。色々な種しゆ類るいの魔法のセンスがあって、しかも魔力量まで多いなんて……ね」

「普通は違うの？」

「麻ま央おちゃんも恵まれてる人だから分からないかもしれないけど、センスも無い、魔力も無いエルフェンなんて、そんなに珍めずらしいものじゃないよ。両親がすっごく見込みのあったエルフェンでも、生まれてくる子供にその素そ質しつが伝わらない場合もある。そういう子は、ちょっと辛つらい思いをするかもしれないけど……」

　他にも、センスはあるが魔力が無いとか、逆に魔力があるがセンスが無いとかで、ろくな魔法を扱あつかえないエルフェンも多い──毒島さんはそう補ほ足そくした。

「なるほどねー。ＲＰＧでも、かつて世界を救った魔ま道どう士しが隠いん居きよ生活中だったりすると、魔ま法ほうは覚えてるけどＭＰゼロになってたりするもんね。センスはあるけど魔ま力りよくが無いって、つまりそういうことだよね？」

　リアルとゲームを一いつ緒しよにするなよと普段言っているが、今回の来くる栖すの比ひ喩ゆは間ま違ちがっていなかった。毒ぶす島じまさんも否ひ定ていしない。

　来栖が言葉を続ける。

「今思ったんだけど、私の魔力を毒島さんに分けたりすることってできないの？」

「魔力の受け渡しってこと？　そういう場合は、人と人を繫つなぐ媒ばい介かいとなるものを通して、魔力を授じゆ受じゆしなくちゃならないんだけど──」

「媒介となるもの？」

「二人の間で通じ合った物体──たとえば婚こん約やく指ゆび輪わだったり、そういうお互たがいに大事にしているものを通さなきゃ、魔力の受け渡しって難むずかしいんだよね」

　彼女は寂さびしげな笑みを浮かべて言葉を紡いだ。

「お互いの体や心に深く結びついている物──それが、二人の魔力の波は長ちようを合わせるキーになるの。だから、魔力の受け渡しって結けつ構こう面めん倒どうなの」

「じゃあ、このヴィジエンセットは？」

　ちょっと二人の思い出が足りな過ぎやしないだろうか。毒島さんも苦笑いだ。

　それに対し、来栖は納なつ得とくいかなそうに愚ぐ痴ちを吐はく。

「ダメかなあ？　でも、毒島さんがせっかく私のために取ってくれたんだよ？　私としては友好度ＭＡＸだし、もし毒島さんとパーティ組んだら相あい性しよう補ほ正せいで攻こう撃げき力りよく一割増しにはなるよ」

「──こんな地味な魔法も、誰だれかの役に立つんだね」

　来栖の言葉を受けて、毒島さんは感かん慨がい深げに、そんなことを言った。

「そんな風に喜んでくれるなら、あたしの魔法もまだ捨てたものじゃないのかもしれない。何か、凄すごく嬉うれしい発見だな……」

　毒島さんが髪かみを払いながらはにかむ。一いつ瞬しゆん顔を覗のぞかせたうなじが、橙だいだい色の明かりに温かく照らされた。

「あ、和かず佐ささんはどこか見たいところとか無いのか？」

　先ほどから来栖と毒島さんばかり喋しやべっていて、和佐さんが黙だまりこくっていた。来栖と毒島さんがいれば、いつもどちらかにはツッコんでいくのに、今日は珍めずらしくそれが無い。

　和佐さんの顔を見ると、妙みように上気しているような印象を受けた。照明だけのせいでは……無いような気がする。

「和佐さん？」

「…………ん？　あ、ごめん、何？」

　目も虚うつろだ。呼吸が深く、肌はだが妙みように汗あせばんでいる。

「──おい、まさか」

　和かず佐ささんの額ひたいに手を当てる。湿り気けを帯びた肌を通じて、確かな熱が伝わって来た。

「熱あるんじゃねーか……！」

「……だから言ったじゃない、風か邪ぜだって」

　疲れた笑いを浮かべる彼女。瘦やせ我が慢まんが透すけて見えた。

「冗じよう談だん言ってる場合かよ──って、おい!?」

　和佐さんの体が、こちらに倒れ込む。慌あわてて支えると、触ふれる箇か所しよ全てからその高い体温が伝わってきた。

「ごめ──ん。わたし、帰ろうかな……」

「帰ろうかなって、一人じゃ無理だろ……ほら」

　俺おれは体を翻ひるがえし、彼女に背中を向けた。

「……何？」

「まともに歩けそうにないから、背中貸すよ。乗れ」

「な──！　い、いいわよ……！　あたしまだダイエット終わってないし……！」

「いいから。和佐さんくらいなら、まだ何てことない。出店抜けて道路に出たらタクシー呼ぶし、すぐだ、すぐ」

　胸が無い分、体重も軽いだろう。言わないけど。

「じゃあ─────、ぅん……」

　聞こえるか聞こえないかくらいの声で、彼女は肯こう定ていの弁を述べた。

　背中に重みが加わる──が、想定の範はん囲い内ない。これなら、途中で休まずとも道路に出られそうだ。

「あ、そうだ、これ──」

　毒ぶす島じまさんがスマホを取り出し、和佐さんに渡した。

「……何よ、これ？」

「データ化した冷れい気き魔ま法ほうが残ってるから、使って。少しは体冷やせると思うの」

　毒島さんがそう言うと、スマホの液えき晶しようが光り、小さな淡あわ雪ゆきが放たれた。和佐さんの顔の周囲に留とどまったそれら──俺の頭の後ろで、空気が冷たくなっていくのが分かる。

「あり──がと」

　ウマの合わない相手からの突然の好意に、戸と惑まどいを見せる和佐さん。だが、詰つまらせた言葉に帯びる感情はどこか温かい。

「そんなこともできるんだな」

「便利でしょう？　あたしが研究する理由も分かってもらえた？」

　得意気げに話す毒島さん。その笑顔はいつもと微び妙みように違い、純じゆん粋すいにはしゃいでいるような無む垢くな笑みだった。

「苅かり羽ばくん、私たちは──？」

　踵きびすを返し、一歩を踏ふみ出そうとしたところで、来くる栖すに呼び止められた。

「とりあえず、毒ぶす島じまさんと二人で店回っといてくれ。俺おれも和かず佐ささん送ったら戻もどってくるから。もしも途中で帰るならメールくれ」

　彼女の了りよう解かいも待たず、俺は歩き出す。

「あ──」

「ん？」

　途と切ぎれた来栖の声。「どうかしたか」と尋たずねたが、「何でもない」とだけ返された。珍めずらしく神しん妙みような顔をしているが、それだけ和佐さんが心配なのだろう。あいつも良いところがある。

　──来栖たちと分かれて数分、和佐さんを背せ負おって歩く。

　地面に足を置く度たび、振しん動どうで彼女の髪かみが揺ゆれる。汗あせの湿しつ度どに紛まぎれて香るシャンプーの匂においが、俺の周りに放たれていた。

「苅羽……」

「ん？」

「ごめんね……」

　風か邪ぜで弱っているせいか、やけにしおらしい和佐さん。いつもの強気な姿勢とのギャップを感じ取らずにはいられない。

「せっかくみんなで来たのに……こんなことに付き合わせちゃって……」

「いや、別に……祭りも今日だけって訳わけじゃないし」

　そう、さほど深刻なことではないのだ。

　今だって、来栖と毒島さんという気の合う二人が残っているので、俺が心配することは特に無い。俺自身の祭りの時間が減ったということはあるが、祭りなんて、今後もまだまだ機会はあるだろう。

　残念だったと言えば、今こうして女性をおんぶしているというのに、若じやつ干かん期待していた「背中に掛かる圧力」がほぼ感じ取れないことだ。

　よく「柔やわらかいものが当たっている」だとか「背中へのご褒ほう美び」だとかいう話を耳にするのだが、いかんせん、まるでその可か能のう性せいが感じられない。

　多分来栖とかであればそういうこともあったのだろうが、まあ和佐さんならね、しょうがないね。

「本当にごめんね……わたしのせいで……」

「いや、別に和佐さんが悪い訳じゃないだろ」

「でも……」

「こういうのは遺い伝でんとか、今までの食生活とかもあるだろうから」

「きちんと野菜とかは摂とってたつもりだったんだけど……」

「やっぱ牛乳とかじゃないか、牛乳」

「カルシウムとか？　まあ大事じゃないことは無いわよね……。うん、これから気を付ける」

「いやー、今から気を付けても遅くないか？　もう育たないだろ」

「…………苅かり羽ば？」

「ん？」

「何の話をしてんの？」

「そりゃむね────待った」

「なに？　胸？」

「違う、ごめん、間ま違ちがい、むね……むね……無念だけども今日のことは気にしないでくれ、ってことを言いたかった」

「……下ろして」

「待って、声が怖こわい、声が」

「うるさい！　下ろせバカ！」

「痛いてえ！　暴れるな！　落ち着けって！」

「変へん態たい！　ドスケベ！　そんなに巨きよ乳にゆうが好きだっていうなら、春場所でも夏場所でも千せん秋しゆう楽らくでも見に行けばいいのよ！」

「いや、男はちょっと……」

「あぁ!?」

「何でもないです」

　怒りの苦く言げんを呈ていされながらも、出店の通りを抜け、やっと道路に出る。だが、タクシーを待つ間も俺おれは、この世にあらん限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを頂ちよう戴だいしていた。

「あ、タクシー来た、タクシー。一応、俺も家まで乗っていこうか？」

「結けつ構こう！」

　ですよね。

「えーと、それじゃ、また……お気をつけて……」

　しどろもどろな別れの挨あい拶さつを繰くり出し、俺は彼女をタクシーに乗せた。「返しといて」と毒ぶす島じまさんのスマホを渡されるが、その間も、和かず佐ささんはずっとジト目で俺を見る。

「苅羽」

　タクシーのドアが閉まる瞬しゆん間かん、呼び止められる。

「──バカ」

　今までとは違う弱々しい口調で、彼女は一言、そう呟つぶやいた。

　閉まりきった扉とびら。

　タクシーが走り出す。

　どこか物悲しくも聞こえた最後の言葉が、妙みように耳に残っていた。







　祭りに戻もどると、来くる栖すと毒ぶす島じまさんは歩道の脇わきに待機していた。

「悪い、待たせた」

「遅いよ。ダンジョンの入り口に戻る魔ま法ほうとか使いなよ」

　無茶言うなや。

「和かず佐ささん、大だい丈じよう夫ぶだった？」と毒島さん。

「ああ、俺おれの絶ぜつ妙みようなトークスキルで、すでに力を取り戻している」

「またまた。なに言ってるんだか」

　毒島さんに軽くあしらわれる。噓うそじゃないのに。

「二人はもういいのか？　特に何も無いなら、今日は解散でもいいけど」

　毒島さんにスマホを返しつつ、尋たずねた。

　来栖と毒島さんが顔を見合わせ、視線で相談するが、二人ともどこか物足りなさそうな顔をしている。

「もうちょっと見ていくってことでいいのか？」

　二人の返答を待たずして尋ねる。今度は二人とも「うん」と答えた。

　ただ、まだ遊ぶと言っても、俺がいなくなっていた間に、二人は結けつ構こうな数の店を回ったように思われる。

「来栖、さっきから言おうと思ってたけど、唇くちびるにめっちゃ青ノリ付いてるからな」

　俺はポケットティッシュを取り出し、彼女の口をざっと拭ふいた。

「なに食ったんだよ？　たこ焼きか？　それとも焼きそば？」

「あと、お好み焼き」

「全部かよ！」

　和佐さんはダイエットなどと言っていたが、来栖はそんなことお構いなしのようだ。まあそうやって気の向くままに食べていったものが、良い栄養になっているのだろう。和佐さんとは似ても似つかない膨ふくらみが目に入る。

「なに？」

　来栖が俺の顔を覗のぞき込んで尋ねてきた。視線を辿たどられないように、慌あわてて目を逸そらす。

「何でもない。……んで、これからどの店行く？」

「できれば聖せい剣けんチックなお店で」

「お前は露ろ店てん商しように求めるレベルが高過ぎる」

「みんな経営努力が足りないよ」

　知った風なことを……。

「バトルアクション的なところで射しや的てきはどうだ？　ジョブ：ガンナー気分で」

「飛び道具はいいや。勇者っぽくないし」

　来くる栖すはそう言うが、そもそも勇者っぽい出店があるかどうか。

「あの、あたし、金魚すくいなんか良いんじゃないかと思うんだけど……」

　毒ぶす島じまさんが控ひかえめに片手を上げる。

「金魚すくい？　俺おれは構わないけど……」

　来栖は賛さん成せいしないだろうなと思い、目を向けると、

「金魚救い……うん、囚とらわれの金魚を魔ま王おうの手から救い出すみたいで良い感じ」

「金魚攫さらう魔王って何だよ。費用対効果の見み極きわめが下へ手たくそ過ぎるだろ」

　来栖は答えず、毒島さんと金魚すくいの出店へと向かっていた。聞けや。

「あんなに囚われの金魚が……。救出には作戦が必要だね」

　金魚すくいに勤いそしむちびっ子たちの後ろで、来栖がガチ顔でのたまう。ちびっ子が何人か振ふり向いたが、どうぞ気にしないで続けて。このお姉さん普通じゃないから。

「久しぶりに見たけど、意外と金魚って速く動くんだな」

　水すい槽そうには、何十匹もの金魚が泳ぎ、色とりどりのスーパーボールが浮かんでいた。

「そうだね。どうにかして金魚の動きを鈍にぶらせないと……」

「あたしのスマホに入ってる冷気魔ま法ほうで水温を下げて、活動を抑よく制せいするっていうのは？」

　毒島さんが祭りの風ふ情ぜいをぶち壊こわす反則技を提案した。さすが異世界人。

「それなら、いっそ最大限温度を下げて、全部凍こおらせちゃった方が早くない？」

　身も蓋ふたも無いことを言う来栖。金魚救出作戦がジェノサイドと化す。

「人質を皆みな殺しにしてどうする」

「殺す訳わけじゃないよ。一時的に冷れい凍とう保存するだけだよ。凍ってる間は齢としも取らないし、鮮度が維い持じされるはず」

「なるほど」

　今、どこに納なつ得とくしたんだ毒島さん。

「それじゃあ早さつ速そく、救出に向かいますか」

　来栖が意い気き揚よう々ようと水槽の前に向かい、店主に料金を支払った。金魚を入れる椀わんとポイを受け取り、かくして、金魚救いが始まる。

　開始早々、来栖が毒島さんに視線を送り、毒島さんもそれに頷うなずきで返す。え、なに、マジで魔法使うの？

　そんな俺おれの心配をよそに、毒島さんはスマホ片手に来栖の横に移動すると、そのまましゃがみ込んだ。ごく自然な一連の動き。

　来栖の逆ぎやく隣どなりでは、一人挟はさんだ先に、やたら上う手まい子供がおり、すでに何匹も金魚をすくっていた。ギャラリーも店主もそちらに目が行っており、毒島さんが水槽の上にスマホをかざしている様よう子すに気付く気配も無い。

　──毒ぶす島じまさんのスマホがほんのりと青く光る。

　下を向いた液えき晶しようから、粉こなのような雪とともに、冷気が放たれる──ことは無く。




　──ボチャン。




　水面に何かが落ちた。

　そこには、この世のものとは思えない──黄金色に輝かがやく、まさしく「金魚」の姿があった。

「あ、間ま違ちがった」

　周囲の喧けん騒そうに紛まぎれて、小さく響ひびく毒島さんの声。

「（おい！　何だこれ!?）」

　声を潜ひそめて問い質ただす。

「（間違って、保存してた魔ま獣じゆう出しちゃった）」

「（魔獣？　これ魔獣なの？）」

　来くる栖すがやたら嬉うれしそうな声を上げた。

「（金魚に姿かたちは似てるけど、雑ざつ食しよくで食欲旺おう盛せい。目の前で動くものは何でも──）」

　毒島さんが語り出してすぐ、黄金のそれは、周囲の金魚に食らいつき始めた。体長は金魚と変わらないが、やけに口が大きく、小さな牙きばも見えた。

「（あ、金魚の動きが弱々しくなった。チャンス！）」

　来栖が勢いよくポイを動かす。

「（チャンスとかそういう問題じゃねーだろ！　早くすくえ！）」

「（分かってるよ。さーて、金魚何匹取れるかな～）」

「（金魚じゃなくて！　魔獣をすくえっての！）」

「（いや、ここはもう少し泳がせておいて、もっと金魚を一いち網もう打だ尽じんに）」

「（その前にバレるだろーが！　さっさとすくえ！）」

　幸い、未いまだギャラリーの視線はちびっ子名人にある。

　来栖は渋々ながらも、そのフラストレーションを晴らすかのように、やたら勢いよく魔獣をすくい上げた。

　魔獣が空中でピチピチと躍おどる。

　それは、来栖の後ろで待機していた俺おれが持つ、ヴィジエンセットの袋ふくろの中へと、見事にホールインワンを決めたのだった。







「ヴィジエンが生なま臭ぐさくなっちゃった……」

　金魚すくいの出店を後にして、来栖が情けない声で嘆なげく。

「お前があんな取り方するもんだから……」

　来くる栖すの手にはキーボードケース。もう片方の手には、魔ま獣じゆうとスーパーボールを水に浮かべたビニール袋ぶくろがぶら下がっている。

　魔獣をすくい上げてポイが破れた来栖は、残念賞としてボール一個を与えられていた。すぐにそこへ魔獣を移したものの、魔獣がのたうち回ったヴィジエンの袋の中は、すでに魚臭くささで溢あふれてしまっている。

「ま、バレなくて済んで良かったじゃない」

　毒ぶす島じまさんが笑いながら言うが、元げん凶きようはこの人だ。

「そーだね、こうして魔獣も手に入ったことだし、良しとしよーか」

　来栖ものん気に喜んでいるが、お前それどうするの？　飼かうの？

「どうしたの苅かり羽ばくん、変な顔して」

「いや、だって来栖、それ魔獣だぞ？　どうしてそんな喜べるんだよ？」

「え、だって魔獣だよ？　どうして喜ばずにいられるの？」

　異世界人みたいなこと言いやがる。

「これぞ私と毒島さんによる連れん携けいの賜たま物ものだよ。苅羽くんが途中で変な指示を出さなければ、金魚五十匹は取れたはず」

「それは言えてるかも」

　いつの間にか二人が意気投合している。俺おれを悪役にしているのが少々引っ掛かるが、友情を深めたのであればそれも良いだろう。

「まあ苅羽くんはビビリだからしょうがないね」

「知ってる。中学の頃ころ、参考書に挟はさんでジャ○プのラブコメマンガ買ってたもの」

「やめろや、ちょっとマジで」

　精神力が削けずられていく。いいじゃないそれくらい。表紙がエロいと恥はずかしいんだよ。察してくれよ。

「じゃあ、もういい時間だし、今日は解散ということで」

　やや強引ではあったが、ここで場を仕切る。和かず佐ささんの一件もあったため、予想以上に時間が過ぎていた。

　毒島さんと俺たちでは家が逆方向のため、彼女とはここでお別れだ。

「麻ま央おちゃん……に、苅羽くん」

　毒ぶす島じまさんが妙みように改まった声を出す。

「今日は本当にありがとう……あたし、楽しかった」

　どこか恥ずかしそうに、それでいて、穏おだやかな笑顔を浮かべる彼女。

「私も。一いつ緒しよに金魚すくいしたの、すっごく面おも白しろかったから……また来ようね」

　魔獣入りの袋を掲かかげ、来栖もまた笑みを向けた。提灯ちようちんの明かりに照らされた二人の頰ほおに、温かな橙だいだいが灯ともる。

　毒ぶす島じまさんは名残なごり惜おしそうに踵きびすを返すと、何度か振ふり返ってこちらに手を振り、やがて、道の角を曲がっていった。

「──俺おれたちも行くか」

　来くる栖すと並んで歩く帰り道。彼女はキーボードケースと魔ま獣じゆうの袋ふくろを提さげ、俺はゲーム機セットを持たされている。毒島さんが太っ腹にも、本当に景品を来栖にプレゼントしていたためだ。

「そう言えば苅かり羽ばくん、今日、ほとんど何もしてないんじゃない？　遊んでないし、食べてもいない」

「まあ、アクシデントあったしな。また今度、どっかの祭りに行ければいいんじゃねーか」

「そっか……じゃあ、せめてもの慰なぐさみにこれをあげる」

　酢す漬づけにされたケルベロスのキーホルダーを渡された。……要いらねえ。

「…………やっぱ悪いから、いいよ」

「遠えん慮りよしないで、私要らないから」

「お前今要らないって言ったな!?　ゴミ押し付けただけかよ!?」

「そ、そんなことないよ！　苅羽くん喜ぶかなって思ったんだよ！」

　そう言って、ポリポリと右みぎ頰ほおを搔かく来栖。

　ちなみにこの仕草は、彼女が噓うそを吐つくときの癖くせである──って、

「やっぱり噓なんじゃねーか！」

「しまった！」

　クロ確定の一言。語るに落ちるとはこのことである。

「ったく……」

　最終的に俺が折れてキーホルダーを譲ゆずり受けた。絶対に身の回りの品には付けたくない代しろ物ものだ。

「あれ？　何かそれ、光ってねーか？」

　目に付いたのは、来栖の持つキーボードケース。黒く長いケースが、ぼんやりと赤みを帯びている。ケースが光っているというより、中のものが光っているような、曇くもった光だ。

「今度は何だよ……」

　こういう類たぐいのことには、もう嫌いやな予感しか感じなくなっている自分がいた。絶対ろくなことになりゃしない。

　それでも放っておく訳わけにはいかないので、人目につかない脇わき道みちに入った俺たちは、急ぎケースを開けて中を確認した。

　そこにあったのは、相変わらず刃はが欠けたボロボロの聖せい剣けん。だが、その全体が、淡あわい赤の光に包まれている。

「──ん？」

　その時、聖せい剣けんの直上──ちょうど俺おれたちの目の前に、立体映像が投とう影えいされた。

　２０センチくらいに縮しゆく小しようされた人間の姿が二つ。青いツインテールと、赤いストレートヘアの女性が並び、こちらに向かって喋しやべっている。

「メルと……ニムさん？」

　そうに違いなかった。

　市役所の制服を身に纏まとった二人。日本語ではない──恐おそらくは異世界の言語で、何かを話している。そして、その言葉に合わせて、前面に字じ幕まくのようなものも表示されているが、これもこちらの世界の言語ではないため、その内容を汲くみ取ることはできない。

　ただ二人とも、至し極ごく真ま面じ目めな顔と口調で、事務的な雰ふん囲い気きを醸かもした喋りになっている。

「何だ……これ……？」

　三分ほどして、その映像は終わった。剣も輝かがやきを失い、ただの壊こわれかけの聖剣以外の何物でもない。

「来くる栖す、今の内容分かったか？」

「まさか」

　──だよな。

「またこっちに遊びに行くよー、的なメッセージなんじゃないの？」

「そんなテンションじゃなかっただろ。もっとこう……卒業式の来らい賓ひん祝しゆく辞じみたいな感じだったし」

「私たち、卒業するの来年度なのにね。気が早いなあ、あの二人」

「いや、例えだから。祝辞でもねーよ、絶対」

　そもそも──。

「俺たちに向けたメッセージじゃないと思う」

「何で？」

「俺たちに向けてたら、日本語で喋るだろ。あの翻ほん訳やく機きかなんか付けてさ」

「もしかしたら暗号かも。映像に『ちりとり』とか『たぬき』とか映ってなかった？」

「暗号にしても初歩過ぎるだろ！　こども新聞の片かた隅すみに載のってるようなレベル！」

「さっきから否ひ定ていばっかりだなあ……苅かり羽ばくんはコミュニケーションがなってないよ」

　抑おさえろ、抑えろ俺。女の子を殴なぐっても何も解決しないんだ。

「今のは聖剣から発せられたメッセージだろ？　ってことは、この聖剣を持っている人間に伝えるべきものだったんだ。でも、俺たちが今この聖剣を持ってるのは偶ぐう然ぜんだよな？　市立公園で見つけたのを持ってきただけだ」

「ん？　この聖剣の持ち主って……？　市役所じゃないの？」

「多分貸し主はそうだけど、俺が言ってるのは借り主のことだ」

「借り主って？　毒ぶす島じまさん？」

「いや、毒ぶす島じまさんも、たまたま市立公園にあったって言ってたし……正直分からない。ただ、俺おれは今のメッセージ、貸し主から借り主に向けたものだと思う」

「ってことは？　早く返せとか、そういうこと？」

「その可か能のう性せいもあるし、別の可能性もある」

「つまりよく分かんないってこと？」

　そうだけどさ。そこまではっきり言うなよ。

「明日、毒島さんに聞いてみるか。何か知ってることは無いかどうか」

「そだね。私も聞きたいことあるし。場所はどうする？」

「そうだな……またファミレスっていうのも金掛かるし……」

「じゃあ、リクエストしていい？」

「リクエスト？」

　来くる栖すは「ふっふっふ」と笑って、その場所の名を口にした。







　翌よく日じつ、午後二時。

　二人の女子高生が、俺の部へ屋やにいる。

「苅かり羽ばくん」

「何だよ」

「さっきから思ってたけど、この部屋はダメだね。全く魔ま力りよくが感じられない」

「そんなもん感じ取りたくねーよ。心しん霊れい現げん象しようまっしぐらじゃねーか」

　昨日、来栖が来たいと言ったのは俺の家。

　母親もいるので気が進まなかったが、この機会を逃したら一生自分の部屋に女子が来ることが無いかもしれないと思い、やむなく許可した。

「──それで毒島さん、さっき話した聖せい剣けんのことなんだけども、何か心当たりとか無いか？」

「あたし自身、聖剣借りたことないからよく分からないんだよね。それこそ、前に苅羽くんたちが例の──シュトラールだっけ、あれを持ってた時は何ともなかったの？」

「ああ……あの時は別に……何も無かったよな？」

　俺の言葉に、来栖が頷うなずく。

「そうだね、苅羽くんが口うるさかったくらいかな？　やれ聖剣を隠かくせ、やれ使うな、やれ返せ──苅羽くんこそ市役所の人みたいだったよね？」

「それくらい言わなくちゃならない人間がすぐ近くにいたからな」

「え、私はちゃんとやってたもん。自分で管理できてたってば」

「俺のブレザー燃もやしたくせに」

「どうせ九月まで夏服なんだからいーじゃん。着ないでしょ？」

「十月からどうすんだよ」

「そんな先のこと考えたってしょうがないよ。来年の事を言えば鬼おにが笑うって言うじゃん」

　何な故ぜ十月から十二月の今年三ヶ月間を無視するのか。ダイナミックな解かい釈しやくである。

「そんなことよりさ」

　来くる栖すが話題を変えた。どんどん俺おれのブレザーが軽かろんじられていく。

「前、ユニコーンと戦った時のことなんだけど──、私、何かバリアみたいなの出したよね？　覚えてる？」

　──何を言い出すかと思えば、そのことか。

　あれはよく覚えている。

　確かにあの時、俺たちを守るようにして、光の壁かべのようなものが現れた。あれは魔ま獣じゆうの体を跳はね返し、俺たちに勝利をもたらしてくれたが──。

「あれね、練習してるんだけど、全然出せないの」

「練習？　どこで？」

「早朝に、学校の屋上で」

　またしてもアンデッド苅かり羽ばくんが犠ぎ牲せいになっているのか。

「いや待て、今夏休みだぞ。早朝とか学校開いてんのか？」

「聖剣を持ってれば、壁ジャンプで、こう──屋上まで行けるし」

「お前それ金こん輪りん際ざいやめろ、絶対だぞ」

　来栖は答えずに話を進める。多分俺の言葉などほとんど聞いちゃいない。聞けよ。

「聖剣持ちながら技名を叫さけぶんだけど、全然上う手まくいかないんだよね。やっぱり、あれだけボロくなるとダメなのかな？　それとも敵が悪いだけ？　緊きん迫ぱく感かんが足りない？」

「アンデッド苅羽くんを悪く言うなよ」

「なに？　そのアンデッド苅羽くんって」

　毒ぶす島じまさんが妙みようなところに興きよう味みを持ち始めた。「それはね──」と、来栖が嬉き々きとして説明しようとするところを、どうにか食い止める。

「結局、昨日の映像については何も分からないってことか……」

　まあ、ダメで元々な感じだったし、しょうがない。

「そう言えば毒島さんの研究ってのは、今どんな状態なんだ？　まだストップしてるのか？」

「そうだね。ユニコーンのことがあったから、実際に実験に入る前に、もうちょっと異世界の研究本部に魔獣のこととか確認しようと思ってる」

「ちょっと待て、今まで確認してなかったのか？」

「ん？　…………してたよ」

　何だよ今の間。

「あはは……いやだなあもう、そんな顔しないでよ苅羽くん。あたしだって、ちゃんと考えてるから。えへへ」

　えへへじゃねーよ、と思わないでもないが、それでも、彼女は彼女で踏ふみとどまるということを覚えてくれたらしい。それはこちらの世界の住人である俺おれたちにとって、確かなプラスだ。何でもかんでも気の向くままに魔ま獣じゆうを出されては、たまったものではない。

「ところで苅かり羽ばくん、喉のど渇かわかない？」

　来くる栖すが床ゆかにのぺーっと横たわりながら、飲料を催さい促そくしてきた。

「お前、最近俺の扱あつかいひどいよね？　何ここ、お前ん家ち？」

「わーい、寝てるだけで不動産が手に入るシステム」

　ひどくポジティブな解かい釈しやくをされた。

　──とりあえずジュースか何か持ってこようと、一階に下りて台所へ向かう。すると、母親が目を丸くしながら寄って来た。

「みっちゃん……！　誰だれよあの子……！」

　指を立てて、天てん井じよう──恐おそらくは二階を指し示す彼女。

「誰って……この前来ただろ、来栖」

「そっちも捨てがたいけど、もっとおしとやかな感じの……髪かみの長い……」

「毒ぶす島じまさん？」

「ブ……ブス？　はーーーーなんて勿もつ体たい無い名字！　下の名前は？」

「ナナ」

「苅羽ナナ…………良いじゃない」

　何か言い出したぞこの女。

「でも苅羽麻ま央おも諦あきらめるには惜おしい……どっちにする？」

「どっちにもしねーよ。さっきから何言ってんだ」

「あ、分かった、さては苅羽単ひとえが本命ね？」

「待て。待って。何な故ぜその名前を知っている」

「みっちゃん、よくメールでやり取りしてるから……」

「勝手に人のケータイ見てんじゃねーよ！」

「あれね、みっちゃんって意外とメールのテンション高いのね。絵文字たくさん使うのね」

「やめろ。やめて。お願い」

　でも母さんは止まらない。

「で、三人の中で結局誰が良いの？」

　勇者、魔ま王おう、似え非せ魔ま法ほう使い。

「選びようが無いな……」

「迷ってるの？　そういう時はいっそ胸の大きさで選んじゃえばいいのよ。単ちゃんって大きい？　小さ」

「小さい」

「じゃあ麻ま央おちゃんとナナちゃん……僅きん差さでナナちゃんね。うん、ナナちゃん良いわよ。お嬢じよう様みたいで育ちの良さが窺うかがえるし。決めた、お母さん、どこまでも媚こびていくわよ」

「──苅かり羽ばくん？」

　こんなタイミングで毒ぶす島じまさんの声。いつの間にか二階から下りてきていた。

「ちょっと待て、何な故ぜ来た。何故来てしまったのか」

「遅いなあと思って。何か手伝うことある？」

「これよ！　この気き遣づかい！　最高！」

　毒島さんへの好感度とともに、テンションまで鰻うなぎ上のぼりの母さん。

「毒島さんって言ったかしら？　あの、お父さんやお母さんって、何なさってるの？」

「おい」

　肘ひじで小こ突づくが、もはや俺おれの言葉が耳に入っていないようだ。

「うちは…………そうですね、教師のようなものでしょうか」

「先生？　あら、偉えらいのねえ……」

「いえ、そんなことは……」

「毒島さんも、将来はご両親と同じ道に進みたいと思ってるの？　先生だものねえ、こう、聡そう明めいなあなたにぴったりだと思うわ。何て言っても安定してるし。旦だん那ながダメでも何とかなるものね」

　何故俺を見る。ってかマジで何聞いてんだこの人。こっちが恥はずかしくなってくる。

　胃を痛めつつ毒島さんを見ると、今までの微び笑しようが消え、表情が強こわ張ばっていた。

「────両親と同じには……なれませんから…………」

「あら、どうして？　目め指ざすくらい良いじゃないの。まだ若いんだし」

「そうだと……良いんですけど…………」

「ご両親だって、自分と同じ道に進んでほしいと思ってたりしないかしら？」

「…………それは……」

　毒島さんが俯うつむく。明らかにさっきまでと様よう子すが違った。

「母さん、もういいだろ。毒島さんも部へ屋や戻もどって」

「あら、もう行っちゃうの？　うちの息子をよろしくね？」

　毒島さんの背中を、能のう天てん気きな母の声が追う。だが、彼女はそれに答えることは無く、静かに二階へと戻っていった。

「絶対何か地じ雷らい踏ふんだだろ……」

「え？　なーに？」

　ぽやぽやした様子で、冷れい蔵ぞう庫こからジュースを取り出す母。どこまで幸せなんだこの人は。

「はい、これ。ナナちゃんによろしく」

　コップとペットボトルが載のったお盆ぼんを手渡される。

　──だが、そうして俺おれが二階へ上がろうとした時──、

「毒ぶす島じまさん？」

　彼女は階段を下りてきて、足早に玄げん関かんへと進む。

「おい、どうした、ぶ──」

　と、名前を呼ぼうとした時には、すでに彼女の姿は見えず、扉とびらの向こうに行ってしまっていた。

　その後すぐに二階から下りてきたのは来くる栖す。俺と同じく、彼女もまた「何が起きたのか」という顔をしていた。

「来栖、毒島さんどうしたんだ？」

「一階から戻もどってきて、そしたら急に『帰る』って────何かあったの？」

「いや……」

　何も言えることは無い。

　多分、さっきの母とのやり取りが原因なのだとは思うが、はっきりしたことは何も分からなかった。

　この時──、とても小さく、しかし確かな胸むな騒さわぎが俺を襲おそっていた。







　──その夜のことだった。

　毒島さんから、電話が掛かってきたのは。

　ケータイの着信を見て、ベッドに寝転んでいた姿勢から、一気に起き上がる。

『もしもし、苅かり羽ばくん？』

「毒島さん？　今日、どうした？　うちの母親が変なこと言ったからか？」

『お願いがあるの』

　彼女は俺の問いには答えず、淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。

『今から、桔き梗きよう野の高校のグラウンドに来てもらえる？』

「……桔梗野高校？　もう八時過ぎてるけど、何かあったのか？」

『来てもらえる？　麻ま央おちゃんも来るから』

「来栖も？」

　毒島さんの真意が読めない。こんな時間に、一体何を考えているのか。

　とりあえず「分かった」と伝え、急ぎ支し度たくして家を出た。

　桔梗野高校と言えば、毒島さんが通う私立高だ。昨日祭りがあった神社のすぐ近くだから、迷うことも無い。




　そして、走ること十数分──俺おれは指定された場所に到着した。




　桔き梗きよう野の高校のグラウンド──周囲をフェンスで覆おおわれたそこは、中央に楕だ円えん形けいの芝しば生ふが広がり、その周囲は茶色の土で埋うめ尽つくされている。

　フェンス近くの一角には、野球用の白いベースが微かすかに見え、芝生の中ではその両りよう端たんにサッカーのゴールポストが置かれていた。

　フェンスからフェンスまでの距きよ離りは二百メートルほどあるだろうか。うちの高校と比べてかなり広いグラウンド──その芝生の中央に、目当ての人物が立っていた。

　毒ぶす島じまさんと来くる栖すの姿。

「早かったね？　さすが苅かり羽ばくん、走るの得意だったっけ」

　右手にスマホを持った毒島さんが、クスクスと笑う。

「どうしたんだ？　いきなり呼び出して……。それに、昼も急に帰って……」

「──ちょっと、考えを改めたの」

　毒島さんは、ほんの少し口角を上げて微び笑しようをキープしながらも、その実、全く笑っていない声を出していた。

「あたしのしている研究が、この世界に対してどんな影えい響きようを与えるかとか、魔ま獣じゆうの実態をもっと調べてから実験に移った方が良いのかとか──、そういうの、やっぱり要いらないかなって」

「え──？」

「もっと研究を進めるべきだと思うの。余計なことは考えず、できることをやっていく。あたしにとって、それが一番重要なんじゃないかって、そう思う」

「どうしたんだよいきなり？　ユニコーンの一件で懲こりたって、今日だってそう言ってたじゃないかよ？」

「苅羽くんのお母さんのおかげだよ」

「は？」

「そのおかげで思い出せたんだ。あたしには研究しか無いんだって」

　どうもありがとう──と、毒島さんは感かん謝しやしているのかそうでないのか判はん然ぜんとしない、無機的な言葉を放り投げてきた。

「あたしの両親は、どちらも優すぐれた魔ま力りよくを持ったエルフェンで、特に母は、あたしの通っていた学園で魔ま法ほうの指導役に就ついていたから……自然と、あたしの比ひ較かく対たい象しようになった。魔力も魔法も申し訳わけ程度にしか持っていないあたしの……」

　彼女の拳こぶしが、小さく握られる。

「あたしもね、小さい頃ころは、お母さんみたいになるんだって思っていたけど……学園に入る六歳の頃ころには、もう十分理解してた。自分は、親から何も受け継ついでいないんだって」

「でも、そういう人だってたくさんいるって言ってただろ？　そこまで気にしなくても──」

「あたしだって気にしないようにしてた。だから、代わりに勉強に打ち込んで、自分のできることを伸ばして、研究に没ぼつ頭とうしようとして──。でも、周囲はそれを許さなかった」

「周囲？」

「──苅かり羽ばくん、言ったよね。どうしてエルフェンが科学の研究なんかするんだって」

「……それについては悪かったと思ってる」

「別に苅羽くんに何か言いたい訳わけじゃないの。同じことはあっちの世界で何回も言われてきたから」

「──え？」

「エルフェンの血ち筋すじでもなく、勇者の血筋でもない人たちから、似たようなことを何度も言われたの。『自分たちの席を取らないでくれ』って。『限られた椅い子すにどうしてお前が座るんだ、やめてくれ』って──何度も」

　毒ぶす島じまさんの拳こぶし。さっきまでと違い、爪つめが手に食い込むほど、強く握られていた。

「でも、そんなことを真に受けていたら、あたし、何にもなれないじゃない……！　ろくに魔ま法ほうも使えないのに……あたしが両親みたいに凄すごくなるには、研究の道しか無いのに……！」

　何も言えない。彼女が歩んできた道に対して何か言えるほど、俺おれは多くのものを見てきていないから。

「だから、あたしは一いつ心しん不ふ乱らんにやってきた。多少強引だってしょうがないと思った。認めてもらわなくちゃいけなかったから。エルフェンとして異い端たんでも、あたしにはそれしかなかったんだから」

　彼女の肩が震ふるえる。

「嫌いやがらせだって一いつ杯ぱい受けたし、誰だれも守ってくれなかった。でも、それでも良いと思った。研究が成せい功こうする未来に比べれば、そんなの些さ細さいなことだって思えた」

　なのに──と、彼女は唇くちびるを嚙かむ。

「いざ魔ま獣じゆうのデータをネットワークに乗せようとしたら、危険性がどうだとか、社会に与える影えい響きようがどうだとか──そんなことで研究が止まって……。だからあたしはこっちの世界に来た。誰にも邪じや魔まされないこっちで早く研究を進めようと思った──なのに、そんな当初の目的すら忘れちゃうなんてね……」

　毒島さんは、自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「みんなが優やさしいから居い心ごこ地ち良くなっちゃった。でも、それもお終しまい。やっぱり、すぐにでも実験を始めないと」

「実験？」

「データの転送可か能のう最大容量の確認実験」

「……分かるように言ってくれ」

「どれくらい大きな魔ま力りよくまで、実体を崩くずさずに転送できるかっていうのを確かめる実験」

　それを聞いて、一気に胸むな騒さわぎが大きくなる。

「つまり？」

「凄すごく強い魔ま獣じゆうを、ここに転送しますってこと」

　背中に汗あせが滲にじむ。

「今回の容量で実験が成せい功こうすれば、大体の魔ま法ほうや魔ま獣じゆうは転送することができる見込みが立つの。実用化に向けて大きく前進する」

「でも、急にそんな」

「あたしには研究しかないの。これこそが『あたし』なんだって──そう言えるものが他に無いから」

「そんなこと──」

　──ない、と言いかけて、俺おれは彼女の思い詰つめた表情に気付く。いつの間にか毒ぶす島じまさんは、強く唇くちびるを嚙かんでいた。

「足を止めちゃダメなの。周りへの影えい響きようなんて考えないで、一分一秒でも早く成果を出して、技術を進歩させて、みんなに認めてもらって──それをずっと続けて、やっと『落ちこぼれのエルフェン』っていう存在を消すことができる」

　嚙んでいた唇がフッと緩ゆるむ。

「あたしがあたしでいるために、協力してほしいの」

　彼女は暗い笑みを浮かべていた。

「今、ネットワーク上のサーバーには、色んな魔獣のデータが保存されてるんだけど……その中で最大の容量を持つ魔獣を、正常に転送できればＯＫ。もうすぐダウンロードが終わるから、実験開始できるよ」

「俺おれたちが呼び出された理由は？」

「その魔獣を倒してくれればいいの。みんなが戦ってる間に、あたしは魔力を計測するから、それが規定値以上だったらＯＫ。それでとりあえず、予定してた実験は終わり」

「──断ったら？」

「この街が魔獣に壊こわされるだけかな」

「今そのスマホを奪うばえば、まだダウンロードは中止できるんだろ？」

「そうされる前に、あたしは世界中のモンキチユーザに対して、魔獣のデータを転送する」

「え──？」

「じつはそれも、すでにカウントダウンは始まってるの。五時間経たっても解かい除じよ命令が無ければ、自動で魔獣が配信される。解除にはあたしだけが知ってるパスワードが必要で、入力を間ま違ちがった場合にはやっぱり魔獣が配信されちゃう。……この前のユニコーン並みの魔獣が、全国各地に現れるんだろうなあ。どれくらい被ひ害がいが出るかなあ」

「クソッ……」

　思わず声が漏もれた。

「どうしてお前ら異世界人はみんなそうなんだよ。ファルにしても毒ぶす島じまさんにしても、こっちの世界を何だと思ってんだ……！」

「そんな言い方されるのは心外かな。あたしは別にどっちの世界で実験やっても良かったけれど、他の研究者が『やるならこっち』って言ったんだよ？　まあ、その人たちだって、こっちの世界には誰だれも来たがらなくって──結局最後は、あたしにおんぶに抱っこだった」

　彼女は、真っ黒な瞳ひとみを俺に向けた。

「みんな勝手だよね」

　毒島さんの声のトーンが落ちる。落ち着きというよりは、一種の暗さを帯びていた。

「誰もあたしのこと助けてくれなかったくせに」

　そして彼女は、来くる栖すに顔を向けた。

「麻ま央おちゃんはいーよね。『助けて』って言ったら、苅かり羽ばくんが助けてくれるんでしょ？」

「え……」

「あの時の麻央ちゃんのセリフはしびれたなあ。何だっけ、『信しん頼らいしてるよ、苅羽くんのこと』──だっけ？」

　それは、ヴァイトニルを倒す直前、来栖が俺に向けて言った言葉。

「あたしはね、だーれも来なかったよ」

　毒島さんはわざとらしく、大きな溜ため息いきをしてみせた。

「……苅羽くん」

　皆みな、気が滅め入いっている中で、たった一人──いつもと変わらない来栖の声。

「やろーよ。魔ま獣じゆう倒そう。しょうがないもん」

　危機感が無いのかとも感じられる彼女の口調。

　半なかば文句をつけるつもりで来栖の顔を見たが──、彼女の瞳にあったのは、決意だった。

「だってもう、やるしかないんでしょ？」

　そのとおりだ。それしかないんだ。

　でも、この前はユニコーンと戦って、今回──それより強力だということが目に見えているのに──。

　そんな状じよう況きようで「やるしかない」などと、どうして言えるだろうか。何な故ぜ来栖は、言えてしまうのだろう。

「お前、武器だって、それ──」

「大だい丈じよう夫ぶ、壊こわれてるの使うの、得意だから」

　そう言って彼女は、地面に伏ふせていたキーボードケースから、聖せい剣けんを取り出した。

「麻央ちゃんは物分かりが良いんだね」

　毒島さんが微び笑しようを浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶ、伝説の勇者の末まつ裔えいでしょ？　あたしなんかと違って、きっと魔ま獣じゆうだって何だって、楽に倒せちゃうんだよ。まあ倒せなくても、あたしはあっちの世界に帰るだけだし……気楽にやってくれて大丈夫だよ？」




「なーに勝手なこと言ってんのよ」

「なのです」




　──え？

　この声──まさか。

　俺おれと来くる栖すが顔を見合わせ、振ふり返る。そこには──。

　昨日、小さな立体映像だった二人が、今日は原げん寸すん大だいで立っていた。

「ニムさんに……メル!?」

「こんな所で何してんのかと思えば……こんなエゴイズムの塊かたまりに振ふり回されて……あんたたちも大変ね」

　赤い髪かみを揺ゆらしながら近付いてきたニムさん。俺おれの肩をポンと叩たたく。

「ニムさん、どうして……？」

「あれ？　督とく促そく映像見なかった？」
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「督とく促そく？」

「聖せい剣けんの貸し出し期間が過ぎてるから早く返せ、っていうやつ。聖剣に追つい跡せき魔ま法ほう掛けてるから、いくらでも追っ掛けていけるぞ、って私たち言ってなかった？」

「先せん輩ぱい、あれ、私たちの世界の言葉ですから、多分カリバさんたち聞いても分からないのです」

　青い髪かみのメルが指し摘てきする。ニムさんは「ああ」と手を打った。

　──やっぱり昨日のは、そういうメッセージだったのか。

「だからって、こっちの世界まで来るなんて……」

「最近、貸し出した聖剣の回収率が悪過ぎて、財ざい政せい課かからこっぴどく叱しかられたのです。なので、意地でも回収しなければならないのですよ」

「さて──」

　メルの説明が一段落してから、ニムさんがジッと毒ぶす島じまさんを見つめた。

「ナナ、あんた、しょうもないことしてんのね」

「ニム先輩に言われたくないですけどね」

　見知ったような言葉を交わす二人。

「あたしと先輩、そしてナナさんは、一時期同じ学園に所属していたのです」

　状じよう況きようが飲み込めない俺おれに気付いたのか、メルが補ほ足そくしてくれた。

「クルスが持ってる聖剣、元はと言えばあんたんとこの研究機関が貸出申しん請せいしたやつでしょうが。どうしてくれんのよ、こんなにボロボロにして」

「それは麻ま央おちゃんがやったことだから、あたしは関係ないんじゃないですかね」

　──ん？

「毒島さんのとこの研究機関が申請したって……それ、毒島さん知ってたのか？」

　俺の言葉に、毒島さんが「ああ」と、思い出したように手を打った。

「聖剣がたまたま公園にあったなんて、あれ噓うそだよ？　事前にあっちの世界から聖剣を送ってもらった上で、あたしは麻央ちゃんをあそこに来させたの。予あらかじめスズにデートのことを話しておいて──案あんの定じよう、そこから和かず佐ささんに話が伝わったよね。麻央ちゃんがついてくるかどうかは分からなかったけど、まあ、公園の地面に刺さった聖剣の写真でも送り付ければきっと来るって思ってたし──それなりに、あたしも準備はしてたんだよ？」

　──してやられていた。

　きっと、全部計算ずくだったんだ。

　俺に炎の魔法を仕掛けたのも、間ま違ちがいなんかじゃない。きっとあれも、転送実験の一いつ環かんに過ぎなかったんだ。

　俺が悔かい恨こんに身を焼いているその時、毒島さんはスマホを自身の胸の前に持っていき、画面を確認した。

「ダウンロード──終わり」

　毒ぶす島じまさんはそう言って、笑った。

　頰ほおに何かが当たる。

　それが何なのかと考える間にも、その感かん触しよくは連続し、頰を濡ぬらしていく。

　地面に落ちる水滴。大きな雨あま粒つぶが土を打ち、ノイズを奏かなでた。

「毒島さん、あんた──最悪だ」

「あたしだって、研究成果を残さないといけないもの。どうせ、魔法の使えないエルフェンだからね」

「──中学の頃、あの一件以来、本当に嫌きらいだったよ、毒島さんのこと」

「あたしも、苅かり羽ばくんの童どう貞ていくさいところ、大っ嫌い。天体観かん測そくの時に確信した。人の言葉を自分に都つ合ごうよく解かい釈しやくして──それに一いつ喜き一いち憂ゆうして、バカみたい」




　──くそったれ。




「それじゃ──ファイル実行」




　──毒島さんなんか、大っ嫌いだ。




　毒島さんのスマホの画面が光る。

　青い光の粒つぶが、土ど砂しや降ぶりの雨を通り抜け、彼女の後方２、３０メートルほどの位置で堆たい積せきしていく。

　どんどん、どんどん──。

「ニムさん」

　溜たまっていく光を見つめながら、俺は尋たずねる。

「ヴァイトニルって、あれくらいだったか？」

「あれの……二分の一くらいじゃない？」

　聞きたくなかった答え。

　その間にも、まだ光は大きくなる。

　幅はば８メートル、円えん錐すい状じように積つみ上がったその高さは５メートルほどだろうか。

　この形は──？

「きっとね、倒すのは難むずかしくないと思うんだ」

　──毒島さんの平へい坦たんな声。

「もともと海で活動する魔ま獣じゆうらしいから、陸上での動きは鈍にぶいだろうし」

　──海？

　その時、光の流出が止まった。

　段々と光が力を弱め、その姿が露あらわになる。

　丸太のような太さ──しかし、柔じゆう軟なんさを兼かね備えたその体。

　円えん錐すい状じようのシルエットは、長い長い筒つつ状じようの体が、とぐろを巻いていたものだったと分かる。

　深い青の体表──そしてそれは、硬こう質しつの鱗うろこで覆おおわれていた。滝たきのように打ち付ける雨に濡ぬれ、その鱗は光こう沢たくを放つ。

　背中に付いた大きな鰭ひれは刃はのような鋭するどさを持ち、体の両りよう脇わきに広がる鰭も羽のような美び麗れいさがあった。

　雨がその身に集まり、いつしか魔ま獣じゆうの居場所は──もはや水溜たまりなどではない、すり鉢ばち状じようの池とでも呼ぶべき座が作られていた。

　そして──。

　神しん聖せいさと凶きよう悪あくさを兼ね備えた厳おごそかな顔は、静かにこちらを見み据すえている。

　輪りん郭かくも瞳ひとみも──何もかもが鋭く、巨大な顎あごは何物をも嚙かみ砕くだくだろう。




「リヴァイアサン──って言うんだって」




　雨のノイズに紛まぎれ、遠く聞こえる毒ぶす島じまさんの声。

「想像してたより、ずっと大きいなあ……」

　無責任な彼女の言葉。

　それを聞くだけで、怒りの感情が背中を走る。

　──その瞬しゆん間かん、

　魔獣の体から、青い光が完全に滅めつした。

　俺おれたちから３０メートル近く離はなれた場所で、リヴァイアサンの頭が静かに動く。

　そして、瞳から新たに発せられる赤い光。それは、俺たちを敵として認めた証あかしか──。

「思ってたより、ずっと凶悪──」

　毒島さんの声を搔かき消す──

　──咆ほう哮こう。

　と同時に、魔獣の口から激流が放たれる。

　火山の噴ふん火かにも似たその噴ふん流りゆうは、一直線に俺たちに向かって──、

「──マジかよ！」

　慌あわててその場を飛び退く。

　左に跳とんだ俺と来くる栖すは同時に地面に倒れ、その衣服を濡ぬらした。頭をもたげて元いた場所を見ると、土は深く抉えぐれている。さらには、魔獣がその頭を上に向けていったのだろう──激流の跡あとは、ずっと後方にまで続いていた。

　１００メートル以上後ろに控ひかえる校舎だったが、水流に触ふれたと見られる部分は、酸さんで溶かされたような崩くずれ方をしている。

　俺おれたちと反対側に身を避よけた三人の異世界人──俺と同じ光景を見たのか、その表情は焦しよう燥そうと緊きん張ちようで塗ぬり固められていた。顔に流れる雨あま粒つぶが、途と端たんに冷ひや汗あせの塊かたまりに見えてくる。

　皆みな、立ち上がり、体勢を立て直す。

　そんな中、膝ひざを地面に着けたままの女子が一人。

　黒い髪かみ、光を失った暗い瞳ひとみ。さっきまでの冷静な表情が、今では驚きよう愕がくと不安に満ちていた。

「ねえ、これ……倒せるの？」

　どこまでも間の抜けた問い。怒りよりも、呆あきれが先に来た。

「これだから……現場を知らない研究者風ふ情ぜいは嫌いやなのよ」

　嫌けん悪お感かんを隠かくさず、ニムさんが吐はき捨てる。

　砂すな嵐あらしの如ごとき音を鳴らす雨。

　その中で、さっきよりも凶きよう悪あくで、殺気にまみれた咆ほう哮こうがこだまする。




　──毒ぶす島じまさんなんか、大っ嫌きらいだ。
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　リヴァイアサンは海の魔ま獣じゆう。

　だから、陸地での活動は不ふ得え手てなのだろうという毒ぶす島じまさんの推すい理りはもっともだ。

　何重にも巻いた長い胴どう体たいをそのまま据すえ置いた魔獣。頭部から首元にかけての数メートルのみを動かし、その口から激流を放つのみ。

　──と思っていたのだが。

「え──」

　鋭するどい背せ鰭びれが、刃はのようにいきり立つ。その瞬しゆん間かん、リヴァイアサンの尾おが、地面の至る所に叩たたきつけられた。

「噓うそだろっ!?」

　距きよ離りを取ろうとするが、叩きつけの震しん動どうにより、まともに走ることも、ましてや歩くこともできない。だが、魔獣の太い胴体は、容よう赦しやなく俺おれを叩き潰つぶしに──。

「ギリギリセーフッ！」

　来くる栖すをはじめとする三人の少女が魔獣に攻こう撃げきを仕掛け、何とか胴体が俺を逸それた。

　しかし、その硬かたい鱗うろこはニムさんと来栖の聖せい剣けんを弾はじき、まともな傷を作らせない。メルの火炎魔ま法ほうにしても、魔獣の体に触ふれるや否いなや搔かき消されていた。

「雨が余計なのよね……」

　ニムさんが憎にく々にくしげに呟つぶやく。

　攻撃を避よけようと足に力を込めれば、ぬかるんだ土がその足を滑すべらせる。水分を含ふくんだ衣服は重く、肌はだに張り付いて違い和わん感かんを生む。邪じや魔までしかない。

「メル、この敷しき地ち一帯に結界張ってくれる？　今のままじゃ、誰だれかしらここに来ちゃう」

　ニムさんが指示を出した。

　確かに、こんなデカい生き物だ。住民に気付くなと言う方がおかしい。

　メルは「了りよう解かいです」と呟き、リヴァイアサンから距きよ離りを取ると、両手を空に掲かかげた。

　聞き取れない呪じゆ文もんを詠えい唱しようした瞬しゆん間かん、校舎からグラウンドにかけての一帯──地面から空にかけてを、薄うすい赤色の光が包んでいた。

「あたし動けませんから、サポート、お願いするのです……！」

「合がつ点てん」

　メルの言葉にニムさんが答える。どうやらメルが狙ねらわれた際には、こちらでそれを逸らすしかないようだ。

「ったく……いつもパソコンカチカチやってばっかりで現場に出てこないから、こういうことになんのよ……」

「そんなこと言われたって……こんなに凄すごいのが来るとは思わなかったもの……」

「こんなの街に出てったらどうすんのよ？　朝までに街一つ吹っ飛んでんじゃないの？」

「でも……」

　絞しぼり出すような毒ぶす島じまさんの声。泣きたいのはこっちの方だ。

　しかも、状じよう況きようは悪くなる一方で──、

「げ──」

　来くる栖すの声──と、リヴァイアサンの尾おをめがけて振ふり下ろされた聖せい剣けん。

　ただでさえ刃はこぼれのひどかったそれは、ついに破は壊かい音おんを奏かなでた。

　魔ま力りよくによって形作られていた聖剣は、青白い光の粒つぶとなり、空気中に溶けるようにして消えていった。

「あああああ！　私の聖剣！」

「違います！　うちの課の聖剣です！」

　来栖とメルの叫さけびがこだまする。

　対して、自身の有利を確固たるものとした魔ま獣じゆうは、その顔をこちらに向けた。

　慌あわてて毒島さんが、リヴァイアサンに背を向け、逃げるように走り出す。

　リヴァイアサンの口は青く光り、空気と水の入り交じる音が聞こえた。これまで何度か見た、激流を放つ予備動作だ。

　今までで、一つ分かった──この時は、距きよ離りを取るより、いっそ懐ふところに飛び込んだ方が良いということ。恐おそらくは魔獣の視界から消えることになるのだろう。魔獣は標的を見失い、攻こう撃げきの手を止めて一いつ瞬しゆんの間が空あく。先ほどから、みんなはそのチャンスに攻撃を仕掛けていた。

　なのに──。

「そっちに走るなって！」

　毒島さんはすでに、校舎の方へと走っていた。

　俺おれを含ふくむ三人が魔獣へと近づく中、一人だけ逆方向に舵かじを取った彼女。

　そしてやはり、リヴァイアサンの目は、俺から毒島さんへと標的を変えていた。

　駆かけ出す俺。ぬかるむ地面に足を取られそうになりながら、２０メートル離はなれた彼女のもとへ向かう。

「あの足手まといっ！」

　俺が駆け出したのと同時に、ニムさんが跳ちよう躍やくし、魔獣の嘴くちばしを聖剣で弾はじいた。

　魔獣のモーションがワンテンポ遅れる。

　間に合うか──。

　毒島さんの右後方から、俺は飛び込んだ。彼女を左前方へと突つき飛ばし、勢いに任せて俺も地面に転がる。

　直後に、魔獣から放たれたブレス。すぐ後方で、噴ふん流りゆうが土を抉えぐる音を聞いた。

　間かん一いつ髪ぱつでの回かい避ひだが──。

　背後で飛び散った水しぶきが、俺の右足首に掛かった。

「痛つ──っ」

　痛みが足首を襲おそう。

　──異質だった。

　目の粗あらい鑢やすりで肌はだを削そがれるような痛み。

　立ち上がろうとすると、余計に痛覚が刺し激げきされる。しかし、立たない訳わけにはいかない。苦痛で声帯を震ふるわせながら、左の膝ひざに手を突ついて何とか立ち上がる。

　右足に目をやると、足首の皮ひ膚ふが爛ただれていた。血の混じった赤い肉が見え、空から降ふる雨がやけに沁しみる。

　そんな中、俺おれの目の前で立ち上がろうともせず、戦意を喪そう失しつしていた毒ぶす島じまさん。俺は彼女を無理やり起こし、急いで手を引く。

「おい！　一いつ旦たん隠かくれるぞ！」

　──右足に鞭むち打って、俺たちは校舎の裏側へと退たい避ひしていた。

「逃げては来たけど……正直、全然安全じゃ無いんだよな」

　校舎の壁かべに背を付けて、ドッとへたり込む。

　さっきから何度も放たれている水のブレス──今はニムさんたちが気を逸そらしてくれているが、いつこっちが狙ねらわれてもおかしくはない。

　俺の横には毒島さんが座っている。体育座りの状じよう態たいで顔を膝に埋うずめ、周囲を腕で囲んでいた。

　そんな彼女が、ポツリと呟つぶやいた──ようだが、雨音が混じるため、容よう易いに聞き取れない。

「……何か言ったか？」

「どうして苅かり羽ばくんは──あたしを助けるなんて……そんなことするの？」

　痛みで頭が働かない時に、ずいぶんと頭を使わなきゃならないことを聞いてくる。

「どうでもいいだろ、そんなこと」

「どうでも──いいことなの？」

　毒島さんの顔が上がる。髪かみの毛を伝って目元に流れる雨あま粒つぶが、やけに大きく見えた。

「全部あたしのせいでこうなったのに？　あたしがあそこで死んじゃっても、誰だれも困らなかったのに？」

「俺だって、毒島さんのことは大っ嫌きらいだよ。でも、だからって……目の前で魔ま獣じゆうに狙われてたら助けるだろ……。人が死ぬところなんて見たくない」

　それは噓うそじゃない。憎にくしみの感情を整理するのは、皆みなが助かってからでも遅くはないはずだ。

「あたしは、人が嫌い」

　座ったまま、自身の膝ひざ頭がしらを握りしめて、彼女は言った。

「妬ねたんで妬んで妬んで、他人を妬むことしかしない人たち。あたしが結果を出そうって思って頑がん張ばって……だけど、やっぱり誰も助けてくれなくて……守ってもくれなくて──」

　彼女は膝をギュッと抱かかえ込んだ。

　そう言えばこの人、俺と同じ歳としなんだ。

　俺おれと同じだけの時間を生きてきた中で、彼女は、俺よりどれだけ大きなものを受け止め、立ち向かってきたのだろう。

「嫌きらいだけど……俺は毒ぶす島じまさんのこと、憧あこがれるよ」

「……噓うそ吐つき」

「毒島さんみたいに魔ま力りよくが少ないエルフェンが、きちんと現実を見て、研究職に方向転てん換かんして、しかもそれで成せい功こうしたのは、凄すごいって思う」

　俺は陸上競技をやめてから、何も無かった。やりたいことも、やるべきこともよく分からなくなって、ただ日常を漂っていた。

「程度はどうあれ、こんなの普通のことでしょ？　自分に才能が無いものに見切りをつけて、現実的な道を選ぶのなんて、誰だれでもやっていくことじゃないの」

　そうなのだろうか。

「俺の近くには、そういう人間がいないから」

　あのファンタジーバカは、全然違う。

「聖せい剣けんや魔ま法ほう、勇者とか魔ま王おうだとか──そんなものをいつまでも信じて。本当はこの世界に存在しないってことから目を背そむけて。絶対にあるって言い張って、周囲から弾はじかれて」

　あいつはそれを「逃げ」だって、自覚していたのかもしれないけれど。

「夢見て、夢見て、ずっと夢ばっか見ていたくて。現実世界で頑がん張ばることなんて二の次で。どうやったら夢だけ見て生きられるか考えて……」

　そこに偶ぐう然ぜん、聖剣なんてものが現れたから、あいつは幸運だった。

　普通、そんなことは起こり得ない。

　だから毒島さんのような生き方が求められるんだ。自分が現実の中で何ができるのかって折り合いつけながら生きていく。

　いざとなれば、来くる栖すは異世界に行くことができる。そこで生きていくことができる。

　でも、俺は違う。俺は何の力も無いから、毒島さんのように道を探っていくしかない。

「毒島さんは逃げていないから。自分とも現実とも、真正面から向き合ってる。だから俺は、毒島さんに憧れてるんだと思う」

「こんなにヘマしちゃったけど……？」

「それはもう、挽ばん回かいできないのか？」

　確信がある訳わけではなかった。

　でも、用意周しゆう到とうに俺を騙だました彼女が、これで手の内を明かし尽つくしていたとも思えなかった。

「まだ、期待してくれるんだね……」

「期待というより……藁わらにもすがる──って感じだな」

　右足の傷に意識が行く。痛みが痺しびれに変わってきていた。

　そして彼女の視線も、俺の足にある。

「守ってもらうのって、嬉うれしいけど──でも、思ってたよりもずっと痛いんだね」

　彼女は小さく鼻をすすった。

「痛い？」

「──心が」

　毒ぶす島じまさんはそう言って、立ち上がった。

「あたしも、みんなのこと守らないと」

　直後、毒島さんはポケットからスマホを取り出した。

「あたし、苅かり羽ばくんたちが、ヴァイトニルと戦ってたところを見たって、言ったよね？」

「……ああ」

「麻ま央おちゃんが魔ま獣じゆうを倒した後、どうなったか覚えてる？」

「倒した後って──、魔獣の体が消えて……そしたらすぐ、バス停の方から小学生がわらわらやって来て──」

　そいつらから身を隠かくすために、俺おれたちは茂しげみに体を潜ひそめてた訳わけだが──。

「魔獣は消えたけど、あれは消えたっていうより『形を保てなくなった魔ま力りよくが散った』っていうのが正確なの。つまり、凄すごくデータ化し易やすい状じよう態たいで、魔力が漂ってたということ。あの時、あたしはこれを使って、ヴァイトニルの魔力を密ひそかに保存してた」

　彼女は自分のスマホを指差した。

「これは魔力の入力装置になってて、この画面から魔力を取り込むことができる。あの時、二人はすぐにどこかに身を隠しちゃったけど、あたしはあたしで、散りそうになった魔力を、これで保存してた。そのデータは今、サーバーにあって──」

「──ちょっと待て……でも、そのデータを使ってどうするんだよ？　まさかヴァイトニルを今ここで復元しようってのか？」

　少し考えて──出てきたのは否ひ定ていだけだった。

「それは無茶だ。今でさえリヴァイアサンに対する有効な攻こう撃げき手段が無いのに、いたずらに魔ま獣じゆうを増やしても手て詰づまりになる。都合良く魔獣同士が敵対してくれるとも思えな──」

「残ってるのは、魔獣のデータだけじゃないの」

　毒島さんが、俺の言葉を遮さえぎった。

「ヴァイトニルだけじゃなくて……聖せい剣けんシュトラールも実体化させる」

　──何だって？

「待て、何でシュトラールのデータなんかが入ってるんだよ？」

「一いつ緒しよに回収しちゃったから」

「一緒に？」

「麻央ちゃんがヴァイトニルを倒した時、消えたのは魔獣だけじゃないでしょう？　そのすぐ後、シュトラールも魔力が分散して消えていったはず」

　そう言えば、そうだ。

　あの時、魔ま獣じゆうも聖せい剣けんも、どちらもその姿を失ったんだ。

「ヴァイトニルの魔ま力りよくも、聖剣の魔力も──どちらも混ざってデータ化されちゃって──今は、それが一つのファイルとして保存されてる状態なの」

　シュトラールは、かつて魔ま王おうを倒したと言われる聖剣だ。それがあれば、確かに何とかなるかもしれないが──。

「なあ、それってシュトラールだけを実体化させることは」

「できない。サイズも大きいし、コードも複ふく雑ざつだから、手を付けてなかったの。ファイルを分けるだけなら、こっちじゃなくてあっちの世界でやれば良いと思ってたし。……あと二日くらい貰もらえればできるかもしれないけど、それじゃあ──」

　──遅い。言わずもがなだ。

　だからって、あの魔獣を復元して収しゆう拾しゆうがつくものだろうか。下へ手たをすれば、事態がさらに悪い方向へ向かう。

「苅かり羽ばくん？」

　俺おれの動どう揺ようが伝わっていたのだろう。彼女の声も表情も不安に満ちていた。

　──と、その時、

　校舎の端はしを、ブレスが突つき抜けた。柱の一角を失った校舎の一部が、音を立てて崩くずれる。

　──毒ぶす島じまさんと目が合う。迷っている時間は無かった。

「いいよね？」

　その言葉に、俺は頷うなずく。

　スマホをタップする彼女。微かすかな電子音が鳴り──やがて、

「ダウンロード、終わりっ……！」

　毒島さんの人差し指が、パネルを叩たたいた。

「ファイル実行！」

　スマホのディスプレイが光の粒つぶで満たされる。やがて光は空高く、一直線に集まった。

「苅羽くん、座標はあっちだから……」

　彼女はグラウンドの方角を指す。

「座標？」

「実体化データの出現座標。グラウンドの中央にしたから、みんなに知らせて」

「分かった。毒島さんは？」

「あたしは、さっき仕掛けた魔獣の一いつ斉せい転送を解かい除じよしておく。パスワードの入力だけで済むから、すぐ終わるよ。無事に解除できたらそっちに行く」

　そう言って、毒島さんはスマホの画面を素す早ばやく指でタップする。

　それを確認して、俺もみんなのもとへと走り出した。

　だが、その数秒後──。

「っ──！」

　彼女の声にならない悲ひ鳴めいが発せられるのと、ブレスが校舎を襲おそうのがほぼ同時だった。

　崩くずれた壁かべの瓦が礫れきと彼女の体が地面に横たわる。

「毒ぶす島じまさん!?」

「いいから……！　早く……！」

　絞しぼり出すような彼女の声──だが、そこに込められた決意が、強く俺おれの鼓こ膜まくを突ついた。

　こっちを見ていた毒島さんの顔が、気を失ったかのように地面に伏ふす。

「悪い……！」

　振ふり返るのをやめて、俺はまた走り出した。今は彼女に構わないことが、彼女の意志を尊そん重ちようすることになるだろうから。

　──校舎を回り込み、やがて目の前に広がったグラウンド。その中心から２０メートルほど向こう側に、息を切らした三人と、未いまだ傷一つ無い魔ま獣じゆうがいた。

　そして上空には、星のように光る青い輝かがやき──。

「来くる栖す！」

　グラウンドの端はしから、力の限り叫さけぶ。

「今から聖せい剣けん来るぞ！　ちゃんと拾えよ！」

　来栖が俺の声に気付いた。

　それを待たず、俺はグラウンドの中央めがけて駆かけ込む。

「シュトラールが来る！　来栖に拾ってもらうために来るから！　お前もこっちに来い！」

　──来栖が駆け出す。

　状じよう況きようは理解できていなくとも、あいつは俺の呼び掛けに応えてくれる。そういう奴やつだ。

　やがて、空の光が一直線に地面へ落ちて──、

　地じ鳴なりを生んだ光の塊かたまりは、すぐに二つへと分かれ、その大きさを異にした。




「本当に……！　シュトラール！」




　来栖の声が、それまでの空の輝きの如ごとく光に満ちた。

　地面に真まっ直すぐ刺さったシュトラール。

　銀色に煌きらめく刃はは自みずから発光し、暗くら闇やみの中でもその存在を一段と主張する。

　彼女はそれを引き抜くと、その体をリヴァイアサンへと向けた。同じくリヴァイアサンも、何事かというようにこちらを見み据すえている。

「悪い、来栖」

「なに？　苅かり羽ばくん」

「敵がいる」

「うん、そうだね。でも大だい丈じよう夫ぶ。今まで歯が立たなかったけど、シュトラールのある今なら、リヴァイアサンにも対たい抗こうできるよ」

「いや、あっちだけじゃなく」

　俺おれは数メートルほど左を指差した。

　リヴァイアサンには劣おとるが、それでもそのシルエットは巨大と言うにやぶさかでない。

　未いまだ青い光に包まれ、実体化を待つその塊かたまりは、人間二、三人を縦たてに連ねたほどの高さを持ち、体長はさらにその倍はあるだろうか。

　徐じよ々じよに光が引いていき、その姿が露あらわになる。

　こちらを見み据すえていた海の魔ま獣じゆうは、俺たちを見ていた訳わけではない。その赤い瞳ひとみは、魔ま力りよくに溢あふれた四つ足の魔獣を捉とらえていたのだ。

　真っ黒な鋭するどい体毛に包まれた胴どう体たい。地面に食い込む鋭えい利りな爪つめ。牙きばが剝むき出しとなった口元からは、瘴しよう気きを放つ紫むらさき色の炎が呼吸の度たびに漏もれている。

「──何で？」

　表情の抜けた顔で、来くる栖すが呟つぶやいた。

「話せば長くなるから──」

　とりあえず、

「──逃げよう」

　魔獣ヴァイトニルの雄お叫たけび。

　──と同時に、その筋肉質の脚あしが大地を蹴けり、走り出した。

　俺おれたちに向かって──。

「ええええええ!?」

　叫さけぶ来栖の手を引き、ニムさんやリヴァイアサンのいる場所へと走る。

　とりあえずは仲間との合流。できることなら、リヴァイアサンを盾たてにして二頭の魔獣の潰つぶし合いを望みたい。

　──リヴァイアサンのブレスの予備動作が見えた。

「横に跳とぶぞ！」

　放たれる噴ふん流りゆう。ギリギリまで引きつけてから、俺と来栖が横に跳び──その直後。

　──悲ひ痛つうな叫さけびが雨空に響ひびいた。

　振ふり向いた先の視界には、右前足から白い煙けむりを立て、悶もだえ苦しむヴァイトニルが映った。

　様々な属性に耐たい性せいを持ったはずのヴァイトニルだったが、白い煙が立つ右足からは、黒い体毛が禿はげ落ち、赤い肉が見えていた。

　どうやら、あの酸さんのような攻こう撃げきに対して防ぼう御ぎよ要よう素そは無いらしい。潰し合いを求めるこちらにとっては非常に都つ合ごうが良いが──。

「苅かり羽ばくん、何、あれ……」

　来くる栖すの声に導かれ、俺おれは彼女の視線の先──リヴァイアサンを見た。

「何だ……ありゃ……」

　海かい竜りゆうは頭を地面へ向け、勢いよく嘴くちばしを埋うめている。そして、勢いはそのまま──ものの数秒のうちに、ぬかるんだ地面の中へと全身を潜もぐらせた。

　体勢を立て直していたヴァイトニルも、その行動は予想だにしていなかったのか、鼻を利きかせながら、周囲をくまなく見回している。

「どこのどいつが……海の魔獣だって……？」

　──地じ鳴なりが響ひびいた。

　その震しん動どうはやや遠く、かと思えば徐じよ々じよに近づいているような気もしたが──。

「移動してる……？」

　俺の横にいた来栖が呟つぶやく。

　その時──、

　痺しびれを切らしたのか、それとも緊きん張ちよう感かんに耐えきれなかったのか、ヴァイトニルがどこへ向けるでもなく咆ほう哮こうを放った。

　──その瞬しゆん間かんだった。

　地中からリヴァイアサンが顔を出し、ヴァイトニルめがけて、その長ちよう軀くを伸ばしていた。

　あらん限り広げられたリヴァイアサンの口が、ヴァイトニルの頭ず蓋がいを嚙かみ砕くだく。

　断だん末まつ魔まの叫びを上げる間もなく、事は済んだ。

　首から上を失った魔獣の胴どう体たいは、その姿を消した。霧む散さんした光の粒つぶが、リヴァイアサンの背中に生はえた巨大な鰭ひれの羽はばたきにより、一気に搔かき消される。

「理想的な潰つぶし合いだったな」

　警けい戒かい態たい勢せいの中、リヴァイアサンのもとに集結する俺たち。奴やつから見て、右手には俺と来栖、左手にはニムさんが並ぶ。

　──一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの直後、海竜は、その胴体の中腹をこちらに向けた。

「ん？」

　違い和わ感かんに気付く。奴がこちらに向けた胴体の一部──その鱗うろこが剝はがれかけていた。

　鱗という防ぼう御ぎよ壁へき──それさえ取り除くことができれば、そこは弱点となるのではないか。

　剝がれかけの鱗を目め指ざし、駆かけ出すニムさんと来栖。

　──直後、俺の右足首の関節が、カクリと抜けた。

　足の痺しびれのせいか、妙みように体が支えづらい。だが、本当に原因はそれだけだろうか？　何だか、やけに地面が震ふるえているような──。

　その時、俺の目に映ったのは、海竜の尾おがかなりの長さ、地面に埋もれている光景だった。

　そして感じる、背後の地面の微び震しん動どう。

「来くる栖す！　右に跳とべ！」

「────え？」

　俺おれの声が聞き取れなかったのか、彼女は速度を緩ゆるめはしたものの、指示に従うことはなかった。

　そして、俺が彼女に向かって走り出したのと──俺の後方の地面から魔ま獣じゆうの尾おが飛び出したのが、ほぼ同時。

　鋭するどい尾は、来栖を狙ねらっている。後は──俺が救うか、尾が刺すか。




「痛つ────っ！」




　その声は、来栖ではなく、俺。

　彼女の体をかばいながら飛び込んだが、やや足りず──。硬かたく尖とがった尾お鰭びれの刃はが、俺の右腕を掠かすめていったのだ。

　地面に転がる来栖と、それに覆おおい被かぶさるようにして倒れる俺。

　その隙すきに、ニムさんは当初の狙いどおり、鱗うろこに向けて聖せい剣けんを払っていた。

「苅かり羽ばくん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　リヴァイアサンの叫さけびの中、素す早ばやく起き上がった来栖が俺の右腕を取った。

　手首よりやや上の、前腕の中腹部。その手の平の側に、長さ４、５センチほどの切り傷。

「結けつ構こう深い……かも……」

　俺を立ち上がらせた来栖は、俺に肩を貸しつつ、リヴァイアサンから距きよ離りを取った。そんな中、今がチャンスとばかりにニムさんは、鱗の剝はがれた魔獣の傷口に攻こう撃げきを続けている。

「これ……」

　来栖が、頭の後ろで結んでいたポニーテールを解ほどいた。そして、紫むらさき色のリボンを俺の右腕に巻きつけ、止血する。

「おいこれ……汚よごれるぞ。大事なものなんだろ」

　いつぞや、俺が海で泳いで探したものだ。思い入れがあるような素そ振ぶりを見せてきたのに、俺の血や泥どろで汚すのは勿もつ体たい無いだろう。

「いいの。そんなこと言ってられないよ」

　確かに、思いのほか血の流れが多い。この短時間で、指の先から血が滴したたっていた。彼女の言うとおり、傷自体は深いのかもしれない。

　不意に右腕が熱くなる。傷によるものなのか、リボンによる圧あつ迫ぱくのせいなのかは分からないが、一種の違い和わ感かんがそこにあった。

　──そんな中、またしてもリヴァイアサンが地面に潜もぐる。

「またか──！」

　正直、これをされるとお手上げだ。さっきは狙ねらいがヴァイトニルだったから良かったようなものの、今となっては誰だれが狙われるかも分からない。

「──大だい丈じよう夫ぶ、思いついたから」

　シュトラールを両手で握りしめた来くる栖すが、深呼吸した。

「思いついたって、何を？」

「どこにいるか分からないなら、全部攻こう撃げきしちゃえばいいんだよ」

　来栖は剣を地面に突つき刺すと、もう一度、さっきよりも深く、そして長く呼吸を重ねた。

　徐じよ々じよにシュトラールに光が灯ともる。

「──腕、痛かったよね……？」

　来栖は俺の右腕を見て、ギュッと唇くちびるを嚙かんだ。そして──。

「全部──灼やいちゃええええええ！」

　シュトラールの輝かがやきが、一気に溢あふれ出す。

　そして、グラウンド一面が──地下に電でん飾しよくでも埋うめ込んでいるかのように真っ白く輝き──。

　けたたましい叫さけびとともに、その身を地上に晒さらした魔ま獣じゆう。

　全身を覆おおっていたはずの鱗うろこはあちこちで剝はく離りし、焼け爛ただれた皮の下で肉が見え隠かくれしている。

「凄すっげ……」

　数ヶ月ぶりに見たが、凄すさまじい威い力りよくだ。

　ヴァイトニルを一いつ瞬しゆんで葬ほうむったリヴァイアサンにすら、一いち撃げきで深手を負わせてしまう。

　当のリヴァイアサンも、戦意を喪そう失しつしたのか、地面をのたうち回りながら校舎の方へと移動していた。こちらに背を見せるその姿は、敗走と言う二字を否いや応おうなく喚かん起きさせる。

「逃がさないよ……！　これでやっとお終しまいなんだから！」

　来栖が瀕ひん死しの海かい竜りゆうを追う。

　そもそもの距きよ離りが離はなれておらず、しかもその移動速度には雲うん泥でいの差がある。俺の後方に控ひかえているニムさんの到着を待たずして、きっと来栖がカタを付け──？




　──違い和わ感かん。




　あの魔獣が、ただ背中を見せて逃げることなどするだろうか？

　あれほどまでにトリッキーな動きでこちらを翻ほん弄ろうし、化ばかし合いにも似た戦術を取ってきた相手だ。今この状じよう況きように、罠わなを仕掛けていると思うべきじゃないのか？

　不意に右腕が疼うずく。

　来栖のリボンによる止し血けつ帯たいがあるにも拘かかわらず、一いつ向こうに血の流れが収まらない。

　血が抜け、雨に打たれ、体温が下がる。途と端たんに思考が鮮せん明めいさを失っていく。

　来栖がリヴァイアサンのもとへ向かっているが──、どうしてこんなにも胸むな騒さわぎがするのだろう。

「────待て」

　確信がある訳わけではない。

　でも、走り出さずにはいられなかった。朦もう朧ろうとした意識の中で、来くる栖すを追う。

　その間にも、来栖はどんどん魔ま獣じゆうとの距きよ離りを詰つめ──、




　──魔獣が、跳はねた。




　胴どう体たいをバネにして、その巨体を一いつ瞬しゆんだけ浮かせ、直後、体重を乗せて地面を揺ゆるがす。

「──え？」

　前方を走っていた来栖の姿が消えた。

　それだけでない。

　周囲にあったサッカーゴールも、地じ鳴なりとともに消えていく。




　地面が、落ちて──？




　──すでに二回、リヴァイアサンは地中を突つき進んでいた。空くう洞どうができた地じ盤ばんは緩ゆるくなり、後はあいつが地面を揺らせば、いつでも標的を落下させることができた──。

　俺おれが駆かけていた地面もズルズルと崩くずれていく。

　後ろでニムさんたちの声も聞こえたが、もはや視界には茶色の土しか見えなくなっていた。

　直ちよつ径けい５メートルに達するだろうか──巨大なすり鉢ばち状じようの穴は、急きゆう傾けい斜しやによって、俺を底まで転がしていた。

「わっ────！」

　底まで達して、土とは違う何かにぶつかる。その感かん触しよくは柔やわらかく、優やさしく俺を受け止めていた。

「来栖──？」

「苅かり羽ばくん──？」

　どうやら、俺と彼女の二人が、同じ穴に飲み込まれていたらしい。

　天を仰あおげば、きちんと空は見える。だが、その深さは二階建ての家屋と同等かそれ以上。すぐに上のぼっていけるような地形でもない。

　加えて、この右足だ。雨でぬかるんだ土のことを考えても、俺一人の力で脱出はできない。

　聖せい剣けんを持つ彼女なら何とかなるかもしれないが──。

「来栖？」

　俺と違い、どこにも傷を負っていない来栖だったが、いつまでも膝ひざを地面に着けたまま、立ち上がろうとしない。

「ごめん……ちょっと頭打った……かも……」

　目の焦しよう点てんが合っていない。脳のう震しん盪とうでも起こしたのだろうか。

　そう言えば、さっき俺おれが穴に落ちた時に、来くる栖すが受け止めてくれていた。俺を庇かばった際に、頭を打ったのかもしれない。

「あ……ヤバ……！」

　片手で頭を押さえながら、来栖が呻うめくように呟つぶやいた。

　彼女が何に対してそう言ったのか──俺は空を見上げて気付く。

　──リヴァイアサンが、そこにいた。

　俺と来栖を地上から見下ろしながら──しかし、余計な間は取らない。

　その嘴くちばしには、今日何度も見た、ブレスの魔ま力りよくが渦うず巻まいていた。

　──無理だ。

　来栖はまだ意識が判はん然ぜんとしていない。ブレスが放たれるまでに回復できる訳わけがなかった。

　じゃあ、俺は何ができる？

　──何もできない。

　ユニコーンに襲おそわれた時も、俺は来栖に救ってもらうばかりで、結局彼女のことは助けられなかった。

　俺は、来栖の力におぶさる赤ん坊ぼうのようなものだ。

　──悔くやしい。

　感情に任せて、来栖の手を握った。

　右手で握りしめた彼女の手は、とても熱かった。ともすれば力が分け与えられるような──そんな体温を感じる。

　それこそ、もしも彼女の力が借りられるなら──。

　俺は、いつだって、彼女を守って──。




　──そのために、力を使いたい。




　リヴァイアサンの嘴が光り、魔力が臨りん界かい点てんに達したことが知らされる。

　ブレスが、音を立てて向かってきた。

「くっそおおおおお！」

　叫さけんだ、その時だった。右の手の平に、何かが流れ込んでくる。右腕に巻きつけられたリボンが、尋じん常じようならざる熱を発していた。




　──そして現れる、光の壁かべ。




「これは──!?」

　ユニコーンの時と同じだった。

　目の前に薄うすい光の壁かべが現れ、まるで盾たてのように敵の攻こう撃げきを防ぐ。魔ま獣じゆうのブレスが光の壁にぶつかり、四し方ほう八はつ方ぽうに散っていた。

「苅かり羽ばくん……？　これ……？」

　驚おどろいたように、来くる栖すが目を見開いていた。

　ただ俺おれも、何が起きているのか分からない。

　──それでも、一つ確信めいたものはある。

　この右手から流れ込んでくるものは、間ま違ちがいなく彼女の力だった。血の流れにも似た彼女の魔ま力りよくが、俺の中に流れ込んできている。

　だから俺は──。

　半はん信しん半はん疑ぎのまま左手をひらき、自分の顔の前にあった光の障しよう壁へきに手の平を当てた。右手から流れ込む力を、そこへ解放する。

　すると、ブレスを弾はじいていた障壁が、途と端たんに分ぶ厚あつくなった。

　それまで四方八方に水流を逃がすだけだったのが一転──リヴァイアサンに向けて、そのブレスを一直線に跳はね返す。

　首元に自みずからの激流を食らった海かい竜りゆうは、叫さけびを上げて、その身を大きくのけ反ぞらせる。

「今のって……あの時の…………？　これ、苅羽くんが……？」

　うつろな表情だった来栖が、徐じよ々じよに状じよう況きようを把は握あくし始めた。

　──あの時も、そして今も、この光の壁は俺が作り出したもの……？

　だが、どう考えてみても話が繫つながらない。

　俺は、今まで自分にこんな能力があること知らなかったし、何より、この数ヶ月間でピンチは何度もあったのだから、その時に発動しても良かったはずだ。

「痛つっ────」

　またしても右腕が疼うずいた。

　傷口から流れる血。その数センチ上に結ばれた来栖のリボンは、いつまでも熱を帯びている。

　──そう言えば、毒ぶす島じまさんが言っていた。魔ま力りよくの受け渡しには、両者を繫つなぐ媒ばい体たいが必要だと。

　来栖が執しゆう心しんし、俺が数時間掛けて探し出し、そして、来栖が俺のために結んだリボン。

　もしもそれが魔力の受け渡しのための媒体になっているのだとすれば──？

　──毒ぶす島じまさんはこうも言っていた。

　魔ま法ほうを扱あつかうセンスがあっても、その源となる魔力を欠く人間がいると。

　つまり、俺はずっとガス欠状態で──。

　この前のユニコーンとの戦せん闘とうや、そして今のように、来栖から魔力を受け渡されることで初めて能力を使うことができて──？

「ありがとう苅かり羽ばくん……もう、大だい丈じよう夫ぶ」

　来くる栖すが立ち上がり、シュトラールを握った。

「……ただの村人Ａじゃなかったね」

　彼女はそう言って、仄ほのかに笑っていた。

「苅かり羽ばくん、行こう」

　来栖は俺おれの手を強く握り返し、跳ちよう躍やくした。

　その手に引っ張られるようにして、まるで無重力になったかのように、俺の体も浮き上がる。

　ひらけた地上の視界──そこにいたのは、首元から血を流しながらも、まだ戦意の衰おとろえを見せない魔ま獣じゆう。

　空中で、来栖は右手に握った聖せい剣けんを振ふり上げる。

　同時に、リヴァイアサンもブレスの予備動作を取るが──。

　──今なら、俺も役に立てる。

　右手で来栖の手を握りながら、俺は左手を目の前に伸ばす。




　三ヶ月前──「信しん頼らいしている」と言われて、嬉うれしかった。

　何に秀ひいでている訳わけでもない。陸上部を辞やめる時だって、誰だれにも引き止められることは無かった。そして当然、来栖のような力も無い。

　そんな俺を頼たよってくれて、信頼してくれて──俺はきっと嬉しかったんだ。

　──来栖が剣を握るなら、俺は彼女の盾たてになればいい。逆に彼女がいなければ、俺は何物にもなれないのだ。きっと俺は、彼女を守りながら、彼女に救われている。




　──眼がん前ぜんに現れた光の壁かべは、海かい竜りゆうから放たれたブレスを全て消し去った。

　そして、攻こう撃げきの術すべを失ったリヴァイアサンの眉み間けんに、来栖が聖剣を振り抜く。

　──断だん末まつ魔まの叫さけびも無く、それは終わった。

　最さい期ご、魔獣の体は溶けるように地面の水へと一体化し、輝かがやく光の粒つぶが水面を照らしていた。

　──そして、雨が止やむ。

「終わ────った……」

　グラウンドの端はし──アスファルトと地面の境で、俺は仰あお向むけに倒れ込む。

　それから遅れること数秒、来栖もまた、俺の隣となりに寝転んでいた。

「疲れたね……」

　来栖が放心の表情を見せる。彼女がそんな顔をしているという事実が、その疲労の濃のう度どを物語っていた。

　上体を起こしてグラウンドを見る。

　荒れ地と化した黄おう土ど。大小様々な穴──中には、池のようになっているものまである。

　そんな穴の一つから顔を出していたニムさんとメルが、いそいそと這はい上がってくるのが見えた。二人で文句を言い合いながら、こちらへやって来る。

「先せん輩ぱい、わざとあたしのこと下した敷じきにしたのではないですか」

「たまたまよ、たまたまメルが底にいただけ」

　この非常時にあっても相変わらずのやり取り。肩の力が抜ける。

「あ──そうだニムさん。毒ぶす島じまさんがまだ校舎の裏にいるんだ。悪いけど、連れて来てもらえないか？」

　ニムさんは若じやつ干かん顔をしかめながらも、すぐに、気を失った毒島さんを運んで来てくれた。

「──ん……あれ？」

　地面に寝かされた毒島さんは、すぐに目を覚さました。

「……終わったの？」

「何とかな……。シュトラール、役に立ったぞ」

　ありがとう、と彼女に告げる。

　毒島さんは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの顔にうっすらと微び笑しようを浮かべ、無言で頷うなずいた。

「シュトラール、毒島さんが出してくれたの？　どういう仕組み？　二本目？『シュトラール真しん打うち』みたいな感じ？　隠かくし武器？」

　来くる栖すが尋たずねるが、毒島さんは答えづらそうに苦笑いを浮かべていた。

　それでも絶え間なく続く来栖の質問。毒島さんが一つずつ答えていく。

　やっと帰れる──。

　そう思って、腰こしを上げようとしたその時だった。




「──あ！」




　毒島さんが、顔面蒼そう白はくとなり、声を上げた。慌あわてて自身のスマホを見た彼女は、口を覆おおい、泣きそうな顔で体を震ふるわせている。

「──どうした？」

　見れば、彼女のスマホの液えき晶しようが割れていた。

「あー、やっちゃったな。でも保証期間内なら──」

「違うの！」

　遮さえぎられる俺おれの声。尋じん常じようじゃない剣けん幕まくで叫さけぶ彼女。一体どうしたというのか。

「魔ま獣じゆうの、転送が……」

　震える毒島さんの声に何かを感じたのか、来栖が自身のスマホを取り出す。

「……なに、これ？」

　スマホを見た来栖は、目を丸くしていた。

「アプリが起動して……何か、ダウンロードされてる」

「アプリ？　ダウンロード？　──それって!?」

「……モンキチ」

　来くる栖すの言葉を聞いてすぐ、彼女のスマホを覗のぞき込んだ。

　そこには、ダウンロードバーが表示されており、残りダウンロードのパーセンテージが少しずつ増していた。すでに数字は７０パーセントを超こえている。

「何のダウンロードだよ、これ？」

「文字化けしてて分かんない……でも……」

　異常であることに変わりはない。

「おい、どうなってんだよこれ！」

　立ち上がり、毒ぶす島じまさんの肩を摑つかむ。

「……サーバーに保管してる魔ま獣じゆうデータが、配信されてる……」

「は？」

「全国のユーザーに……勝手に……魔獣が…………行き渡っちゃう」

「な──!?」

　それは最初、毒島さんが脅おどしで持ち出してきたことだが──。

「何で今、そんな話になってんだよ!?　さっき解かい除じよするって言って────」

　言いかけて、思い出す。

　さっき、彼女は解除の途中で、気を失っていた。

「毒島さん、解除の手順、どこまで進んでたんだ？」

「解除パスワード入力の──最後の一文字で……その時、壁かべが崩くずれてきて──」

　毒島さんが、止まる。

「その時、誤ご入力したんだと思う……。倒れた時に、画面をタップしちゃったか、瓦が礫れきの破は片へんが画面に当たったのかは分からないけど……」

　──パスワードの誤入力は、配信開始のスイッチ。

　彼女はそう言っていた。

「止めなきゃ……！」

　毒島さんがスマホを地面に置く。

「おい！　これ止められるのかよ!?」

「今やってる！」

　両りよう膝ひざを地面につけて、両手をスマホに向けている彼女。

　気付けば、彼女の全身が青く光っていた。瞳ひとみでさえも、真まっ青さおに染そまっている。

「今から命令中断のコードを書き込めば──！」

　声を上げる彼女。

「おい、何してんだよ!?」

「サーバーに命令するの！　一いつ斉せい配信の命令中断！　あたしのスマホがサーバーに繫つながってるから、コードを書き込んで送る！」

「書き込むって──それがどうして──」

　言葉の途中で気付いた。彼女の魔ま法ほうは──文字の書き換かえ。

「間に合うかどうか分からないけど──やるしかないから！」

　毒ぶす島じまさんの決意。彼女の体を包む青い光が、一段と輝かがやきを増す。




　──毒島さんの魔法が、頼たよりだ。




　途と端たんに、彼女の頰ほおを汗あせが流れる。呼吸が乱れ、視線が定まらない。

　来くる栖すのスマホを見れば、すでにダウンロードは８０％に達していた。刻こく々こくとパーセンテージが増えていく。

「────っ！」

　その時、ガクンと毒島さんの体が揺ゆれた。支えを失ったように、上体が前のめりに崩くずれる。

「毒島さん！」

　慌あわてて支えるが、その体は尋じん常じようじゃない熱を持っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ……！　大丈夫だからあっ！」

　彼女は吠ほえるが、ただでさえ魔ま力りよくが少ない彼女の体には、明らかに負荷が掛かっている。

「毒島さん、もう、魔力が──？」

「それでも！　あたしが撒まいた種だもの！　あたしがやらないと！　あたし以外に誰だれができるっていうの!?」

　荒い呼吸とともに、彼女の叫さけびが吐はき出される。

　──だが、体は限界を迎むかえていた。

　俺が支える彼女の上体に、全く力が戻もどらない。もう、倒れることしかできないのではないだろうか。

　──どうする？　どうすれば？




「毒島さん、ここに──」




　いつの間にか立ち上がっていた来栖が、毒島さんの手を取っていた。

　そして、地面に横たわっていたシュトラールに、毒島さんの手を乗せる。

「私も、力を貸すことはできると思う」

　来くる栖すはそう言って、シュトラールに乗った毒ぶす島じまさんの左手に、自分の手を重ねた。

「これは、私の大切な聖せい剣けんで──、だけど毒島さんもずっと持ってて、今日、私のために用意してくれたものだもん。きっと、私たちを繫つないでくれる」

　彼女がそう言った瞬しゆん間かん、二人の体と聖剣シュトラールが、真っ白な輝かがやきに包まれた。

　毒島さんの体に、力が戻もどったのだろう。彼女の体を支えていた俺おれの腕から、重量が消えた。

「これ……噓うそ…………!?」

　信じられないといった表情で、毒島さんが目をしばたたかせる。

「驚おどろいてる暇ひま無いよ！　早く！　毒島さんにしかできないんだから！」

　来栖の檄げき。

　毒島さんの表情に決意が戻った。左手で魔ま力りよくを受け取り、右手はスマホに向ける。

　さっきよりも明らかに力強い魔力が、その身にほとばしっていた。

「私たちも、魔力を預けるくらいならできる──かもね」

　ニムさんがメルの手を取り、自分の手とともにシュトラールに乗せる。

「私たちがどれだけこの剣にこだわって──、どれだけ振ふり回されたか──それはカリバも同じでしょ」

　ニムさんは俺の目を見て、その視線を下に──俺の右手へと向けた。




　──そうか。

　──俺たちはみんな、この聖剣で繫がれていたのか。




　俺も右手をシュトラールに乗せる。

　──熱い。

　しかしそれは、焼けるような熱さではない。この身を守るように包み込む、柔やわらかい熱さだった。




　──さっきまではあんなに不安だったのに。

　どうして仲間がいるというだけで──こんなにも、胸が熱くなるのだろう。




　──気付けば、俺たちの周囲の景け色しきが変わっていた。

　毒島さんが書き換かえているであろうコード。

　その文字の羅ら列れつが、周囲の空間に埋うめ尽つくされている。白い文字たちが、生きているかのように、自みずからの場を変えていく。無数の文字は、意志を持ったように蠢うごめいていた。

「ハッ────ハッ────！」

　毒島さんの呼吸が荒い。

　疲労感が伝わってくる。４００メートルを全力で走り切った後のような、無酸素運動の限界を見ているかのようだ。

　来くる栖すのスマホに目を向ける。ダウンロードは、９５％を超こえていた。

「──ぅ、ぶぁ────！」

　毒ぶす島じまさんの口から、水気のある咳せきが漏もれた。

　彼女の口の端に、一筋の血。それは汗あせに紛まぎれ、ポタリポタリと規則的に落ちた。

　明らかなオーバーヒート。

　彼女の全身に、蒸じよう気きが立ち昇のぼる。顔に差す赤みが、近い限界を物語っていた。

「──できた！」

　毒島さんの声が響ひびく。




「　実行じつこおおおおおおお　！」
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　──ボンッと、毒島さんのスマホが煙けむりを上げた。

「ダウンロードは!?」

　来くる栖すのスマホ──ダウンロードバーは、９９％で止まり──、

「ＣＡＮＣＥＬ」の六文字が表示されていた。

　──やった。これでもう、今度こそ……終わりだ。

　そう思ったら、途と端たんに目の前が霞かすんできて、

　みんなが何かを言っていたが、何も聞こえず、

　俺おれは、意識を失った。







　　　エピローグ




「ちっすー、カリバビロニア王国」

「そんなメソポタミアっぽい名前じゃねーよ」

　リヴァイアサンの騒そう動どうから一か月近くが経たった、新学期初日。

　登校して席に着こうとした俺おれのもとに、鈴すず木きさんがやってきた。

　普段は和かず佐ささんのような、ややギャルが入った生徒と一いつ緒しよにいることが多い鈴木さん。最近では、俺がその和佐さんと一緒にいる機会が多いせいか、去年よりも鈴木さんと話すことが増えていた。

「クラス違うだろ。何でここにいるんだよ」

「和カ佐ズに話あったんだけど、まだ来てなかった──ね、それ、どーしたの？」

　彼女は俺の右腕にできた切せつ創そうを指した。一ヶ月ほど前に魔ま獣じゆうの尾お鰭びれによってできた傷は、治なおりが遅く、今では火傷やけどで爛ただれたような痕あとが残っていた。

「根こん性じよう焼きでも入れたの？　奴ど隷れい船せんに乗せられて焼やき印いん押されたの？　サプライズ？」

「そこまで驚きよう愕がくしたくねーよ。もっと俺の基本的人権を尊そん重ちようしてくれ」

　花火で火傷したんだよ、と適当な言葉でお茶を濁にごしておく。

「そう言えば、デートどうだった？　ナナと一緒の天体観かん測そく。ずいぶん楽しかったんだって？　カズと、それからあの子も乱入したんでしょ？　何て言ったっけ…………あ、思い出した、おっぱいちゃん！」

　人名じゃなくて体の部位が出てきた。サプライズ。

「来くる栖すな」

「そーそー、来栖おっぱいちゃん」

「来栖麻ま央おな」

「知ってる。来栖おっぱい麻央ちゃん」

「無理やりミドルネームに持ってくんじゃねえよ」

「まーまー、落ち着けカリバージン」

　処しよ女じよ性せいを剝むき出しにする呼び名はやめろ。童どう貞ていがバレる。

「何にせよ、ナナと楽しくやってるようで良かった良かった。これで新学期も安心だ」

「あ？　どういう意味だよ？」

「おや、知らない？　転入生の話」







　──昼休み。

　屋上の扉とびらに手を掛け、ドアノブを回す。

「今はまだ……その時ではないか」

　うわ、また来くる栖すが何かやってるよ……。

　聖せい剣けんシュトラールを握りしめ、フェンスに磔はりつけにしたアンデッド苅かり羽ばくんを尻しり目めに、物々しい口調を貫つらぬいている。

「お前、またこんな公共施設で刃は物もの持ち出しやがって……」

　ドアを開け放ち、足音大きく来栖のもとへ向かう。

「む、苅羽くんか……どうやら時は満ちたな」

「どういう設定か知らねーけど、『今はまだその時ではないか』って言った直後に『時は満ちた』とか言うのやめろよ。全然把は握あくできてねーじゃねーか。パソコンの残りダウンロード時間かよ」

「うるさいなー、苅羽くん細かいよ。っていうか、逆にそんな細かいところにツッコむなんてちょっと引くレベルだよ。実は苅羽くんも『風が騒さわがしいな……』とか心の中で言って、格かつ好こうつけてるクチでしょ」

「何が格好良いのか分からねーが、それただの気き象しよう情報だからな」

　はあああぁ──と、やたら不満そうに溜ため息いきを吐つく来栖。

「ってかお前、聖剣を剝むき出しにするな。しまえ」

「いや、これはこの街の平和を守るために必要なんだよ。みんなの街の優やさしい勇者、暮らし安心来栖さんだよ」

　自分のおかげで街の平和が保たれているみたいな言い様だが、お前が聖剣でこの街の様々な物を破は壊かいしてきたことを俺おれは忘れない。特に俺のブレザーとか。

「で、お前は新学期早そう々そう、また人を屋上に呼び出して……一体何の用だ？」

「四人でご飯はん食べようと思って」

「四人？　──って、まさか」

　ドアノブの回る音。

　扉とびらが開くと同時に、女子二人の諍いさかいの声が聞こえてきた。

「だから、何であんたがいるのよ……！」

「別に和かず佐ささんに説明する必要無いし。と言うか、前々から思ってたけど、その頭の団だん子ご似合ってないですよ」

「あんたねえ……！」

　女生徒の胸ぐらを摑つかむ和佐さん。俺は慌あわてて仲ちゆう介かいに入る。

「あ、苅羽くん、やっほー」

　会え釈しやくをしてきた女子生徒──その笑顔には一体どういう意味があるのか。

　今け朝さ、鈴すず木きさんが言っていた転校生とは彼女──毒ぶす島じまさんのことだった。

　──一ヶ月前のリヴァイアサンとの戦せん闘とうで、最後、俺は意識を失ったが──。

　それ以来、俺は毒島さんと顔を合わせていなかった。

　いや、俺おれだけではない。

　あの後、ニム・メルコンビと一いつ緒しよにホテルに宿しゆく泊はくしたらしい毒ぶす島じまさんだったが、市役所職員二人が目を覚さました時には、すでに彼女のベッドはもぬけの殻からだったそうだ。

「本当に心配してたんだからな？　探しても探しても見つからねーしよ……」

「ごめんね？　だって、あのままニム先せん輩ぱいたちと一緒にいたら、異世界に連れてかれて、犯罪者扱あつかいでしょ？」

「今だって十分な犯罪者でしょうが……何言ってんのよ」

　和かず佐ささんが悪あく態たいをつくが、毒島さんは気にも留とめない。

「っつーか毒島さん、何で急にうちの高校に転入なんか……。大体、うちの高校公立だぞ？」

「あたし勉強はできるもの。転入試験は楽勝だったよ？」

　無む邪じや気きなピースを見せてくる。まあずいぶんと明るいこと。

「──で、この一ヶ月間、毒島さんは何してたんだよ。まさかまた良からぬこと企たくらんでるんじゃねーだろうな」

「ひどいなあ……あたしは心入れ替えたんだよ？　今いま頃ごろあっちの研究所はニム先輩たちに色々告発されて、てんやわんやだろうから、もう戻もどる気も無いし。ってゆーか、あたし転送魔ま法ほう使えないから、研究所の協力が無ければ戻りたくても戻れないもの」

「つまり？」

「ずっとこっちの世界にいるってこと」

　ニコッと、彼女の顔が綻ほころんだ。

「な──」

「こっちの世界にいるって決めたからには、もう世界中に魔ま獣じゆうをばら撒まくなんてこともしないよ？　あたしが困るもの。──あ、と言うよりね」

　毒島さんがコホンと咳せきを打つ。

「せっかくだから、今まであたしが作ったデータとかは、全部苅かり羽ばくんにあげる」

「は？　何な故ぜ？」

「担たん保ぽだから」

「担保？」

「苅羽くんには今回、いっぱい貸しを作っちゃったから、その担保」

　そう言って、彼女はカバンの中から次々と得え体たいの知れないものを出してきた。

「これが魔ま獣じゆう保管用のハードディスクでしょ。それからこれが論文のデータ。あと、何か欲しいものある？　その……苅羽くんが欲しいって言うなら、あたし、色々頑がん張ばっちゃうよ？」

　やたら艶つやっぽい声を出され、俺は思わず顔を赤らめる。

「ったく、なに考えてんのよこの女」

　和佐さんが、自身のお団だん子ごをさわさわしながら溜ため息いきを吐つくと、再度毒島さんが口をひらいた。

「あれ？　この前とお団だん子ごのリボンが違う？　と言うかこれは、駅前のショップでこの前から出始めたばかりの──」

　毒ぶす島じまさんが指し摘てきしたそれは、言われてみれば確かに新しん鮮せんな代しろ物もの。

　確か普段はピンク色のものを身に付けていたと思うが、今はもっと赤みの強い、やや熱を帯びた雰ふん囲い気きのリボンだった。

「あ、分かった。和かず佐ささん、あれでしょう、お披ひ露ろ目めしたかったんでしょう、苅かりヴぁッ!?」

　瞬しゆん間かん、凄すさまじい速度で和佐さんの右手が毒島さんの両りよう頰ほおをホールドした。

「なに言ってるのかな!?　この口は!?」

「あがががががが」

　ギブアップの意思を伝えているのか、毒島さんが和佐さんの右腕をタップする。

「なるほど、毒島さん、わたしに話があるみたいね。……ちょっと行ってくるから、苅かり羽ばたちは待ってて」

　毒島さんの口を閉ざしたまま、和佐さんは毒島さんとともに階段を下りて行った。

「何だったんだろうな……」

「ねー」

　俺おれも来くる栖すも、首を傾かしげるより他にない。

「リボンと言えば──」

　ふと思う。

　来栖が頭に結ゆっている例のリボン。

　一ヶ月前のことで、泥どろがいくらか付いたはずだが、綺き麗れいにシミ抜きしたようで、今では色いろ鮮あざやかな薄うす紫むらさき色が戻もどっている。

　海に行った時と言い、魔ま獣じゆうに襲おそわれた時と言い、どうして彼女は、あんなにもこのリボンに執しゆう着ちやくしていたのか。

「来栖、またそのリボン着けてんだな」

　もっとも、そのおかげで、俺は彼女から魔ま力りよくを受け取ることができたのだけれど。

「…………」

　──十秒ほど経たったが、来栖からの返答は無い。

「来栖？」

「……よくよく考えてみると、初めてだったから」

「何が？」

　尋たずねると、彼女はこっちを向いて──、




「似合ってる、って言われたの」




　笑顔が舞っていた。

　声が出なくなる。

　その言葉も、そのしおらしさも、何だか来くる栖すではないような気がして。

　一人の女子高生が、俺おれの目の前に立っている。

　そんな事実が、妙みように新しん鮮せんで──。




「おーい！　クルスカリバー！」




　突とつ如じよ耳に入った、一ヶ月振ぶりの声。

　とても聞き覚えがある。いつもトラブルばかり持ってくる声だ。

「先せん輩ぱい！　走らないでくださいなのです……はぁ……はぁ……！」

　屋上への来らい訪ほう者しや第二弾だんは、異世界の公務員二人組。

　今日はもう驚おどろき過ぎて、今や全く驚けない。

「何だよ、またこっちの世界来たのか。ちょっと早過ぎるだろ」

「新しい聖せい剣けんちょーだい」

　ちょっと素そっ気け無くし過ぎたかと思ったが、来栖の脊せき髄ずい反はん射しやな言動の方がよほどひどかった。

「あのね、ちょっと協力してほしいんだけど……」

　ニムさんが満面の笑みで俺たちを見る。

　だが、その横にいるメルの苦笑いを見て、それがろくな話ではないことを確信した。

「うちの市営動物園にね、この前、新しくケルベロスが来る予定だったんだけど──」

「嫌いやだ、聞きたくない」

　俺はこの場を離れようと、さっさと扉とびらに歩いていくが──、

「待って！」「待ってくださいなのです！」

　ニム・メルコンビの力づくのタックルを食らい、床ゆかに倒れ伏ふす。

「だーもう！　何だってんだよ！」

「転送魔ま法ほうを使って送ったみたいなんだけど……どーもね、こう、行き先が間ま違ちがっていたというか……何でかね、あの、こっちの世界に──」

「ほら！　ほーら、ほら！　やっぱりな！　絶対そうだと思った！　絶対それしかないって思った！　バーカ！　バーカ！　この野や郎ろう！　またとんでもないことに巻き込みやがって！」

「うるさいわね！　今度は私が間違った訳わけじゃないもの！　私のせいじゃないもの！　動物園のバイトが間違っただけだもの！」

「そういう仕事をバイトにやらせるんじゃねーよ！」

「……時は満ちた」

「来栖！　うるせーぞ！　勝手に満ちたことにすんじゃねー！　まだ風が騒さわがしいぞ！　超騒がしいぞ！」

「じゃあ行こうか、苅かり羽ばくん」

「なに普通にキャラ戻もどしてんだよ！　もっと危機感を持てよ！」

　早くも泣きそうな俺おれに、来くる栖すが手を差し伸べる。

「いーのいーのっ。二人なら大だい丈じよう夫ぶっ」

「何を根こん拠きよに……って、おい！」

　来栖が強引に俺の手を引く。

　俺を拘こう束そくしていたニム・メルコンビが体をどかし、俺はやっと立ち上がった。

「来栖、お前、また無責任に楽しんでるだろ」

「そんなことないよ、二人で何かをできるっていうのが嬉うれしいだけ」

「あ？」

「苅羽くんは私がいないと能力を使えないし──、だから私がいないと、私のことどころか、自分の身も守れないけど──」

「…………何かすみません」

「──ううん」

　来栖は首を振ふって、俺に笑い掛ける。

「それでも──二人でいれば、何とかなるってことだから」

　俺の手を握りながら、彼女は聖せい剣けんをヒュッと振った。

　心なしか、握られている手に力を感じる。

「──そうだな」

　彼女の手を強く握り返す。とても温かい。

「──？　おい、走るなって！」

「善ぜんは急げだよ、苅羽くん！」

　手を引かれ、駆かけ出す俺。視界には、揺ゆれるポニーテールとリボン。

「──来栖」

「え、なに？」

　大きな足音に、俺の小さな声が紛まぎれ込む。

「──似合ってる」

「えー？　何て？」

「…………何でもね」




　俺はこっそりと、右みぎ頰ほおを搔かいていた。


終わり









　　あとがき




　お世話になっております、くさかべかさくです。デビュー作の「クズが聖せい剣けん拾った結果」ですが、こうして三巻目を迎むかえられたこと、非常にありがたく思っております。

　思えば、私が初めてライトノベルを読んだのは、大学卒業後の社会人一年目でした。知人から勧すすめられた一冊の本──そこにあったのは、小説の挿さし絵えとは思えないほど、愛らしく綺き麗れいなイラストの数々。

　私も綺麗なイラスト欲しい。描かいてほしい。

　思い立った私は初めて長編小説を書き、「このライトノベルがすごい！　大賞」に投とう稿こうしました。一次落ちでした。「お前のライトノベルはすごくない！」と言われたような気がしました。勉強になりました。

　でも綺麗なイラスト欲しい。描いてほしい。

　翌よく年ねん、私は第１９回電でん撃げき大賞に応おう募ぼしました。当時の私は「うぇぶらじ＠電撃文庫」というラジオの中の「電撃小説大賞、基本のキ」というコーナーにあった一つのアドバイス──「物語冒ぼう頭とうで興きよう味みを引くべし」という姿勢をとても大事にしていました。

　その結果、私の小説は最終選考には残りませんでしたが、三次選考を通過しました。数ヶ月後、自宅に届いた編集者諸しよ氏しからの選せん評ぴようには「冒頭の女の子の自じ慰いシーンは不要です」と書かれていました。勉強になりました。

　だがしかし綺麗なイラスト欲しい。描いてほしい。

　翌年、私は第２０回電撃大賞に応募しました。当時の私は「電撃小説大賞、基本のキ」で編集者さんが仰おつしやっていたお言葉──「たくさん投稿してください」というアドバイスをとても大事にしていました。

　私は短編４本、長編５本を全部電撃大賞にぶち込みました。一次選考で４本が死に、二次選考で１本が死に、三次選考で３本が死にました。三次選考を通過したのは、昨年と同じ１本でした。最終選考には残りませんでした。勉強になりました。

　その後の顚てん末まつは一巻のあとがきに記したとおり、どうにか編集者さんに拾い上げて頂く形となった訳わけですが──。

　一巻のあとがきで、「電話してきた編集者さんは、拾い上げてきた割には私の投稿作のタイトルを覚えていない非道の民だ」みたいな書き方をしてしまいましたが、あれは言葉足らずでした。当時の様よう子すをもう少し正確に描びよう写しやします。

『くさかべさん複数投稿してましたけど、四次選考に残ったやつ以外でも、私は気に入ったのがあったんですよ。ほら、あれ、定食屋さんの、えーと、まあ、タイトル忘れましたけど』

「あー、はい、定食屋さんのやつ、ええ、あれですよね、そう、うん、定食屋さんの人が何かやるやつ、分かります、分かるんですけど、タイトル、何でしたっけ、へ、へへへ……」

　意外と自分でも覚えていませんでした。９本あると、どうしても、こう、ちょっと……。

　そんな感じで互たがいの苦笑いが透すけて見えたような電話でしたが、あの日のことは決して忘れません。日にちは秋の、えー、うん、確か秋の、そう、恐おそらくそれくらいの忘れました。

　それはともかく私も綺き麗れいなイラスト欲しい。描かいてほしい。

　一巻の原げん稿こうを書きながら、私はずっとそんなことを考えていました。

『くさかべさん、イラストレーターさんが決まりました！　Ａｎｍｉさんです！』

「綺麗なイラスト欲しい、描いてほちょっと待ってください、本当にこの方がイラスト描いて下さるんですか？　アニメのキャラ原案とかなさってるじゃないですか。私、ただの拾い上げの新人ですよ？　『実は私、十五年前に一度受賞していた草くさ壁かべ歌か作さくなんです』みたいなエピソード無いですよ？　『小説家になろう』に固定ファンとか付いてませんよ？」

　怖こわくなりました。会う機会も無いのに「粗そ相そうがあったらどうしよう」と思いました。「先方は私の原稿を読むのに、私が先方のイラストを知らないのは失礼では無いか」と不安に駆かられました。

　それからの日々はうろ覚えですが、二〇一四年六月七日、Ａｎｍｉさんの描き下ろしイラスト付きの「ファンタジスタドール ビジュアルコレクション」と、コミックスの「ファンタジスタドールＭｉｘ」を購こう入にゆうしたり、さらに翌よく日じつの六月八日にはＡｎｍｉさんがイラストを務つとめられた他レーベルのライトノベルを４冊さつ注文したり、また、前月買ったばかりのレーザープリンターを使い、Ｐｉｘｉｖに掲けい載さいされていたイラストを印刷して資料ファイルに綴とじ込み、それらを寝る前に穴が開くほど見たりして、言い知れない畏おそれや重圧、そして感動と戦っていました。平たく言えばファンになりました。これからも頑がん張ばってください。応おう援えんしています。

　以下謝しや辞じです。担当編集吉よし岡おか様、小お野の寺でら様、お二人のご指し摘てきにより、気付かされることばかりです。今回も散々ご面めん倒どうお掛けいたしましたが、これからもよろしくお願いいたします。

　そしてもう一度、イラストご担当Ａｎｍｉ様。貴方あなた様のイラストにより、ライトノベル「クズが聖せい剣けん拾った結果」は完成します。いつの日か、その素す晴ばらしいイラストに相応ふさわしい小説を書けるよう、精しよう進じんいたします。本当にありがとうございます。

　営業様、書店様。本は「売れる」のではなく、皆みな様さまが汗あせをかいて「売っている」のだと思わされる今日この頃ごろです。皆様のご尽じん力りよくにより本作が生きていられること、感かん謝しやの限りです。

　職場の皆様、今回も出版に際しましては温かいご理解を頂きましてありがとうございます。発売日後には、隣となりの席の先せん輩ぱいが編集者と化すので──────勉強になりました。

　締しめ切きり二日前に「忙いそがしそうですね、げへへ」と嫌いやがらせの電話をしてきて下さった仁に科しな裕ゆう貴き様にも感謝を。おかげで魔ま獣じゆうを倒す場面に力が入りました。でも編集者さんに「場面が長い」と言われて削けずりました。

　読者様、この度たびもお付き合い頂きありがとうございます。これからも書店の棚たなに面おも白しろい本を増やしていけるよう頑張って参りますので、お付き合いのほどよろしくお願いいたします。







[image: おまけ短編　クズが買い物した結果　──初対面未満の日──]







　　クズが買い物した結果　──初対面未満の日──




　その日は土曜日で中学校は休み。陸上部の練習も無く、俺おれ──中学一年の苅かり羽ば未み知ちは、一人で買い物に来ていた。

　場所はショッピングモール。俺が密ひそかに想いを寄せるクラスメイト──鈴すず木きさんが喜びそうなプレゼントは無いかと探している。

　ただ、女性用の小物を物色しているところなど知人に見られたくないため、今日はわざわざ学区外にまで足を延ばしていた。

　そうして若者向けの服やらアクセサリが並ぶ一角に来た俺は、そこで珍ちん妙みような一言を耳にする。

「防ぼう御ぎよ力りよくの高い服ってありますか？」

「ぼ────えっ？」

　摩ま訶か不ふ思し議ぎな注文に戸と惑まどう女性店員の声。

　俺も耳を疑って振ふり向くと、そこには俺と同じくらい──中学生と思おぼしき女子が店員と相あい対たいしていた。右目の下のホクロが妙みように印象的だ。

「ボウギョリョク──と仰おつしやいますと？」

「こういう『布の服』じゃなくて、もうちょっと丈じよう夫ぶな……『革かわの服』とか」

　彼女は自分の着ている薄うす手でのカーディガンを摘つまんでみせた。

「なるほど、レザーでございますね」

　店員はホッとしたような顔で店の奥へ行くと、黒いレザージャケットを持って戻もどってきた。

「これなど人気商品ですよ。大人っぽい感じが出るので、この先何年も着られると思います」

「布の服よりも固いですか？」

「材質的にということですか？」

「ううん、パラメータ的に」

「えっ」

「えっ」

　一いつ瞬しゆんの間。そして店員が口をひらく。

「それは……数値的に、という意味ですか？」

「そんな感じ」

　伝わってるのかなあ、これ。

「摩ま耗もう試験を行っている製品ではございませんので、明確な数値というのは、ちょっと……」

　ふーん、と若じやつ干かん不満そうに呟つぶやきながら、女子はジャケットに袖そでを通す。

「ちょっと重いんですね」

「レザーですので」

「素す早ばやさ下がりませんか？」

「えっ」

「えっ」

　何だこの不ふ思し議ぎ空間。

「ま、革かわの服はいっか。よく序じよ盤ばんのモンスターが落とすし。代わりにリボンありますか？」

　女子はそう言うと、店員と一いつ緒しよにヘアアクセサリのコーナーに移動した。

「こちらのリボンは今話題の──体のイオンバランスを整える効果がございます」と店員。

「つまり状態異常を防ぐアクセサリ？」

「そのとおりでございます」

　何か誤ご解かいがあるような気がする。

「睡すい眠みん状態や混こん乱らん状態を防いだり？」

「体の調子を整えるので、疲れやストレスが溜たまりにくくなります。結果として、過度な眠ねむ気けやメンタルバランスの崩くずれは解消されるかと」

「毒も防げますか？」

「えっ」

「えっ」




　嚙かみ合わない会話に居い心ごこ地ちの悪さでも感じたのか、女子は足早にその場を去った。

　俺おれはと言えば、それまで聞いていた会話にすっかり興きようを削そがれてしまい、プレゼント選びどころではなくなってしまった。

　気分転てん換かんにゲームでも見てこようかと、二階に入っているおもちゃ屋に来てみたが──、

「あの、聖せい剣けんありますか？」

　わあ、出たよ、さっきの女子。

「はい、何でしょう？」

　まだ若い男性店員が女子の前に駆かけ寄る。

「聖剣欲しいんですけど」

「聖剣？　──ああ、確か聖剣戦隊ラグナシックスのなりきりセットが……これだね」

　店員が目の前の陳ちん列れつ棚だなから、自身の胴どう体たいほどの大きさもある箱を手に取った。

「これがラグナレッド変身セット一式。変身ベルトに盾たて型がた通信装置、聖剣ラグナフレイムの三つが一いつ緒しよに入ってるよ」

「む～、おもちゃっぽいなあ……惜おしいっ！」

　おもちゃ屋に来て何言ってんだこいつ。

「弟さんへの誕たん生じよう日びプレゼントか何かかな？」

　女子の呟つぶやきなど聞こえていないかのように、店員が微ほほ笑えむ。

「この聖剣セット、今、大人気でね。入荷してもすぐ売れちゃうんだ」

「こんなの聖せい剣けんじゃないもん。聖剣はこんな発はつ泡ぽうスチロールの箱なんかに入ってないもん」

「あ、プレゼントだもんね、このままじゃちょっとね。でも、綺き麗れいにラッピングするよ？」

　通じてない。

「私が求めてるのは本物の刃は物ものなの！　鍛か冶じ職人が鍛きたえた切れ味鋭するどい鋼はがねの刃！」

「え、包ほう丁ちよう欲しいの？　板前にでも渡すの？」

「勇者！」

「勇者用の包丁は無いんじゃないかなあ」

「違うの！　欲しいのは聖剣だってば！」

　女子は両の拳こぶしを握りしめ、地じ団だん太だを踏ふむ。

「久々に手て強ごわいのが来たな……」

　店員が笑顔のままボソッと呟つぶやく。おもちゃ屋担当ということで、日ひ頃ごろから小さい子やアレな子の対応には慣れているのだろう。

「もう聖剣はいいです……代わりに何か防具はないですか？」

「じゃあラグナレッドのソードブレイク──」

「そうじゃなくて！　プラスチックじゃなくて！　どんな攻こう撃げきも防ぐ、防ぼう御ぎよ力りよく高いやつ！」

「お嬢じようちゃん、防具付けなくてもそのままで十分防御力高いと思うけど。周囲からの何物も受け付けない強きよう靭じんさがあるよ」

「あ、そう……ですか？　えへへ～」

「精神的な意味でね」

「ん？」

「ん？」

　俺この店員さん好き。

「とりあえず、何か良い盾たて、ないですか？」

「プラスチックじゃないやつで？」

「そう、金属の」

「なるほど。じゃあ、まずそこの下くだりエスカレーターで一階を目め指ざそう。その後、左手にある生活用品店に入り、東から三番目の陳ちん列れつ棚だなを見に行くと良い。その一番下の棚には、光り輝かがやく銀色のアイテムに紛まぎれ、ただ一つだけ──全てを暗黒に飲み込む最強の盾があるはずだ」

「何それ超カッコいい！」

「そうだろう？　さあ、早くその足で大地を駆かけ巡り、闇やみ属性の盾を手に入れるんだ！」

　店員はヒーローショーでもやっているかの如ごとき演技力を見せる。

　颯さつ爽そうとエスカレータを駆かけ下りた女子を見送ると、店員は気け怠だるそうに背伸びをしつつ、「帰りてえ……」と呟いた。




　一階へ盾たて探しに赴おもむいた彼女は、五分もしないうちにこのおもちゃ売り場へ舞い戻もどり、叫さけんだ。

「お兄さんのバカ！　噓うそ吐つき！　派は遣けん社員！」

「違うよ、お兄さんは時給換かん算ざんすると派遣社員よりも安い労働力となり得る正社員だよ」

　店員は悟さとった笑みを浮かべつつ答える。

「でも噓吐きは訂てい正せいしてほしいなあ。全部お兄さんの言ったとおりだったと思うけど」

「確かにね！　確かに棚たなにはいっぱい銀色のお鍋なべがあったよ！　調理器具コーナーだもん！」

「圧力鍋まだあった？　お兄さんあれ欲しい」

「知らないよ！　お兄さんは今、何の話をしてるか分かってるの!?」

「鍋」

「盾！」

　鍋から噴ふき出す蒸じよう気きの如ごとく、女子の頭から湯ゆ気げが立つ。

「でもちゃんとあったよね？　暗黒の盾」

「盾じゃないじゃん！　中ちゆう華か鍋じゃん！」

　彼女が店員に突つき付けたそれは、暗黒色に染そまった半球状の鍋だった。

「僕ぼくは十分に盾として使えると思うけど」

「私の知ってる盾と違うもん！　勇者の盾はこんな丸々としてないもん！」

　中華鍋がポイッと地面に放たれる。

「琉りゆう球きゆう古こ武ぶ術じゆつのティンベーって知らない？　丸みを帯びた盾で攻こう撃げきを弾はじきつつ相手の視界を」

「知らないよ！　もっともらしいこと言って煙けむに巻こうったってそうは行かないんだから！」

「鍋で戦うファンタジー、面おも白しろいよきっと」

「牧ぼつ歌か的てき過ぎるよ！　ちょっと物ぶつ騒そうな夫ふう婦ふ喧げん嘩かくらいの迫はく力りよくしかないよ！」

　女子は人差し指を店員に突つき付けた。

「さっきから適当なことばっかり言って！　これはもうクレームだよ！　お店とお兄さんの名前をネットで拡かく散さんするしかないよ！」

「若くして通信網もうの負の側面を使いこなすのはやめよう。お兄さんとの約やく束そくだよ」

　店員は優やさしい笑顔で女子に歩み寄る。

「本当は寂さびしかったんだよね？　少し不器用なだけで、君は本来、とても優しい子なんだ」

「あ……凄すごい……これ、悪役が改心する時によくある感動的なシーンだよ……ううっ……！」

　何が琴きん線せんに触ふれたのかよく分からないが、女子は感かん極きわまった声で目をうるませた。そして、床ゆかの中華鍋に、涙なみだが一ひと粒つぶポロリと落ちる。

「あ、鍋が錆さびる」

　商品を第一に考える店員が、素す早ばやくハンカチで鍋の涙を拭ぬぐった。

「ぶち壊こわしだよ！　お兄さんのバカ！　私と中華鍋どっちが大事なの!?」

「強しいて言うなら圧力鍋かな」

「ばかああああ！」

　力の限り叫さけぶ女子。あまりの声量に、俺おれはたまらず耳を塞ふさいだ。

　すると、突然の俺の挙動が目についたのか、女子が顔をこちらに向け────目が合った。

「ねえ、そこの君もひどいと思うでしょ？」

　ヤバイ。話し掛けられた。

　俺がうろたえる一方で、店員は頭を搔かきながら、事態の収しゆう束そくを図はかる術すべを探していた。

「どうすっかなあ…………あ、本ほん間まさん、ちょうど良いところに」

　お兄さんは通りがかりの女性店員に呼び掛けると、両手を合わせて頼たのみ込んだ。

「本間さんの所の防ぼう犯はんフェアで、護ご身しん用ようの武器とか───え、ある？　良かった……ちょっとこの子案内してほしいんですけど」




　本間さんとやらに女子が連れて行かれたのは、期間限定防犯フェアのフロア。防犯ブザーなどの護身用グッズが取り揃そろえられている。

　さっき女子が話し掛けてきたのを見て、店員たちは俺と彼女を友人だと捉とらえたらしい。「知り合いならちゃんと管理しろ」と言わんばかりの圧力で、俺も一いつ緒しよに連れて来られた。同時に店員は俺に全てを押し付け、姿を消している。

「凄すごい凄い！　たくさん剣がある！　ねっ！」

　女子に話し掛けられる。知り合いでもないのに友達みたいなテンション。

　彼女が見ていたのは護身用の木刀コーナー。５０センチ強の脇わき差ざしタイプを手に取っている。

「わああ……暗あん黒こく剣けん……カッコイイ……」

　それは柄つかから刀とう身しんまで真っ黒に染そまっていた。

「見てこれ！　ポリプロピレン製だって！　聞いたこと無いレア素材！　超合金！　さっきのプラスチックのおもちゃとは訳わけが違うよ！」

「ポリプロピレンって、プラスチックだけど」

「は？」

「は？」

　空気が変質する。

「じゃ、あれもこれも全部プラスチック!?」

　動どう揺ようした彼女。陳ちん列れつされていた剣を、手に取っては放り投げ、手に取っては放り投げる。

「おい落ち着け！」

「全部軽い！　軽いよ！　プラスチック！　噓うそって言って！　誰だれか噓って──あ、これ重っ」

　そのとき女子が放ったのは、赤みを帯びた肌はだ色いろの木刀。プラスチックとは違う木の重みが感じられるそれは、彼女を引きとめようとした俺の頭部めがけて飛んできて──。




　──気が付けばベッドの上。「目が覚さめた？」と、白衣の女性に話し掛けられた。聞けばここは、従業員用の休きゆう憩けい室しつだと言う。

「君、頭打って店内で倒れてたみたいだよ。さっき女の子が運んできてくれたんだけどね」

　額ひたいを触さわると、確かにぷくりと膨ふくらみができていた。ジンジンと熱く痛み、記き憶おくが曖あい昧まいだ。さっきまで誰だれと何をしていたのか思い出せない。

「これ、女の子が置いてったよ？」

　保健師さんは小さなトートバッグを俺おれに渡す。安そうなバッグの中には、あんぱんが一つ。

「何か貼はってあるな……」

　袋ふくろパンにはメモ紙が貼り付けられている。そこには「少女からのお詫わびの品。魔ま力りよくが込められている」と、手書きの文字が並んでいた。

　窓の外では、どこかの店の従業員が幟のぼりを立てている。フラグが立った──頭の中で、そんな声が聞こえたような気がした。





終わり
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くさかべかさく

３巻の原稿直しの時期に体調を崩し、インフルエンザ検査を受けたところ、看護師さんが鼻の奥に綿棒を突っ込んできました。そんな所にそんなもの入れられるのは初めてだったので、ドキドキしました。興奮のせいか吐き気まで湧いてきました。急性胃腸炎でした。
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